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1 概要

1  林業労働力確保法の概要

業ௌ௮ৡを確保するため ؚਛڴফにَ
業ௌ௮ৡの確保のയਤにঢ়する১قਰ下َ ௌ
確১ُधःअكُ؛ ऋষऔोऽした؛
ऒの১मؚ業ௌ௮ৡの確保をയਤする

ためؚহ業ऋ৬にষअ౻৷ଵ৶のఒ
लহ業の合৶৲をയਤするためのೈ઼ధल
にৗたに業に業しेअधするの業の
ෟ৲のためのೈ઼をगؚुढथ業の
৸ऩனध業ௌ௮の౻৷のにఞଖす
るऒधを৯धしथःऽす؛

林業労働力の確保の促進に関する法律
の体系

国

県

੦ম্ଉのੁ
كਓপ෦लௐেௌ௮প෦ق

৽ल౻৷の
�業ௌ௮ৡの確保のയਤにঢ়す؞
る੦ম্ଉ
৷ଵ৶のఒलহ業の合৶౻�؞
৲をയਤするためのೈ઼ಉ

੦মੑのੁ
كਿੴহق

事業主が一体的に実施

雇用管理の改善 事業の合理化

措置を講じ

寄　与

林業労働力の確保

林業の健全な発展 林業労働者の雇用の安定

就業の円滑化

َ౻৷ଵ৶ُधमؚহ業ऋষ
अௌ௮の൳ૐに始ऽり Ҩ఼৷ऊ
ैଦ઼ؚಊਤؚઇธಫؚચৡ৫
ؚௌ௮時間ಉௌ௮੯ؚૣਹௐ
েऩनরऊैにඹるऽद
のௌ௮の౻৷にঢ়するଵ৶を
ูするुの؛
َ౻৷ଵ৶のఒُधमؚௌ௮
୭のఒؚ൳ૐ্১のఒಉਰ
のेअऩ౻৷ଵ৶にणःथؚ
ఒؚをるऒधをःअ؛

�఼৷ଵ৶ٳ ਫଦ઼ଵ৶ిٳ
ચৡ৫ଵ৶؞ઇธಫٳ
�ௌ௮੯ଵ৶ٳ য間ঢ়બଵ৶ٳ
�ਹௐেଵ৶ૣٳ ௌઞঢ়બଵ৶ٳ
ଵ৶ٳ

ك੭ؚজー५ಉقਃ༊の導入ٳ
ਃ༊৲業৬௺の導入ٳ
業ਝのఒٳ
ਃ༊৲ಉにৌૢしたଢ଼ఊのৰٳ
ৼؚཟણٳ
হ業ੲਾのତٳ
業ૠெのఁপٳ

ਠ場業にਏऩૼચのಆ੭ٳ
の੍ର

業にঢ়するੴのಆ੭の੍ରٳ
৷ੲਾの౻ٳ
েણಉにঢ়するੲਾのٳ
ਠ場業にి合するためのٳ
導؞ஃ

ୠভにାするためのٳ
導؞ஃ

َহ業の合৶৲ُधमؚহ業
のষअ業にणःथؚजのௌ
௮েਓਙをੜਤऔचるऒधをः
अ؛৬にमؚ業のਃ༊
৲ؚਃ༊৲にৌૢしたચৡをથす
る業జহのുਛ؞確保ؚহ業
の確保ಉのऒध؛

َ業のෟ৲ُधमؚৗたに
業ष業しेअधするにৌ
しؚ業の૩धऩढथःるহ
をுྼमೄし Ҩजの業を੍
ରするऒध؛
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1 募集
ௌ௮を൳ૐするにਊたढथमؚःろःろ

ऩ১のૠऋँりऽすのदؚిਫऩ্১
にेり൳ૐをষॎऩऐोयऩりऽच॒؛
ௌ௮の൳ૐ্১にमؚにઃのڳणの্

১ऋँりऽす؛

⋇�ਁુ業ਚঁقটーডーॡكをਹ৷する؛
⋈�৾ૅにൂする؛
⋉�ಅ૭をਭऐたড়間の業ງஂਃঢ়にൂする؛
⋊�ৗୂ හؚ ছؚ४ड़ಉにযઁઔをするقધ
છ൳ૐ؛ك

⋋�லহをർしथःるにઉம௮ऌऊऐथ൭ාす
るقઉம൳ૐ؞൳ૐ؛ك

⋌�Ꮊृੴযऩनのをるق൳ૐ؛ك
⋍�616をણ৷する؛
੫業ऋ )DFHERRN ृ 7ZLWWHU ऩनの 616 を

ਹ৷しथ఼৷ણをষअऒधदす؛

ਰ下दम ৻ؚऩुのにणःथହしऽす؛

（1）ハローワークの利用
ঁটーডーॡをਹ৷する場合मؚশਚधし

थ⋇൳ૐ৽ાऋऊऊैङؚをർしనऎ
ਏऋऩःऒधؚ⋈ঁটーডーॡの常ৱમ
ृੲਾऩनदௌ௮੯のऋॎऊるऒधऩ
नऋँりؚ時にয੯ऋి১दँるऊन
अऊのॳख़ॵॡをਭऐるऒधुदऌऽす؛

（2）学校の利用
৾ഄにेढथ౮ऩりऽすऋؚর෮ؚৈ෮の

場合मঁটーডーॡを৽しथ൳ૐするॣー
५ऋऺध॒नदす؛পؚ৾ಢপؚৈ௧ल௧
ఊ৾ૅの場合मؚ૮મ業ງஂহ業のඍলを
ষढथःる৾ૅにणःथमؚ৾ૅषઉமணし
िऒधऋदऌऽす؛

（3）新聞広告等による募集
ৗୂઁઔಉのધછ൳ૐにणःथमؚঽに

ষअऒधऋदऌऽす؛ऒोमؚௌ௮ঽମऋ
ঽにਔઓৠदऌるऊैदす؛

（4）直接募集と委託募集
ઉமௌ௮に௮ऌऊऐる൳ૐにमَؚ ઉம൳

ૐُधَ൳ૐُधऋँりऽす؛
⋇�ઉம൳ૐ
ઉம൳ૐにणःथमؚঽにষअऒधऋद

ऌऽす؛
⋈�൳ૐ
൳ૐधमؚௌ௮を౻৷しेअधする

ऋؚजの৷ਰਗのをしथௌ௮の൳
ૐをষॎचるऒधをःःऽす؛जのにਾີ
をଖइる場合मؚௐেௌ௮প෦のಅ૭をਭऐ
ऩऐोयऩりऽच॒؛ਾີをଖइऩः場合मؚ
ௐেௌ௮প෦にजの຺をඍऐলるऒधにऩり
ऽすق業১ਸ਼ ��؛ك
業の場合ؚௌ確১にउःथؚ業ௌ௮ৡ

確保੍ର७ンターमؚௌ確১のఒੑのੳ
をਭऐたহ業のをਭऐथؚௐেௌ௮
প෦にඍऐলथؚௌ௮の൳ૐをষअऒधऋ
दऌるؚधऔोथःऽす؛
ऩउؚऒの્例मؚളਯのহ業ध७ン

ターऋુदఒੑをਛしؚੳをਭऐ
るऒधऋ੯にऩりऽす؛

（5）SNS の活用
َ९ー३কルজॡルーॸॕンॢُधमؚ੫業
ऋ )DFHERRN ृ 7ZLWWHU ऩनの 616 をਹ৷し
थ఼৷ણをষअऒधदす؛
੫業ध఼৷ター।ॵॺの൨্ऋ 616दঽ

ैのੲਾをਁ৫し॥গॽॣー३ঙンをりؚ
उ൩ःの৶ੰをめるऒधऋदऌऽす؛
ಌに 616म఼৷ター।ॵॺにৌするঈছン

ॹॕンॢにुણ৷૭ચ؛رံऔोるઍ
ृ॥গॽॣー३ঙンؚのખૢق例؟ः
ःबآのਯكを఼৷ター।ॵॺमৄथउりؚ
जのرのੲਾऋ੫業のഀをりऽす؛
616 मঈছンॹॕンॢણ৷のؚോ

をଆएऒधृ఼৷の५ঐॵॳをैすऒध
にुણ৷दऌऽす؛ध 616दᇽऋढथ
उऎऒधद入をするदुؚਞೄにীऊै
ऩःऒधਂ؞ऩऒधऋઉமৼदऌる୭
にऩりऽす؛

２

募
集
・
採
用 2 募集・採用
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※募集活動に当たって注意すべきこと

ઞ৷ऋःऊऩるয౫を఼৷しؚनのेअ
にଦ઼しथるのऊमؚઞ৷にधढथुௌ
௮にधढथुਏदす؛఼৷にँたढथؚ
नのेअऩ౻৷ଙद఼৷しؚनのेअऩௌ
௮੯दؚनのेअにலহをしथुैअऊؚ
ిજऩ఼৷؞য౫ਛউছンをয়थؚ५ঐॵ
ॳをଆऍؚਁਫऩ఼৷をষःऽしॆअ؛
যણमؚઞ৷ऋএ५ターؚॳছ३ؚイ

ンターॿॵॺಉदઉம൳ૐするऺऊؚবのਃঢ়
दँるਁુ業ਚঁقটーডーॡكऋষअ
૮મ業ງஂؚ৾ૅಉऋষअ૮મ業ງஂؚড়
間業ງஂহ業ऋষअથમ業ງஂऩनऋँ
りऽすऋؚःङोの場合にणःथु業১
जのの১をஹるਏऋँりऽす؛

【ௌ௮੯のં】
ઞ৷قযكमؚௌ௮の൳ૐにਊた

りؚにৌしथؚછએྼقमਗ਼ই॓イ
ルكにेढथઃのௌ௮੯をંするऒधऋ
ଝ務હऐैोथःऽすق業১ਸ਼ڱの
؛كڮのڰ業১ষૠಋਸ਼ؚگ
⋇�ௌ௮ऋజহすसऌ業務のઍにঢ়するহඨ
⋈�ௌ௮ీ৺の間にঢ়するহඨ
⋉�ाのઞ৷間にঢ়するহඨ
⋊�業の場ਚにঢ়するহඨ
⋋�始業ल終業の時刻ؚਚௌ௮時間をதइ
るௌ௮のથ૮ؚ休ህ時間ؚ休にঢ়するহ
ඨ

⋌ ൛সقಏ時に੍௸ॎोる൛সؚೖଖಉを
ऎكのપにঢ়するহඨ

⋍ ೨保૫؞ௐেফস保૫؞ௌ಼保૫؞౻৷
保૫のి৷にঢ়するহඨ
ઞ৷मؚऒोैંするহඨऋؚ༘ྼ

म༵পऩઍにऩैऩःेअにିਔするਏ
ऋँりऽす؛
ुしؚਊੂંしたௌ௮੯धௌ௮ీ৺の

ഁにしંすௌ௮੯धऋ౮ऩる場合قਊ
ੂのંの೧दௌ௮੯を્する場合ؚ
ਊੂのંのௌ௮੯をచする場合ؚਊੂ
ંしथःऩःௌ௮੯をৗたにંする場
合をஅिكにमؚめथછએઐહの্১दௌ
௮੯をにંするऒधधऔोथःऽ
す؛ಌにؚએமಉのૌஙदௌ௮੯にಌऋ
ँढた場合ؚযಉमசृऊににੴ
ैचるेअଦൟऋਏदす؛

ऩउؚௌ௮੯のંमؚௌ௮ీ৺ഁ時に
ुઞ৷にめैोऽすقௌ௮੦১ਸ਼1�؛ك

【のযੲਾのඞः】
ઞ৷मؚௌ௮の൳ૐにਊたりؚ

ऋするযੲਾにणःथؚ業務の৯の
೧दઽૐؚ保ଵؚઞ৷しऩऐोयऩりऽ
च॒ق業১ਸ਼ڱの؛كڰ
્にઞ৷म যؚர ড়ؚఔ ؚভମী ؚؚ

মආؚলেजのভ୷શのਉधऩる
হඨؚઓ୳؞ਦलௌ௮ੌ合षのਸ入૾ய
にঢ়するੲਾをઽૐしथमऩैङؚਁਫऩ৭
અをষअਏऋँりऽす؛

【൳ૐ؞఼৷時のফೡరૃ】
ઞ৷मؚௌ௮の൳ૐ؞఼৷にਊたりؚ

ਉಋधしथফೡをਂਖधしऩऐोयऩりऽच
ௌ௮ੁの合ऩਤధलにௌ௮のق॒
౻৷のल業েણのౄৰಉにঢ়する১
قௌ௮ੁ合ਤ১كਸ਼ڵ؛ك
ऒのফೡのరૃमؚঁটーডーॡにয

ணाをষअधऌटऐदऩऎؚড়間の業ງஂ
হ業ृৗୂઁઔؚহ業ऋঽै൳ૐ؞఼৷
をষअにुి৷औोऽす؛ऩउؚযにउ
ःथফೡਂਖधしऩऋैؚফೡを৶にૢ൳を
ढたりؚછథ৭અृએமदফೡを৶に఼౯
をৠしたりするষನम১のະ຺にખしऽす؛

【൳ૐ؞఼৷時の੬୷શరૃ】
ઞ৷मؚௌ௮の൳ૐ؞఼৷にਊたりؚ

ਙશद୷શしथमऩैङؚ੬धुにಉऩ
ਃভをしऩऐोयऩりऽच॒ق੬౻৷
ਃভಉ১قಉ১كਸ਼ڱ؛ك
例इय ঃؚーॺ؞થ౻৷ௌ௮の൳ૐをَ 

ਙのाُधしたり ؚযにَ੬ਙຈಶَُؚ 
ਙऌのலহُऩनध੶ൗしたりするऒधम
दऌऽच॒ق 1��10�11�ௐௌઔ �1� ಀ؛ك

【૩౻৷૨】
ઞ৷मؚजの౻৷する৸జ業৩のअठؚ

સ合ق૩౻৷૨كの૩قମ৬
૩ؚੴ૩ؚಖઋ૩كを౻৷する
ऒधऋଝ務હऐैोथःऽすق૩౻৷യ
ਤ১ਸ਼ ��؛ك
ऒの૩౻৷૨ऋి৷औोるのमؚড়間द

म����যਰのజ業৩を౻৷するহ業दす؛
૩౻৷૨मؚড়間दम 2��٫ؚব؞
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্ਁુ੮৬ಉदम 2��٫दす؛
૩౻৷૨ऋి৷औोるহ業मফڲ

াڭਠの૩౻৷૾யをঁটーডーॡ
にඍऐলるਏऋँりऽす؛
常৷ௌ௮100যをதइるহ業दँढथؚ

౻৷૨ਛのহ業मؚ৹ତসಉのા৷に
ౄथるために૩౻৷ವહসਂقଌڭযਊ
たりাપڱਐكのඉઽऋষॎोق૩౻
৷യਤ১ਸ਼ ��ؚك ౻৷૨をਛしथःるহ
業にम૩౻৷৹ତসقதૌ౻৷যਯڭ
যにહऌাપڮਐڳكऋ੍ஔऔोऽすق
૩౻৷യਤ১ਸ਼ �0؛ك

【૩にৌする୷શのరૃध合৶ଦൟ】
হ業मؚௌ௮の൳ૐल఼৷にणःथؚ

૩にৌしथؚ૩दऩःधಉऩਃ
ভをଖइऩऐोयऩैङق૩౻৷യਤ১
ਸ਼ �� ؚك ൛সのৠؚઇธಫのৰؚૣ
ਹௐেਝのਹ৷ؚजののୄにणःथؚ
ௌ௮ऋ૩दँるऒधを৶धしथؚ
૩दऩःधਂਊऩ୷શඞःをしथम
ऩりऽच॒ق૩౻৷യਤ১ਸ਼ ��؛ك
হ業ऋஹるसऌহඨमَؚ ૩にৌす

る୷શのరૃにঢ়するૠにめるহඨにঢ়
しؚহ業ऋిજにৌ૪するためのଉ قُ
27���2��ௐௌઔ 11� ಀكにめैोथःऽす؛

হ業मௌ௮の൳ૐल఼৷にणःथؚ
૩ध૩दऩःधのಉऩਃভの確
保の੍धऩढथःるহੲをఒするためؚ
ௌ௮の൳ૐल఼৷にਊたり૩ऊैの
ணলにेりਊჾ૩の૩の્ਙにଦൟし
たਏऩೈ઼をगऩऐोयऩりऽच॒؛た
टしؚহ業にৌしथૌऩ૿をऻすऒ
धधऩるधऌमؚऒのりदँりऽच॒ق
૩౻৷യਤ১ਸ਼ ��の؛كڮ৬ऩਔ
হඨमَؚ ౻৷のীにउऐる૩ध૩
दऩःधのಉऩਃভしऎमୄの確保
ྼम૩दँるௌ௮のથするચৡのથ
ऩมの੍धऩढथःるহੲをఒするた
めにহ業ऋङसऌೈ઼にঢ়するଉ قُ
27���2� ௐௌઔ 117 ಀكにંऔोथःऽす؛
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2 採用

（1）労働契約
① 労働契約の成立
ௌ௮मઞ৷のม୵ഥのुधにௌ務を

しؚजのৌधしथઞ৷मௌ௮に൛
সを੍௸ःऽす؛ऒのेअऩઍのీ৺मؚ
ௌ௮੦১ृௌ௮ీ৺১दमَௌ௮ీ৺ُध
ళयोथउりؚઠ୍にेる合ਔदुથदす
ऋؚௌ௮ీ৺のഁにਊたढथमؚௌ௮੯
をંするऒधऋௌ௮੦১にेりઞ৷に
ଝ務तऐैोथःऽす؛
ऩउؚ合ਔにेりௌ௮੯のಌをするऒ

धऋदऌऽすقௌ௮ీ৺১ਸ਼ڴ؛ك
धऒろद ௌؚ௮ీ৺ध๚たुのにَ டీ৺ُ

ृَભీ৺ُऋँりऽす؛ऒोैमؚ
のலহのਛを৺しथਾີをめるुのदؚ
ਉಋधしथઞ৷జരঢ়બق౻৷ঢ়બكにमয়
たङؚௌ௮ీ৺धमाऩऔोऽच॒؛
通常ؚ業のয্ऩनमடీ৺にे

るऒधにऩりऽすऋؚૄमடీ৺दँढ
थु ৰؚଙम౻৷ঢ়બにँるधाऩऔोるॣー
५ृؚয্ऋ間ৼু্に౻ः入ो
ैोるॣー५ुँりؚऒのਡम確にしथउ
ऎਏऋँりऽす؛ௌ௮ీ৺धाऩऔोोयؚ
ਊேにௌ௮੦১をमगめঢ়બ১ഥऋి৷औ
ोるऒधにऩりऽす؛
② 労働契約の原則
ௌ௮ీ৺मؚௌ௮लઞ৷ऋৌಉのয়

場にउऐる合ਔに੦तःथഁ؞ಌすसऌ
ुのधऔोथःऽす؛जの場合ؚ業のৰଙ
にૢगथཀྵをઅൟしؚலহधেણの৹ਮに
ुଦൟすसऌुのधऔोथःऽす؛ऽたؚௌ
௮लઞ৷मधुにؚௌ௮ీ৺をᏍஹす
るधधुにؚਦଝยৰのਉಋにಋりਥਹのষ
ઞधଝ務の၎ষをしऩऐोयऩैङؚਥਹの
ষઞにਊたढथमؚᓧ৷しथमऩैऩःऒध
धऔोथःऽすقௌ௮ీ৺১ਸ਼گ؛ك

（2）労働契約の期間
ௌ௮ీ৺にम間をめるुのधめऩः

ुのऋँりऽすऋؚの場合をऌؚ間
をめる場合मڭのీ৺間ऋگফをதइ
थमऩりऽच॒قௌ௮੦১ਸ਼ 1�؛كऽたؚ
ভにेढथमؚ間のめऋँるௌ௮ీ৺
を୦২ुಌৗしथःるॣー५كથௌ௮ీ৺ق
ऋँりऽすऋؚથௌ௮ీ৺にঢ়しथमؚ
ਛ2�ফڰাऊैষऔोथःるਫௌ௮ీ৺
১を౷ऽइたৌૢをষअਏऋँりऽす؛
ਫௌ௮ీ৺১दૠऔोたルールमਰ下のگ
णदす؛
ڱથௌ௮ీ৺ऋ繰りନしಌৗऔोथ通؝$

ফをதइたधऌमؚௌ௮のணाにे
りؚઃのಌৗ時に間のめऩःௌ௮ీ
৺ق૮ௌ௮ీ৺كにૡఌदऌるルールقௌ
௮ీ৺১ਸ਼ 1�ك

થௌ௮ీ৺मؚઞ৷ऋಌৗを౯し؝%
たधऌमؚీ৺間の了にेり౻৷ऋ
終了しؚऒोをَ౻ૃめُधःःऽすऋؚ
ऒの౻ૃめにणःथमؚௌ௮保૧の௴
ਡऊैؚૌுのਈৈଇਖ਼例にेりの
場合にऒोを૮धするधしथ確য়した
ਖ਼例のルールの১৲قௌ௮ీ৺১ਸ਼
1�ك

થీ৺ௌ௮ध૮ీ৺ௌ௮धの間؝&
दؚ間のめऋँるऒधにेるਂ合৶
ऩௌ௮੯のৼୀをਝऐるऒधをరૃす
るルールق೮ௌ௮ీ৺১ਸ਼ 20ك

① 雇止めのトラブル防止
થௌ௮ీ৺のഁ時ृీ৺了時のॺছ

ঈルଆૃを৯धしたَથௌ௮ీ৺のഁؚ
ಌৗल౻ૃめにঢ়する੦ُऋઔંق 1�
ௐௌઔ ��7 ಀكदめैोؚবमऒの੦に
ঢ়しथઞ৷にਏऩஃؚ導をষअऒध
धऔोथःऽす؛੦のਏमؚਰ下のधउ
りदす؛
Dؙઞ৷मؚీ৺をگਰಌৗしؚྼमؚ

ফをதइथಲਢしथ౻৷しथःるથڭ
ీ৺ௌ௮にणःथ౻ૃめをする場合に
मؚऩऎधु �0にजのઔをする
ऒध

Eؙઞ৷मؚௌ௮ऋ౻ૃめの৶のંを
டした場合にमؚऩऎऒोをધછ

■　労働基準法などが適用されるのは

ௌ௮
ీ৺

ભ
ీ৺

ட
ీ৺

たटしؚৰଙम౻৷ঢ়બにँるधੳめ
ैोる場合にमؚௌ௮੦১ಉのి৷
ৌधऩる
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दઐહするऒध
Fؙઞ৷मؚీ৺をڭਰಌৗしؚऊणؚ

ফをதइथಲਢしथ౻৷しथःるથڭ
ీ৺ௌ௮धのీ৺をಌৗする場合にमؚ
ీ৺のৰଙलजのௌ௮のൌにૢग
थؚీ৺間をदऌるりশऎするेअ
めるऒध

（3）労働条件の明示
ௌ௮ీ৺のഁにਊたढथؚઞ৷मङ

ௌ௮੯をંしऩऐोयऩりऽच॒قௌ௮
੦১ਸ਼ 1�؛كંすसऌহඨमؚઃのध
उりदす؛
⋇�ௌ௮ీ৺の間にঢ়するহඨ
⋈�間のめのँるௌ௮ీ৺をಌৗする場合
の੦にঢ়するহඨ

⋉�業の場ਚलజহすसऌ業務にঢ়するহ
ඨ

⋊�始業ल終業の時刻ؚਚௌ௮時間をதइ
るௌ௮のથ૮ؚ休ህ時間ؚ休ؚ休ၿऩै
लにௌ௮をੌڮਰにীऐथ業औचる
場合にउऐる業時ૡఌにঢ়するহඨ

⋋�൛সのৠؚੑल੍௸ःの্১ؚ൛স
のഁજりल੍௸ःの時ధलにಊஔにঢ়
するহඨ

⋌�にঢ়するহඨੰق౻のহをஅिك
⋍�ুਊのめऋి৷औोるௌ௮の
೧ؚুਊのৠؚੑल੍௸ःの্
১ऩैलに੍௸ःの時にঢ়するহඨ

⋎�ಏ時の൛সؚೖଖलਈ൛সપにঢ়する
হඨ

⋏�ௌ௮に૿औचるसऌ୫ાؚ業৷ષज
のにঢ়するহඨ

⋐�৸लୋেにঢ়するহඨ
⋑�業ธಫにঢ়するহඨ
⋒�಼૩ଓल業務ਗのം୰ჰஃにঢ়するহ
ඨ

⋓�༟लଇにঢ়するহඨ
⋔�休にঢ়するহඨ

⋇ऊै⋌ऽदऋؚङંしऩऐोयऩै
ऩःহඨقബৌંহඨكदؚௌ௮੯通
ੴછに੶ൗしऩऐोयऩैऩःহඨदす؛た
टしؚಊஔのથ૮にणःथमঃーॺ؞થௌ
௮ؚୣാௌ௮にमછએಉदંしऩऐो
यऩりऽच॒؛⋍ਰ下मؚुし২ऋோす
る場合にमؚંしऩऐोयऩैऩःহඨに

ऩりऽす؛ऩउؚௌ௮ీ৺১にेりؚઞ৷
मௌ௮にંするௌ௮੯लௌ௮ీ৺の
ઍにणःथௌ௮の৶ੰをめるेअにす
るुのقௌ௮ీ৺১ਸ਼ڰكधऔोथःऽす
のदؚऒのਡऊैुؚしढऊりधંしथउ
ऎਏऋँるदしॆअ؛

■書面交付
ௌ௮੯मؚௌ௮ీ৺১にेりؚदऌる

りછએにेり確ੳするुのधऔोथःऽすقௌ
௮ీ৺১ਸ਼ڰਸ਼ڮඨ؛ك
ऽたহ業मؚ業ௌ௮の౻ः入ोにਊ

たढथमؚಌにؚ⋇হ業のྼमؚู
⋈౻ः入ोにબるহ業ਚのูलਚؚ
⋉౻৷間ؚ⋊జহすसऌ業務のઍؚ⋋౻
৷保૫लর৵੫業সુੋ২にঢ়する
ऒधٕをैऊにしたધછをઐહするेअ
めऩऐोयऩैऩःधऔोथःऽすقௌ確১
ਸ਼ �1؛ك
ऩउؚঃーॺタイௌ௮をஅめؚௌ௮

を౻৷する場合のௌ௮੯のં্১धしथؚ
後のॺছঈルをଆૃするためにुَؚ ௌ௮
੯通ੴછ にਏহඨを੶كઃᅚਰఋをසقُ
ൗしथઐહするऒधऋऽोऽす؛

■パートタイム労働法の規定
ਰमؚௌ௮੦১にेりଝ務तऐैोथ

ःるૠदすऋؚঃーॺタイௌ௮にणः
थमؚಢ時間ௌ௮の౻৷ଵ৶のఒಉにঢ়
する১قঃーॺタイௌ௮১كにेりؚ⋇
ಊஔのથ૮ؚ⋈ೖଖのથ૮ؚ⋉সのથ૮ؚ
⋊ৼษઠにणःथुધછのઐહಉにेり
ંしऩऐोयऩりऽच॒のदؚພोङにં
しथउऌऽしॆअ؛
ऽたؚঃーॺタイௌ௮ऊैめऋँढ

たधऌにमؚऒोैのৠにਊたढथઅൟし
たহඨにणःथହしऩऐोयऩैऩःऒध
にऩढथःऽす؛
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応募したくなる求人へ！
～わかりやすい求人で、より良い人材の確保を目指しましょう！～

＜求人票を出す前のチェック表＞

ءのੲਾमેীदすऊكহ業ਚقভٴ

َহ業ઍُमভのਈৗの૾யをખしथःऽすऊء ٸ

َভの્শُमॎऊりृすऎ॔আールしたઍにऩढथःऽすऊء ٸ

َُम৯ഀृਏऩંऋँढथॎऊりृすःदすऊء ٸ

ர保૫২ृসऩनのੲਾुोऩऎ੶ൗऔोथःऽすऊء ٸ

ভのーঌー४ऋँる場合ؚ85/म੶ൗऔोथःऽすऊء ٸ

லহのઍをॳख़ॵॡしथाऽしॆअٴ

৬ऩலহઍऋイওー४दऌるेअऩਠઍधऩढथःऽすऊء ٸ

ਏऩৱતؚૼચؚ৽ୡऩनऋॎऊりृすऎ੶ൗऔोथःऽすऊء ٸ

৽ୡૢ൳૭の場合ؚ௧৷ୁをઞ৷しऩःਠधऩढथःऽすऊء ٸ

৷間ऋँる場合ؚजの間のௌ௮੯म੶औोथःऽすऊء ٸ

めथৄる্の৯दॳख़ॵॡしथाऽしॆअੂٴ

ஊؚෙஊऋऩऎؚધฆのणऩऋりにुୀਮのऩःਠदすऊء ٸ

॥ンঃॡॺにऽधऽりၴにदुॎऊりृすःઍにऩढथःऽすऊء ٸ

ਦदऌるভदँるधःअイওー४ृしाृすऔऋॎりऽすऊء ٸ

のజ業৩ृਸ਼ਕにৄथुैःؚഀをॳख़ॵॡしऽしॆअ؛ ٸ

ௐেௌ௮َঁটーডーॡインターॿॵॺ१ーঅ५ُーঌー४�
كKWWSV:��ZZZ�KHOORZRUN�PKOZ�JR�MS�HQWHUSULVH�HQWBLQSXWPHWKRG0��KWPOق
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（ᯘ業労働者用㸹日雇ᆺ） 

労働条件通知書

                                                                年  月  日

          Ẋ 
事業主のẶ名ཪは名⛠
事業場名⛠・所ᅾᆅ          
使 用 者 職 Ặ 名
雇用管理㈐௵者職Ặ名

あなたを次の条件で雇い入れます。 

就 労 日 年   月   日 

就業の場所  

ᚑ事すべき 

業務の内容 

始業、終業の

時刻、休᠁時

間、所定時間

外労働の有無

に関する事項 

１ 始業（   時   分） 終業（   時   分） 

２ 休᠁時間（  ）分 

３ 所定時間外労働の有無（ 有、 無 ） 

賃   金 １ 基本賃金  時間給（    ）、ࣟ 日給（     ） 

出᮶高給（基本単౯   、保㞀給 ࣁ         ） 

 その他（     ） ࢽ       

２ ㅖ手当の額ཪはィ⟬方法 

 （           手当     㸭ィ⟬方法㸸  ）  

  ࣟ（  手当     㸭ィ⟬方法㸸           ） 

３ 所定時間外、休日ཪは深夜労働にᑐして支払ࢃれる割増賃金率 

 、所定時間外、法定超（  ）㸣、所定超（  ）㸣   

  ࣟ 深夜（  ）㸣  

㸲 賃金支払日（   ）㸫（就業当日・その他（      ）） 

      （   ）㸫（就業当日・その他（      ）） 

５ 賃金の支払方法（            ） 

 ６ 労使協定に基࡙く賃金支払時の᥍除（無 ，有（   ）） 

そ の 他 ・社会保険の加入状況（ ཌ生年金 ᗣ保険 ཌ生年金基金 その他（    ）） 

・雇用保険の適用（ 有 ， 無 ） 

・ 中小業退職金ඹ῭制度（ᘓ設退職ඹ῭制度を含ࡴ。）

（加入している ， 加入していない）

・労働者ᣢࡕの࣮ࢯ࣮࢙ࣥࢳ等のᦆᩱ㸹月額（       ）

                  その他（      ）

・その他（                         ）

ͤ 以上のほかは、当社就業規則による。 

ͤ 本通知書の交付は、労働基‽法➨１５条に基࡙く労働条件の明示及びᯘ業労働ຊの確保の᥎㐍に関する 

法ᚊ➨３１条に基࡙く雇用に関するᩥ書の交付をවࡡるものである。 

ͤ 労働条件通知書については、労使間の⣮தの未↛㜵止のため、保Ꮡしておくことをお່めします。
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࠙記載要㡿ࠚ 

１．労働条件通知書は、当該労働者の労働条件のỴ定についてᶒ㝈をもつ者がసᡂ

し、本ேに交付すること。

交付の方法については、書㠃による交付のほか、労働者がᕼ望する場合には、

≉を用する㏦ಙの方法、㟁Ꮚ࣓࣮ルその他のその受ಙをする者を࣑ࣜࢩࢡࣇ

定して情ሗをఏ㐩するために用いられる㟁Ẽ通ಙの㏦ಙの方法（出ຊして書㠃を

సᡂできるものに㝈る）によっても明示することができる。 

２．各欄において」数項┠の୍つを㑅ᢥする場合には、該当項┠にۑをつけること。

３．破線内及び㔜線内の事項以外の事項は、書㠃の交付により明示することが労

働基‽法により⩏務付けられている事項であること。また、労働者に負担させる

べきものに関する事項、安全及び衛生に関する事項、災害補償及び業務外の傷病

扶助に関する事項、表彰及び制裁に関する事項については、当該事項を制度とし

て設けている場合には口㢌ཪは書㠃により明示する⩏務があること。 

  また、日雇の労働ዎ⣙についても、労働ዎ⣙の᭦᪂をする場合があるものは、

「期間の定めのある労働ዎ⣙を᭦᪂する場合の基‽」を書㠃により明示すること

が労働基‽法により⩏務付けられていること。 

㸲．「就業の場所」及び「ᚑ事すべき業務の内容」の欄については、具体的かつヲ

⣽に記載すること。 

５．「賃金」の欄については、基本給等について具体的な額を明記すること。

・ 法定超えとなる所定時間外労働については２割５分、深夜労働については２

割５分、法定超えとなる所定時間外労働が深夜労働となる場合については５割

以上の割増率とすること。

・ 破線内の事項は、制度として設けている場合に記入することが望ましいこと。

６．「その他」の欄については、当該労働者についての社会保険、中小業退職金

ඹ῭制度等の加入状況及び雇用保険の適用の有無のほか、労働者に負担させるべ

きもの（労働者ᣢࡕの࣮ࢯ࣮࢙ࣥࢳ等のᦆᩱを含ࡴ）に関する事項、安全及び衛

生に関する事項、職業訓練に関する事項、災害補償及び業務外の傷病扶助に関す

る事項、表彰及び制裁に関する事項、休職に関する事項等を制度として設けてい

る場合に記入することが望ましいこと。

また、労働ዎ⣙を᭦᪂する場合があるものについては、「期間の定めのある労

働ዎ⣙を᭦᪂する場合の基‽」を記入すること。

（参考） 労働ዎ⣙法➨１８条➨１項の規定により、期間の定めがある労働ዎ

⣙のዎ⣙期間が通⟬５年を超えるときは、労働者が⏦㎸ࡳをすること

により、期間の定めのない労働ዎ⣙に㌿されるものであること。こ

の⏦㎸ࡳのᶒはዎ⣙期間の満日まで⾜使できること。  
７．各事項について、就業規則を示し当該労働者に適用する部分を明確にした上で

就業規則を交付する方法によることとした場合、具体的に記入することを要しな

いこと。 

＊ この通知書はモデル様式であり、労働条件の定め方によっては、この様

式どおりとする必要はないこと。
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（ᯘ業労働者用㸹ᖖ用、有期雇用ᆺ）

労働条件通知書

                                                                年  月  日
          Ẋ 

事業主のẶ名ཪは名⛠
事業場名⛠・所ᅾᆅ          
使 用 者 職 Ặ 名
雇用管理㈐௵者職Ặ名

あなたを次の条件で雇い入れます。 

ዎ⣙期間 期間の定めなし、期間の定めあり（  年  月  日㹼  年  月  日）
ͤ以下は、「ዎ⣙期間」について「期間の定めあり」とした場合に記入
１ ዎ⣙の᭦᪂の有無 
 >⮬ື的に᭦᪂する・᭦᪂する場合があり得る・ዎ⣙の᭦᪂はしない・その他（   ）@
２ ዎ⣙の᭦᪂は次によりุ᩿する。 
  ・ዎ⣙期間満時の業務㔞   ・勤務ᡂ⦼、ែ度    ・⬟ຊ
  ・会社の⤒Ⴀ状況 ・ᚑ事している業務の㐍ᤖ状況

・その他（                              ） 

࠙有期雇用≉別措置法による≉のᑐ㇟者の場合ࠚ
無期㌿⏦㎸ᶒがⓎ生しない期間㸸 Ϩ（高度ᑓ㛛）・ϩ（定年ᚋの高齢者）
Ϩ ≉定有期業務の㛤始からまでの期間（   年  か月（上㝈 �� 年））
ϩ 定年ᚋ引き続いて雇用されている期間

就業の場所 

ᚑ事すべき 

業務の内容 ࠙有期雇用≉別措置法による≉のᑐ㇟者（高度ᑓ㛛）の場合ࠚ
・≉定有期業務（             㛤始日㸸    日㸸    ）

始業、終業の

時刻、休᠁時

間、就業時㌿

��1�㹼�3�
のࡕ࠺該当す 

るもの୍つに

を付けるこۑ

と。�、所定時

間外労働の有

無に関する事

項 

１ 始業・終業の時刻等 

 �1� 始業（   時   分） 終業（   時   分） 

 ࠙以下のよ࠺な制度が労働者に適用される場合ࠚ 

 �2� ኚᙧ労働時間制等㸹（  ）単位のኚᙧ労働時間制・交替制として、 

  次の勤務時間の⤌ࡳ合ࢃせによる。 

    始業（ 時 分） 終業（ 時 分） （適用日     ） 

    始業（ 時 分） 終業（ 時 分） （適用日     ） 

    始業（ 時 分） 終業（ 時 分） （適用日     ） 

  �3� 㺪㺸㺍㺖㺛㺞㺐㺯制㸹始業及び終業の時刻は労働者のỴ定にጤࡡる。 

（ただし、㺪㺸㺕㺚㺪㺼㺷㺞㺐㺯（始業） 時 分から  時 分、

（終業） 時 分から 時 分、 

                    㺘㺏㺞㺐㺯         時 分から 時 分） 

 ヲ⣽は、就業規則➨ 条㹼➨ 条、➨ 条㹼➨ 条、➨ 条㹼➨ 条ۑ

２ 休᠁時間（  ）分 

３ 所定時間外労働の有無（ 有、 無 ） 

休   日 ・定日㸹ẖ㐌  ᭙日、ᅜẸの⚃日、その他（         ） 

・㠀定日㸹㐌・月当たり  日、その他（          ） 

・１年単位のኚᙧ労働時間制の場合㸫年間  日 

 ヲ⣽は、就業規則➨ 条㹼➨ 条、➨ 条㹼➨ 条ۑ

休   暇 １ 年次有給休暇 ６か月継続勤務した場合Ѝ     日 
         継続勤務６か月以内の年次有給休暇 （有・無） 
         Ѝ か月⤒㐣で  日 
         時間単位年休（有・無） 
２ 代替休暇（有・無） 
３ その他の休暇 有給（          ） 
         無給（          ） 
ヲ⣽は、就業規則➨ 条㹼➨ 条、➨ 条㹼➨ 条ۑ

（次㡫に続く）
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賃   金 １ 基本賃金  月給（     ）、ࣟ 日給（     ） 

 、時間給（    ） ࣁ       

出᮶高給（基本単౯   、保㞀給 ࢽ         ） 

 その他（     ） ࣍       

 就業規則に規定されている賃金等級等 ࣊       

２ ㅖ手当の額ཪはィ⟬方法 

 （           手当     㸭ィ⟬方法㸸  ）  

  ࣟ（  手当     㸭ィ⟬方法㸸           ） 

 （           手当     㸭ィ⟬方法㸸  ）ࣁ    

 （           手当     㸭ィ⟬方法㸸  ）ࢽ  

３ 所定時間外、休日ཪは深夜労働にᑐして支払ࢃれる割増賃金率 

 所定時間外、法定超 月６０時間以内（   ）㸣     

              月６０時間超 （   ）㸣 

          所定超 （   ）㸣 

  ࣟ 休日 法定休日（   ）㸣、法定外休日（   ）㸣 

 深夜（   ）㸣 ࣁ  

㸲 賃金締ษ日（   ）㸫ẖ月 日、（   ）㸫ẖ月 日 

５ 賃金支払日（   ）㸫ẖ月 日、（   ）㸫ẖ月 日 

６ 賃金の支払方法（            ） 

 ７ 労使協定に基࡙く賃金支払時の᥍除（無 ，有（   ）） 

８ ᪼給（ 有（時期、金額等        ） ， 無  ） 

９ ㈹与（ 有（時期、金額等        ） ， 無  ） 

10 退職金（ 有（時期、金額等        ） ， 無 ） 

退職に関す 

る事項 

１ 定年制 （ 有 （  歳） ， 無 ） 

２ 継続雇用制度（ 有（  歳まで） ， 無 ）３ ⮬ᕫ㒔合退職の手続（退職する  日

以上前にᒆけ出ること） 

㸲 解雇の事由及び手続 

 ヲ⣽は、就業規則➨ 条㹼➨ 条、➨ 条㹼➨ 条ۑ

そ の 他 ・社会保険の加入状況（ ཌ生年金 ᗣ保険 ཌ生年金基金 その他（    ）） 

・雇用保険の適用（ 有 ， 無 ） 

・ 中小業退職金ඹ῭制度（ᯘ業退職ඹ῭制度を含ࡴ。）

（加入している ， 加入していない）

・労働者ᣢࡕの࣮ࢯ࣮࢙ࣥࢳ等のᦆᩱ㸹月額（       ）

                  その他（      ）

・雇用管理の改善等に関する事項に係る相談窓口

  部⨫名       担当者職Ặ名        （㐃⤡先         ）

・その他（                         ）

ͤ以下は、「ዎ⣙期間」について「期間の定めあり」とした場合についてのㄝ明です。

 労働ዎ⣙法➨��条の規定により、有期労働ዎ⣙（ᖹᡂ��年�月�日以㝆に㛤始するもの）

のዎ⣙期間が通⟬５年を超える場合には、労働ዎ⣙の期間のᮎ日までに労働者から⏦㎸

をすることにより、当該労働ዎ⣙の期間のᮎ日の⩣日から期間の定めのない労働ዎ⣙ࡳ

に㌿されます。ただし、有期雇用≉別措置法による≉のᑐ㇟となる場合は、この「５

年」とい࠺期間は、本通知書の「ዎ⣙期間」欄に明示したとおりとなります。

ͤ 以上のほかは、当社就業規則による。 

ͤ 本通知書の交付は、労働基‽法➨１５条に基࡙く労働条件の明示及びᯘ業労働ຊの確保のಁ㐍に関する 

法ᚊ➨３１条に基࡙く雇用に関するᩥ書の交付をවࡡるものである。 

ͤ 労働条件通知書については、労使間の⣮தの未↛㜵止のため、保Ꮡしておくことをお່めします。 
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࠙記載要㡿ࠚ 

１．労働条件通知書は、当該労働者の労働条件のỴ定についてᶒ㝈をもつ者がసᡂし、本ே

に交付すること。

交付の方法については、書㠃による交付のほか、労働者がᕼ望する場合には、ࢩࢡࣇ

を用する㏦ಙの方法、㟁Ꮚ࣓࣮ルその他のその受ಙをする者を≉定して情ሗをఏ࣑ࣜ

㐩するために用いられる㟁Ẽ通ಙの㏦ಙの方法（出ຊして書㠃をసᡂできるものに㝈る）

によっても明示することができる。 

２．各欄において」数項┠の୍つを㑅ᢥする場合には、該当項┠にۑをつけること。 

３．破線内及び㔜線内の事項以外の事項は、書㠃の交付により明示することが労働基‽法

により⩏務付けられている事項であること。また、退職金に関する事項、⮫時に支払ࢃ

れる賃金等に関する事項、労働者に負担させるべきものに関する事項、安全及び衛生に

関する事項、職業訓練に関する事項、災害補償及び業務外の傷病扶助に関する事項、表

彰及び制裁に関する事項、休職に関する事項については、当該事項を制度として設けて

いる場合には口㢌ཪは書㠃により明示する⩏務があること。 

㸲．労働ዎ⣙期間については、労働基‽法に定める⠊ᅖ内とすること。

また、「ዎ⣙期間」について「期間の定めあり」とした場合には、ዎ⣙の᭦᪂の有無

及び᭦᪂する場合ཪはしない場合のุ᩿の基‽（」数ྍ）を明示すること。 

（参考） 労働ዎ⣙法➨１８条➨１項の規定により、期間の定めがある労働ዎ⣙のዎ⣙

期間が通⟬５年を超えるときは、労働者が⏦㎸ࡳをすることにより、期間の定

めのない労働ዎ⣙に㌿されるものであること。この⏦㎸ࡳのᶒはዎ⣙期間

の満日まで⾜使できること。  
５．「就業の場所」及び「ᚑ事すべき業務の内容」の欄については、雇入れ┤ᚋのものを記

載することで足りるが、ᑗ᮶の就業場所ࡸᚑ事させる業務をేせ網羅的に明示すること

はᕪし支えないこと。

  また、有期雇用≉別措置法による≉のᑐ㇟者（高度ᑓ㛛）の場合は、ྠ法に基࡙きㄆ

定を受けた➨୍種ィ⏬に記載している≉定有期業務（ᑓ㛛的知㆑等を必要とし、５年を

超える୍定の期間内にすることがண定されている業務）の内容୪びに㛤始日及び

日もేせて記載すること。なお、≉定有期業務の㛤始日及び日は、「ዎ⣙期間」

の欄に記載する有期労働ዎ⣙の㛤始日及び終日とは必ずしも୍⮴しないものであるこ

と。 

６．「始業、終業の時刻、休᠁時間、就業時㌿、所定時間外労働の有無に関する事項」の

欄については、当該労働者に適用される具体的な条件を明示すること。また、ኚᙧ労働

時間制、࣒ࢱࢫࢡࢵࣞࣇ制、裁㔞労働制等の適用がある場合には、次に␃ពして記載

すること。 

・ኚᙧ労働時間制㸸適用するኚᙧ労働時間制の種類（１年単位、１か月単位等）を記載

すること。その際、交替制でない場合、「・交替制」を㸻でᾘして

おくこと。 

・ がある場合はその時間ᖏの࣒ࢱルࣈࢩ࢟ࣞࣇཪは࣒ࢱࢥ制㸸࣒ࢱࢫࢡࢵࣞࣇ

㛤始及び終の時刻を記載すること。࣒ࢱࢥ及びࣈࢩ࢟ࣞࣇ

ル࣒ࢱがない場合、かっこ書きを㸻でᾘしておくこと。 

・事業場外ࡳなし労働時間制㸸所定の始業及び終業の時刻を記載すること。 

・裁㔞労働制㸸基本とする始業・終業時刻がない場合、「始業āāāāāāāāāāを基本とし、」の

部分を㸻でᾘしておくこと。 

・交替制㸸ࢺࣇࢩẖの始業・終業の時刻を記載すること。また、ኚᙧ労働時間制でない

場合、「（  ）単位のኚᙧ労働時間制・」を㸻でᾘしておくこと。 

７．「休日」の欄については、所定休日について᭙日ཪは日を≉定して記載すること。
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８．「休暇」の欄については、年次有給休暇は６か月間勤続勤務し、その間の出勤率が８割

以上であるときに与えるものであり、その付与日数を記載すること。時間単位年休は、

労使協定を締結し、時間単位の年次有給休暇を付与するものであり、その制度の有無を

記載すること。代替休暇は、労使協定を締結し、法定超えとなる所定時間外労働が１箇

月６０時間を超える場合に、法定割増賃金率の引上げ分の割増賃金の支払に代えて有給

の休暇を与えるものであり、その制度の有無を記載すること。（中小事業主を除く。） 

また、その他の休暇については、制度がある場合に有給、無給別に休暇の種類、日数

（期間等）を記載すること。 

９．前記６、７及び８については、明示すべき事項の内容が膨大なものとなる場合において

は、所定時間外労働の有無以外の事項については、勤務の種類ごとの始業及び終業の時

刻、休日等に関する考え方を示した上、当該労働者に適用される就業規則上の関係条項

名を網羅的に示すことで足りるものであること。 

10．「賃金」の欄については、基本給等について具体的な額を明記すること。ただし、就業

規則に規定されている賃金等級等により賃金額を確定し得る場合、当該等級等を明確に

示すことで足りるものであること。 

・ 法定超えとなる所定時間外労働については２割５分、法定超えとなる所定時間 外

労働が１箇月６０時間を超える場合については５割（中小事業主を除く。）、法定休

日労働については３割５分、深夜労働については２割５分、法定超えとなる所定時間

外労働が深夜労働となる場合については５割、法定超えとなる所定時間外労働が１箇

月６０時間を超え、かつ、深夜労働となる場合については７割５分（中小事業主を除

く。）、法定休日労働が深夜労働となる場合については６割以上の割増率とすること。

・ 破線内の事項は、制度として設けている場合に記入することが望ましいこと。

11．「退職に関する事項」の欄については、退職の事由及び手続、解雇の事由等を具体的に

記載すること。この場合、明示すべき事項の内容が膨大なものとなる場合においては、

当該労働者に適用される就業規則上の関係条項名を網羅的に示すことで足りるものであ

ること。 

（参考） なお、定年制を設ける場合は、６０歳を下回ってはならないこと。

また、６５歳未満の定年の定めをしている場合は，高年齢者の６５歳までの

安定した雇用を確保するため，次の①から③のいずれかの措置（高年齢者雇用

確保措置）を講じる必要があること。 

①定年の引上げ  ②継続雇用制度の導入  ③定年の定めの廃止 

12．「その他」の欄については、当該労働者についての社会保険の加入状況及び雇用保険の

適用の有無のほか、労働者に負担させるべきものに関する事項、安全及び衛生に関する

事項、職業訓練に関する事項、災害補償及び業務外の傷病扶助に関する事項、表彰及び

制裁に関する事項、休職に関する事項等を制度として設けている場合に記入することが

望ましいこと。

「雇用管理の改善等に関する事項に係る相談窓口」は、事業主が有期雇用労働者からの

苦情を含めた相談を受け付ける際の受付先を記入すること。

13．各事項について、就業規則を示し当該労働者に適用する部分を明確にした上で就業規則

を交付する方法によることとした場合、具体的に記入することを要しないこと。 

＊ この通知書はモデル様式であり、労働条件の定め方によっては、この様式どお

りとする必要はないこと。
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1 労働時間管理とは

2 法定労働時間

業ૠಋق常時 10যのௌ௮をઞ৷す
るহ業ਚにँढथमؚऒोにङるुのكद
める始業ऊै終業ऽदの時間मؚ通常َ༃
൶時間ُधళयोؚऒの時間にमؚ休ህ時間
ुஅऽोऽす؛
しऊしؚ休ህ時間मௌ௮ऋਥਹधしथௌ

௮ऊैੰଣऔोるऒधऋ保औोथःる時間
दँるऒधऊैؚ通常म༃൶時間ऊै休ህ時
間をःた時間ऋௌ௮時間धऩりऽす؛
धऒろदؚௌ௮時間मَઞ৷のม૰

のुधにँる時間ُをःःऽすऊैؚङし
ुৰにௌ௮した時間のाをすॎऐदमँ
りऽच॒؛
例इयؚ業ध業धの間にেङるःॎॅる

業にउऐるௌ௮時間मؚ業ௌ௮ऋଠ
ऩनのঽே੯に෩しऎంకऔोるऒधऩन
ऊैؚ休ህल休धधुにؚௌ௮੦১に
ेるૠのৌਗधऔोथःऽしたऋؚਛ
ऊैम১のૠऋ৸એにిڭাڰফڲ
৷औोるऒधにऩりऽした؛
ਠम ڭقౝ間の১ௌ௮時間ऋ�0時間ڭؚ

ڴ時間كधऩढथःऽす؛
ऒोにेりؚ業にउऐるௌ௮時間मਰ下

の⋇ؚ⋈の場合をऌؚ੶のௌ௮時間をத
इるऒधमदऌऽच॒؛
⋇�হ業ਚのௌ௮のૌਯऋਸ入するௌ௮ੌ
合ྼमजोऋऩः場合मؚௌ௮のૌਯ
の৻धのછએੈقਕ౽ੈكにेりؚ
時間ਗௌ௮をऔचる場合قௌ௮੦১ਸ਼
��؛後 1�ᅚස؛ك

⋈�಼૩जのೂऐるऒधのदऌऩःহに
ेढथؚಏ時にௌ௮時間をభশする場合

ௌ௮੦১ਸ਼ق ��؛ك

َুୄ時間ُमௌ௮時間दँりؚऽた業の
ृ業終了後の後始ଜにਏする時間ुؚ
業ຄষਂ૭ಳऩुのधしथઞ৷のં
ྼम༷ંのંにेりষॎोるुのदँる
りؚௌ௮時間धしऩऐोयऩりऽच॒ୄু؛
時間मؚਠৰに業をしऩः時間दすऋؚnல
হऋँोय業に入る| ためのୄਃ時間दँ
りؚௌ௮मजの時間をঽにਹ৷दऌऩः
ऒधऊैؚ休ህ時間दमऩऎؚௌ௮時間धऔ
ोるのदす؛
ऩउؚ৸ୋেઇृ৸ୋে৩ভؚથ

૩業務の્೨൧にਏする時間मؚःङ
ोुௌ௮時間धੰऔोऽす؛

ऒの場合मௌ௮੦১ਸ਼ �� ਸ਼ڭඨにे
りؚઞ৷मؚௌ௮੦૰౧শのಅ૭قহ
ଙऋしथःる場合मহ後のඍলكにेりؚ
ਏऩ২の೧にり時間ਗ؞休ௌ௮
をऔचるऒधऋदऌるधऔोथःऽす؛
たटしؚऒोैमःङोの場合ु১のસ

ੜ൛সを੍௸अਏऋँりऽすقௌ௮੦১
ਸ਼ �7؛ك
ౝ間の১ௌ௮時間�0時間をॡজ॔するڭ

্১धしथमؚ⋇ౝ休ڮऩन休をੜृす
্১ؚ⋈のਚௌ௮時間をಢೠする্১ؚ
⋉ௌ௮時間にेる্১ऩनऋँりऽす؛
ௌ௮時間मؚ間をしथڭ

ౝ �0時間をதइऩःり્ؚのౝのௌ௮時
間にणःथ �0時間をதइるऒधऋदऌるقௌ
௮੦১ਸ਼ �2のعڮਸ਼ �2のكڱधःअ
ुのदす؛

３

労
働
時
間
・
休
日
・
休
暇

3 労働時間・休日・休暇
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3 変形労働時間制
ௌ௮時間धमؚのਏ੯のुधに

১ௌ௮時間のഩৡऩઈ৷ऋ૭ચधऩるु
のदؚⓋڭऊাਜ਼のௌ௮時間ؚⓌই
ঞॵॡ५タイؚⓍڭফਜ਼のௌ௮時
間ؚⓎڭౝ間ਜ਼のశௌ௮時間
صऋँりऽすऋؚऒऒदम業दૻຎ導
入ऋ૭ચधઓॎोるⓋधⓍにणःथହしऽ
す؛

（1）１か月単位の変形労働時間制
ऒोमؚௌઞੈྼम業ૠಋजのऒो

にङるुのにेりؚڭऊাਰの間
をしڭౝ間ਊたりのௌ௮時間ऋ �0 時間
をதइऩःめをした場合म जؚのめにेढ
थ્औोたౝྼमのௌ௮時間ऋ �0 時間
ྼमڴ時間をதइるऒधऋदऌるधःअ২
दすقௌ௮੦১ਸ਼ �2の؛كڮ
َ間をしڭౝ間ਊたりのௌ௮時間
ऋ �0 時間をதइऩःُधःअऒधमؚजの
間にउऐるਚௌ௮時間の合ੑऋઃのੑ
ૄदめた১ௌ௮時間のをதइऩःध
ःअऒधदす؛

40 時間×変形期間内の暦日数÷７

ऒのेअにؚ১ௌ௮時間のの೧�
दのௌ௮時間を৬にめた場合मؚ
્औोたౝྼमのௌ௮時間ऋ১ௌ௮時
間をதइथःथुؚ時間ਗௌ௮धमऩैङؚ
સੜ൛সの੍௸ःुਂਏधऩりऽす؛
たटしؚుをষअؚഠযಉのஂ૧をষ

अؚ業ธಫྼमઇをਭऐるजの્
શのଦൟをਏधするにणःथमؚऒोै
のऋుಉにਏऩ時間を確保दऌるेअ
ऩଦൟをしऩऐोयऩैऩःऒधधऔोथः
ऽすقௌ௮੦১ষૠಋਸ਼ 12の؛كڲ

（2）１年単位の変形労働時間制
ऒोमؚఛතにेढथ業務に෬ᅅの୷ऋँ

りؚ෬႞にमৼૢの時間ਗௌ௮ऋেङるऋؚ
ᅅങにमਚௌ௮時間をಢऎँقるःम休
をऎكしथु୷し੍इऩःेअऩহ業ਚ
ऋ ফؚ間ਜ਼のௌ௮時間ଵ৶をষअऒधにेढ
थؚௌ௮時間の૨ऩଦীを૭ચधする
২दすقௌ௮੦১ਸ਼ �2の؛كڰ

ௌ௮時間ଦীの੦মऩઅइ্मؚڭऊা
ਜ਼の場合धगदؚڭফਰのの間
ౝ間ਊたりのௌ௮時間ڭをしكৌ間ق
ऋ �0時間をதइऩःेअにਝしऽすऋؚڭ
ফਜ਼の場合मਰ下のਏ੯をたすਏऋँ
りऽすقௌ௮੦১ষૠಋೣ 22� �ڴ ௐে
ഥ 2�ಀ؛ك
⋇�ৌ間ऋگऊাをதइる場合のਚௌ௮
ਯの২मؚਉಋڭফਊたり2�0ऽद
كඨگਸ਼ڰௌ௮੦১ষૠಋਸ਼12のق

のௌ௮時間मڭ�⋈ 10時間ऽदؚऽたڭౝ
間のௌ௮時間म �2時間ऽद؛たटしؚৌ
間ऋگऊাをதइる場合मؚਰ下の
੯をたすऒधقௌ௮੦১ষૠಋਸ਼12
のڰਸ਼ڰඨك
イؙৌ間にౝ ��時間をதइるਚ

ௌ௮時間をਝするのमؚ৴ਢگౝਰ


টؙৌ間をକऊैگऊাओधにય
જढた間にउःथؚௌ௮時間ऋ
�� 時間をதइるౝमؚౝのੂदਯ
इथگਰ؛

⋉�ௌ௮म৴ਢڲऽदقたटしؚௌઞੈ
द્に業務ऋ෬႞ऩ間धしथめた
間્ق間كにणःथमؚڭౝ間にڭ
の休ऋ確保औोるਯ؛すऩॎठؚ৴ਢ
12 قكௌ௮੦১ষૠಋਸ਼ 12 のڰ
ਸ਼ڱඨك

⋊�ઃのඨ৯にणःथؚௌઞੈੈقのਊহ
मؚਕ౽ੈधगكをഁしؚௌ௮੦
૰౧শषඍऐলるऒधقௌ௮੦১
ষૠಋਸ਼ 12のڰਸ਼ڲඨك

ৌௌ௮の೧؞
ৌ間؞
ৌ間রの્に業務ऋ෬႞ق間્؞
間ك

ৌ間にउऐるௌ௮धௌ௮ओधのௌ؞
௮時間

થ間؞
ৌ間のକ؞
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4 休憩

5 休日

ௌ௮時間ऋڲ時間をதइるधऌमؚऩऎ
धु ��ীؚڴ時間をதइるधऌमؚऩऎध
時間の休ህ時間をؚௌ௮時間のಥরにଖڭु
इऩऐोयऩりऽच॒قௌ௮੦১ਸ਼ ��؛ك
ௌ௮時間ऋڲ時間ਰの場合मؚ১休

ህ時間をଖइるଝ務मऩऎؚऽたௌ௮時間ऋ
時間ڭ時間をதइथुؚଖइる休ህ時間मڴ
दऊऽःऽच॒؛
たटしؚௌにेる業ચ૨の下ृ಼૩�

ଆૃの௴ਡऊैमؚਏにૢगిજऩ休ህを
ଖइるଦൟऋऽोऽす؛
धऒろदؚ休ህ時間धमؚௌ௮ऋௌ௮ऊ

ैੰଣऔोるऒधऋਥਹधしथ保औोた時
間をःःऽすऊैؚたऽたऽ業にజহしथ
ःऩः時間दँढथुؚௌ௮ऊैोथঽ

休धमؚௌ௮ీ৺ௌ௮ଝ務のऩःを
ःःؚౝऩऎधुڭमଖइऩऐोयऩ
りऽच॒قௌ௮੦১ਸ਼ �� ڭ؛كౝ間のन
のを休धしथुेऎؚౝにेढथऋ
౮ऩढथःथु୷し੍इँりऽच॒しؚௌ௮
にผにगदमऩऎؚઐ౹दશのに
休をଖइるऒधुदऌऽす؛ऩउؚ休म
ଏڬ時ऊैଏ後 12 時ऽदのڭႢदહଖ
するਏऋँりؚにಲਢ 2� 時間धするऒ
धमदऌऽच॒ೣق 2�� �ڰ ੦ڱ ��� ಀ؛ك
ँैऊगめめैोた休をのௌ௮ध

入ो౹इؚ休धしथ્औोたをௌ௮
धしؚजの৻ॎりにしたௌ௮を休ध
するऒधुदऌऽす؛ಹにَؚ ஷ౹休ُध
ళयोथःる২दؚ業ௌ௮のेअऩોਗ
ௌ௮दංଠのを休にஷり౹इる場合ؚઁ
ऎਹ৷औोथःる২दす؛
たटしؚஷり౹इる場合मؚ⋇ஷ౹の৬

হधஷ౹のの্১を業ૠಋরに
ૠするऒधؚ⋈ஷ౹ৰのにؚँैऊ
गめஷ౹をしथஷり౹इるऒधؚ⋉ஷ
౹मदऌるりமしたधするऒधに
ਔするਏऋँりऽす؛
休मङౝڭଖइऩऐोयऩりऽच॒

ऋؚ後するڰౝڰの休にेる場
合मؚ例ਗधしथౝ休のਉಋにेैऩऎथ
ुؚୀ১धमऔोऽच॒؛

にਹ৷するऒधऋ保औोथःऩः時間मؚ
休ህ時間दमऩऎَুୄ時間ُदँりؚௌ௮
時間にஅऽोるऒधにऩりऽす؛
休ህ時間मؚௌ௮時間のಥরにଖइऩऐो�

यऩりऽच॒ऋؚಥরदँोयীસするऒध
ु૭ચदす؛ऽたਉಋधしथؚ休ህमผに
ଖइऩऐोयऩりऽच॒؛
ಌにؚ休ህ時間मௌ௮ऊैੰଣऔोる時間

दすऊैؚਊேにঽにਹ৷し੭るुのदऩ
ऐोयऩりऽच॒ऋؚঽਹ৷धःढथु૮
दमऩऎؚ休ህの৯をॎऩःங২द
ँोयَؚ হ業場のૠ保ਏऩをਸ
इるऒधमؚ୷し੍इऩः ೣقُ 22� ��1ڵ 
੦ 17ಀكधऔोथःऽす؛

ऩउؚ⋇ਕ౽ੈにेり休ௌ௮にणःथ�
めऋँる場合⋈శ常಼૩にेりষૂの�
ಅ૭を੭थষअ場合にम休にௌ௮औचるऒ
धऋदऌるऒधधऔोथःऽす21قᅚස؛ك

【４週４日の変形休日制】
ౝ休をधるऒधऋしः場合ؚڰౝ間に

ਰの休をଖइथुेःधःअ২दڰ
す؛
ऒの২を఼৷するにमؚ業ૠಋऩनद

ౝ間のକをڰਰの休をଖइるڰ
めथउऊऩऐोयऩりऽच॒؛
କधःअのमؚڰౝ間2ق�間كをਯ

इるधऌのਈੂのをःःऽすَ؛ ফڰাڭ
をକधするُधःअ業ૠಋのૠम
ෙりदす؛
��� �Ùڳق��¼ڰ�ౝؼ���1��0ٙكधः

अेअにഈਯऋলऽすऊैؚ�াଜにഈऩ
間ऋदऌथしऽःऽす؛दすऊैَؚ 2022
ফڰাڭをକधするُऩनのेअにؚ
્のをକधしथऊऩःेअにしऩ
ऐोयऩりऽच॒؛
ऒोऋৠऽढथःऩऐोयؚनのڰౝ間द

ਰの休にするのऊীऊैऩःのदઈڰ
৷दऌऽच॒؛
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■振替休日と代休の相違点

ஷ౹休 ৻休

意
味

ँैऊगめめथँる休をؚহにুਢऌしथ
のௌ௮धઐఌするऒध؛休ௌ௮にमऩैऩः؛

休にௌ௮औच হؚ後に৻ॎりの休をଖइるऒध؛
休ௌ௮のহৰमॎैङؚしにमऩैऩः؛

要
件

⋇�業ૠಋಉにஷ౹休のૠをする؛
⋈�ஷ౹をহに્する؛
⋉�ஷ౹मமした೧धする؛
⋊�ऎधुの勤務時間終了ऽदに通ੴする؛

્にमऩし؛たटしؚ২धしथষअ場合ؚ業ૠ
ಋಉに৬ऩ੶ൗऋਏऩऒधق৻休をહଖする
੯ؚ൛সのඞःಉ؛ك

賃
金

ౝदஷり౹इた場合ؚ通常の൛সの੍௸ःद
ेःऒध؛ౝをऽたऋढथஷり౹इたટؚౝ১
ௌ௮時間をதइた場合म時間ਗௌ௮にৌするસੜ൛
সの੍௸ःऋਏदँる؛

休ௌ௮のহৰमइऩःのदؚ休ௌ௮にৌする
સੜ൛সの੍௸ःऋਏऩऒध؛৻休をથஔधす
るऊ૮ஔधするऊमؚ業ૠಋಉのૠにेる؛

にणःथमؚ休ௌ௮ك໑休ाの場合の໑ಉ؞休ाの場合のଅؚ؞ଅق�১休ਰਗの休پ
にჾਊしऩःऋؚਊのௌ௮時間ऋڴ時間ਰदुౝの১ௌ௮時間をதइた場合मَؚ 時間ਗௌ௮ُ
धऩるऒधにିਔ؛
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6 勤務間インターバル制度
َ勤務間インターバルُमؚ勤務終了後ؚ
時間ਰのَ休息時間ُをਝऐるऒधदؚ
௮ऎ্のেણ時間ृᄨ༒時間を確保するुの
दす؛௮ऌ্ঢ়৴১に੦तऌௌ௮時間ಉ
ਝఒ১ऋਫऔोؚの終業時刻ऊै
โの始業時刻の間に時間の休息を確保
するऒधऋহ業のৡଝ務धしथૠऔो
ऽしたقਛ �1ফ �া 1ষ؛ك

ௌ௮時間ਝఒ১ਸ਼ڮਸ਼ڭඨमؚহ業
のৡଝ務धしथَؚ ೨लૣකを確保す
るためにਏऩ終業ऊै始業の時刻のਝُ
をめथःऽす؛

■勤務間インターバルを
導入した場合

通常の始業時刻■通常 勤務終了時刻

勤務勤務

【例:11時間の休息時間を確保するために始業時刻を後ろ倒しにする場合】

10時

始業

始業

勤務終了終業

8時23時21時17時8時

始業

始業時刻を
後ろ倒しに

残業

残業 休息時間(11時間)

休息時間(11時間)

勤務勤務 勤務間インターバル

始業時刻を
繰り下げ

終業始業 勤務終了
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7 時間外労働、休日労働
時間ਗௌ௮धमؚڭڴ時間をதइؚँる

ःमڭౝ �0 時間をதइथௌ௮औचるऒधを
ःःؚ休ௌ௮धमؚڭౝ間にڭྼमڰౝ
؛の休にௌ௮औचるऒधをःःऽすڰ

（1）労使協定（三六協定）
時間ਗ؞休ௌ௮मؚઞ৷ऋௌ௮の৻

धのછએにेるੈقःॎॅるਕ౽ੈك
をलؚਚლௌ௮੦૰౧শにඍऐলた場
合にؚजのੈの೧दষॎचるऒधऋद
ऌऽすقௌ௮੦১ਸ਼ ��؛ك
たटしؚশ時間の時間ਗௌ௮を೪するた

めؚ時間ਗௌ௮の২にঢ়する੦ऋめै�
ोथःऽす؛
ऽたؚుृஂ૧をষअ೧のௌ௮

のअठؚൌにणःथमؚ時間ਗௌ௮の
২にणःथ通常のௌ௮ेりಢः੦ऋめ
ैोथःऽすقుஂ؞૧休業১ਸ਼ 17 ؚ
1� ؛ك৬にमؚহ業のਫ常ऩઈを࿉
げる場合をऌؚڭऊা 2� 時間ؚڭফ 1�0
時間ਰधऔोथःऽす؛

（2）時間外労働の上限規制
ௌ௮੦১ਫに੦तऌؚਛ �1 ফڰা

ेり時間ਗௌ௮にຌಋહऌのऋਝऔोؚ
ऊাڭ �� 時間ؚڭফ ��0 時間をதइるध১
ഥୀખधऩりऽす؛
ऽた્ؚશඨに੦तऌؚ੶をதइる場

合दुؚ
時間ਗௌ௮ऋফ؞ 720 時間ਰ
時間ਗௌ௮ध休ௌ௮の合ੑऋ؞ 100 時間


時間ਗௌ௮ध休ௌ௮の合ੑ؞
ऊڲऊাؚڱऊাؚڰऊাؚگऊাؚڮ
াऋすसथڭাਊり �0時間ਰ

時間ਗௌ௮ऋা؞ �� 時間をதइるऒधऋ
दऌるのमফڲ

ऋ২धऔोऽす؛

（3）災害など臨時の必要がある場合
಼૩ऩनಏ時のਏऋँる場合にमؚਚლ

ௌ௮੦૰౧শのಅ૭をਭऐるऒधदؚ
ਏऩ時間ਗ؞休ௌ௮をऔचるऒधऋदऌऽ
すقௌ௮੦১ਸ਼ ��؛ك
َଵ৶૰のਜ਼にँるُृَਃഡのহ務
をりඞअُྼमَ૰ଳ؞ਢऩௌ௮に
జহするदؚઞ৷ऋষૂのಅ૭をਭ
ऐたुのُにमௌ௮時間ؚ休ህؚ休のૠ
मి৷औोऽच॒قௌ௮੦১ਸ਼ �1؛ك
ऩउَؚ ଵ৶૰のਜ਼にँるُधमؚ

ಹにमؚশؚੵ場শಉௌ௮੯のৠज
のௌ務ଵ৶にणःथ৽ध৬ऩয়場に
ँるをःःؚูにधैॎोङؚৰଙに໌
しथਖ਼औोऽす؛ऽたؚजのਖ਼にਊたढ
थमؚजのの務ઍؚிભधਥؚ勤務
ଙにା৯しؚಌにजのਜ਼にऴऔॎしःୄ
ऋऩऔोथःるऊनअऊಉؚ合にਖ਼
औोऽすのदؚેীିਔするਏऋँりऽす
ೣق 22� ��1ڵ ੦ 17 ಀؚೣ ��� ��1گ ੦
1�0 ಀ؛ك

（4）深夜業
ௌ௮੦১にउःथఽ業धमؚଏ後10時

ऊैଏڱ時ऽदの時間ఝをःःؚऒの時間ఝ
のௌ௮にणःथम通常൛সの 2�٫ੜしद੍௸
अਏऋँりऽすقௌ௮੦১ਸ਼�7ਸ਼ڰඨ؛ك
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8 年次有給休暇
হ業मؚ休のऺऊにؚ౻ः入ोのऊ

ैକしथڲऊা間ಲਢ勤務しؚ৸ௌ௮の
સਰল勤したにؚਚのফઃથஔ休ၿڴ
をଖइऩऐोयऩりऽच॒؛

（1）年次有給休暇の付与日数
੶のਏ੯をたしたௌ௮にमؚઃᅚの�

ڭにંすਯਰのফઃથஔ休ၿをଖइる
ਏऋँりऽす؛

＜全労働日に含めるもの＞
સল勤のੑにਊたढथの৸ௌ௮धमؚڴ

ௌ௮ీ৺ௌ௮ଝ務のୖचैोथःるをः
ःऽす؛ऽたؚઃにൕげるमল勤したुの
धしथりඞॎोऽす؛

（2）パートタイム労働者の年次有給休暇
ঃーॺタイௌ௮にৌしथुؚ੶のਏ

੯をたचयؚ通常のௌ௮धにফઃથ
ஔ休ၿをଖइऩऐोयऩりऽच॒؛
たटしؚਚௌ௮ਯのऩःঃーॺタイ

ௌ௮दਰ下の⋇ल⋈のਏ੯にჾਊする
場合मؚ下੶のڮदંすਯਰଖइोय
ेःधऔोथःऽす؛ऒोをૻ例હଖधःः
ऽす؛
⋇ౝのਚௌ௮時間ऋ �0時間の
⋈ౝのਚௌ௮ਯऋڰਰ下のؚँるः
मফ間のਚௌ௮ਯऋ 21� ਰ下の

（3）年次有給休暇の時季変更と計画的
付与

ফઃથஔ休ၿमؚমਟௌ௮ऋடする時
ఛにଖइるुのदすऋؚহ業のਫ常ऩઈを
࿉げる場合にमؚの時ఛにಌऔचるऒध
ऋदऌऽすقௌ௮੦১ਸ਼ ��ਸ਼ڱඨ؛ك
ऽたؚফઃથஔ休ၿのअठڱをதइる

ীにणःथमؚௌઞੈをवऒधにेりؚ
ੑにહଖするऒधऋदऌऽす؛

（4）時間単位付与
ফઃથஔ休ၿのअठؚ繰௭しীをஅめथڭ

ফ間ڱを২にؚௌઞੈをवऒधにे
りؚ時間ਜ਼दહଖするऒधऋदऌऽす؛

（5）有給休暇の取得義務化
ਛ �1ফڰাऊैؚ৸थの੫業にउःथফ

10ਰのফઃથஔ休ၿをહଖऔोるௌ௮
にથஔ休ၿڱਰの੭ଝ務ऋহ業にୖ
औोؚऒोにୀખするधຌಋి৷�0قਐਰ
下のຌসكऔोऽす؛
ऒの場合ؚহ業ऋফ休੭の時ఛऋ

दऌるधऔोऽすऋؚदऌるりௌ௮のൌ
にปढた੭時ఛにऩるेअലしたਔৄ
を๑するेअめऩऐोयऩりऽच॒؛
ऽたؚহ業मؚௌ௮ओधにফઃથஔ休

ၿଵ৶をਛしؚگফ間の保ோଝ務ऋୖऔ
ोऽす؛

（6）有給休暇の時効
થஔ休ၿमؚਏ੯をౄたしथ੭した

ਊჾফ২धโফ২のڮফ間दਥਹষઞしऩः
धຑ時にेりਥਹをଷःऽす؛

䄴業務ംしؚྼमႈ୰にऊऊり
ുのために休業した間

䄴ుஂ؞૧休業間
䄴ফઃથஔ休ၿを੭した間
䄴ਓਓ後の休業間
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■表１ 年次有給休暇の付与日数

■表２ 年次有給休暇の比例付与日数

勤ਢফਯ ऊাڲ ফڭ
ऊাڲ

ফڮ
ऊাڲ

ফگ
ऊাڲ

ফڰ
ऊাڲ

ফڱ
ऊাڲ

ফڲ
ऊাڲ

ফڳ
ऊাਰڲ

હଖਯ 10 11 12 1� 1� 1� 20 20

ౝਚ
ௌ௮ਯ

ফ間のڭ
ਚௌ௮
ਯ

勤ਢফਯ

ऊাڲ
ফڭ
ऊাڲ

ফڮ
ऊাڲ

ফگ
ऊাڲ

ফڰ
ऊাڲ

ফڱ
ऊাڲ

ফڲ
ऊাਰڲ

ڰ
گ
ڮ
ڭ

1�� ع 21� 
121 ع 1�� 
7�ع 120 
��ع 72

ڳ
ڱ
گ
ڭ

ڴ
ڲ
ڰ
ڮ

ڵ
ڲ
ڰ
ڮ

10
ڴ
ڱ
ڮ

12
ڵ
ڲ
گ

1�
10
ڲ
گ

1�
11
ڳ
گ
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1 賃金とは
َ൛সधमؚ൛সؚஔમؚুਊؚೖଖजの
ูの୦をਖॎङؚௌ௮のৌधしथઞ৷
ऋௌ௮に੍௸अすसथのुのをःअ ௌقُ
௮੦১ਸ਼ 11؛ك
णऽりؚに੍௸ॎोるुのؚলਟৈ

द੍௸ॎोるुのؚಏ時に੍௸ॎोるुの
ऩनؚजのଙؚரథをਖॎङઞ৷ऋௌ௮
に੍௸अुのदؚௌ௮のৌदँるुのमؚ
すसथ൛সधऔोऽす؛

2 賃金の決定に当たって注意する事項

3 賃金支払いの原則

൛সをनのेअにৠめؚપをःऎैにする
ऊमؚ੦মにमௌઞऋৌಉのয়場दৠす
सऌऒधदすऋؚजのにमਰ下のহඨにି
ਔするਏऋँりऽす؛
⋇�ௌ௮のবආ؞ਦ؞ভମীを৶ध
した୷શऩりඞःमరૃऔोथःऽ
す؛

⋈�ௌ௮ऋਙदँるऒधを৶धした੬�
ਙधの୷શऩりඞःमరૃऔोथःऽ
す؛ऽたؚਙをથਹにりඞअऒधु୷
શऩりඞःにऩりऽす؛

⋉�൛সપमؚਈ൛স১に੦तऌめैोた
ਈ൛সを下るऒधमदऌऽच॒قୠ
શਈ൛সਰの൛সを੍௸ॎऩः場合に
म �0ਐਰ下のຌস؛ك

ௌ௮にधढथেણの໖दँる൛সにणः
थमؚजの੍௸ःऋ確保औोるेअؚઞ৷
मਰ下のਡをᏍஹするऒधऋଝ務तऐैोथ
ःऽすقௌ௮੦১ਸ਼ 2�؛ك

（1）通貨払いの原則
൛সमؚ通ోद੍௸ॎऩऐोयऩりऽच॒؛

ਠஔહमరૃऔोथःऽす؛たटしؚௌ௮
のਔऋँोयௌ௮のするষઠౠ
ಉषのஷाऋ૭ચदす؛ऩउ ؚুਊにढ
थमؚௌ௮のਔऋँोय⋇ষजのの
সਃঢ়ऋஷりলしたঽഞँथ৵જু⋈ষ
जののসਃঢ়ऋ੍௸ः保をした৵જু

ਈ൛সにमؚਿશにめैोるु
のधؚ業ரશにめैोるुのऋँりऽす
のदؚถしःઍにणःथमؚਈఞりのௌ
௮ଂྼमௌ௮੦૰౧にउགबऎटऔः؛

⋊�লਟৈ௸जののடदઞ৷するௌ�
௮にৌしथमؚजのௌ௮時間にૢगथ
પの൛সを保しऩऐोयऩりऽच॒
ௌ௮੦১ਸ਼ق 27؛ك
પにणःथमؚ常に通常のৰઽ൛সधँऽ

り࿒たैऩःங২のઽ入ऋ保औोるेअ
めるऒधधऔोथःऽす؛৯धしथमؚ
൛সの �0٫ங২を保するऒधऋ༜ਊद
しॆअ؛

⋉ഖನ౹ؚのःङोऊの੍௸ः্১ुੳめ
ैोथःऽすقௌ௮੦১ষૠಋਸ਼ڳの
؛كڮ

（2）直接払いの原則
൛সमؚઉமௌ௮に੍௸ॎऩऐोयऩり

ऽच॒؛ௌ௮ऋਛফदँढथुؚ൛স
をजのਥृ後ৄযに੍௸अऒधमदऌऽ
च॒؛
たटしؚௌ௮ऋ୰ਞऩनदಳ勤しथःる

場合にؚఔऩनௌ௮のَઞُに੍௸अ
ऒधम୷し੍इँりऽच॒؛

４

賃
金

4 賃金
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（3）全額払いの原則
൛সमؚ৸પを੍௸ॎऩऐोयऩりऽच॒؛

たटしؚ⋇১ഥにेる場合ؚ⋈ௌ௮ੌ合ಉध
のછએにेるੈऋँる場合にमؚඓしथ
੍௸अऒधऋदऌऽす؛

（4）毎月１回以上の原則
൛সमাڭਰ੍௸ॎऩऐोयऩりऽ

च॒؛

（5）一定期日払いの原則
のに੍௸ॎऩऐोयऩりऽच॒؛

َの धُमَؚা2� धُःअेअにؚ
৬に્するऒधऋਏदす؛
ऩउؚऒのਉಋमসऩनಏ時に੍௸ॎ

ोる൛সؚೖଖजのڭऊাをதइる間を
੦ຊधしथ੍ஔऔोるચ૨ুਊऩनにमి৷
औोऽच॒؛

4　休業手当

5 割増賃金

ௌ௮म௮ऎऒधऋदऌるのにؚভડの
合قઞ৷のડにிભऋँる場合كにेり
ਚௌ௮にௌ௮を休業औचた場合قઞ৷

ઞ৷मઃの場合にमؚਚのસੜ൛সを
੍௸ॎऩऐोयऩりऽच॒قௌ௮੦১ਸ਼ �7
؛ك
⋇�১のௌ௮時間をதइ2�٫قਰྼكम১
の休にௌ௮औचた場合��٫قਰك

⋈�ఽقਉಋधしथଏ後 10 時ऊैଏڱ時
ऽदكにௌ௮औचた場合2�٫قਰك
時間ਗௌ௮ऋఽに॒ट場合मؚ通常の

時間ਗௌ௮ك2�٫قにఽௌ௮ك2�٫قをਸ
इた �0٫ਰのસੜ൛সを੍௸ॎऩऐोयऩ
りऽच॒؛
ऽたؚ休ௌ௮ऋఽに॒ट場合म �ؚ

�0٫ਰのસੜ൛সを੍௸ॎऩऐोयऩりऽ�
च॒؛
ऩउؚڭऊা �0時間をதइる時間ਗௌ௮に

にेるઝ務の၎ষਂચしऎमਂ၎ষكमؚ
൛সの �0٫ਰの休業ুਊを੍௸ॎऩऐ
ोयऩりऽच॒قௌ௮੦১ਸ਼ 2�؛ك

णःथम �0٫ਰのસੜ൛সを੍௸ॎऩऐो
यऩりऽच॒قたटしؚ業にणःथৱমস
のપྼमলৱのપऋگਰ下ྼम常時ઞ
৷するௌ௮ਯऋ �00 যਰ下のহ業場にँढ
थम ਊؚীの間जのి৷ऋၠऔोथःऽす؛ك
ऩउؚௌઞੈのഁにेりؚ১સੜ൛স
૨のਬऌげীのસੜ൛সの੍௸にणःथम
થஔの休ၿقফઃથஔ休ၿधमશदすك؛のહ
ଖに৻इるऒधऋदऌऽす؛
ऽたؚસੜ൛সੑにਊたढथ੦ຊधऩる�

൛সにमؚੇఔুਊؚ通勤ুਊऩनௐেௌ௮
ഥにめる൛সम入しऩऎथु୷し੍इ
ऩःधऔोथःऽすقௌ௮੦১ষૠಋਸ਼
21؛ك

■割増賃金率表

ரథ ੍௸अ੯ સੜ૨

時間ਗ
ك残業ুਊ؞時間ਗুਊق

১ௌ௮時間1قڴ時間؞ౝ �0時間をதइたधऌك 2�٫ਰ
時間ਗௌ௮ऋ২時間1قऊা ��時間1؞ফ ��0 時間をத
इたधऌ 2�٫ਰپق ك1

時間ਗௌ௮ऋ 1ऊা �0時間をதइたधऌپق پقك2 ك� �0٫ਰپق ك2
休ق休ুਊك ১休قౝ 1كに勤務औचたधऌ ��٫ਰ
ఽقఽুਊك 22時ऊै �時ऽदに勤務औचたधऌ 2�٫ਰ

پق ؛2�٫をதइる૨धするेअめるऒधऋਏदすك1
پق �র৵੫業にणःथमؚ202ك2 ফقഥਮ �ফك�া �1ऽदの間ؚి৷ऋၠऔोथःऽす؛
پق 2�٫ऊै؟例قহ業場दௌઞੈをഁすोयؚ১સੜ൛স૨のਬげীك� �0٫にਬऌげた୷の 2�٫ীكのસੜ൛

সの੍௸に৻इथؚથஔ休ၿをહଖする২ق৻౹休ၿ২كをਝऐるऒधऋदऌऽす؛
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1 労働保険
౻৷保૫धௌ಼保૫をูしथؚௌ௮保૫

धःःऽす؛
業दमؚয৽दँढथ常時ڱয

のௌ௮をઞ৷しथःるহ業ਚਰਗदमؚす
सथਊேにௌ௮保૫ऋి৷औोऽす؛

（1）労災保険（労災保険法第３条）
① 適用を受ける事業

ௌ಼保૫मؚௌ௮をઞ৷するすसथの
হ業にి৷औोऽすقௌ಼保૫১ਸ਼گ؛ك
たटしؚਓのহ業दँढथؚ常時ڱ
যのௌ௮をઞ৷するয৽のহ業
मؚྫにભਔి৷হ業धऩढथःऽす
ऋؚऒोにჾਊする場合दँढथुؚ業
にणःथमؚ常時ௌ௮をઞ৷するुのྼ
मফ間ઞ৷భௌ௮ਯق業ओधに௮ऌ
にਟたযのফ間दのଌしكऋ �00 যਰ
のुのमௌ಼保૫ऋਊேにి৷औोऽすೣق
�7ഥ �7ಀؚೣ �0ௌ௮ઔંਸ਼ ��ಀ؛ك

② 適用を受ける労働者（労働基準法第９条）
ௌ௮੦১શਸ਼のి৷হ業にઞ৷औ

ोるௌ௮मؚ業務दのଈംलႈ୰ధ
लに通勤दのઐ通হにणःथؚௌ಼保
૫১の業務಼૩ྼम通勤಼૩धしथؚர
ஔહをਭऐるऒधऋदऌऽす؛
業にमؚશਸ਼の౽のᅇ఼のহ業ق౽

ଅの࿊しऎम৫ᐹྼमのᄎؚ

ᄎသ఼ؚしऎमᅇ఼のহ業जの
のহ業كऋి৷औोऽす؛

③ 保険給付（労災保険法第 12 条の８、21 条）
業務಼૩の保૫ஔહमؚઃにൕげる保૫

ஔહधしऽす؛
��ുଓஔહؙؙ��休業ଓஔહ
ਕ��૩ଓஔહؙؙ��ఔଓஔહ
��བྷມમؙؙؙؙؙ౽��ം୰ଓফস
��ஂ૧ଓஔહ
通常಼૩の保૫ஔહमؚઃにൕげる保૫

ஔહधしऽす؛
��ുஔહؙ��休業ஔહؙਕ��૩ஔહ�
��ఔஔહؙ��བྷມஔહؙ౽��ം୰ফস�
��ஂ૧ஔહ

④ 特別加入（労災保険法第 33 条）
ௌ಼保૫にमؚి৷ௌ௮ਰਗのর৵হ

業ಉؚয্ಉ્ؚ業జহؚਲ
ਗୣാऩनदਏ੯をౄたすमਸ入
दऌؚௌ಼ଓをਭऐるऒधऋदऌऽす؛

ௌ಼保૫મम৸थহ業૿दؚௌ಼保૫
મٙ൛সપ¼ௌ಼保૫મ૨दऔोऽす؛
ઉのਛ�0ফڰাڭの保૫મ૨द

मؚમ૨のৈःڱ業ரधःڱ業ரमઃの
のधउりदؚ業मႿऩଈം಼૩ऋऎگ
৯にৈःમ૨にऩढथःऽす؛

■労災保険率表

হ業の業ரীథ 業ரಀ হ業のரథ 保૫મ૨
業 21 সര業ؚశளসര業ྼमલຍ業 1�000 ীの ��
૦ਝহ業 �1 ৡਗ਼ਝؚङःಉৗਝহ業 1�000 ীの �2
業 02ྼ 0� 業 1�000 ীの �0
఼લ業 2� ఼લ業 1�000 ীの ��
जののহ業 �0 ௩ਚથのহ業 1�000 ীの �7
ଲୗ業 �7 ৲৾ੵ業 1�000 ীの ���
ઈୟ業 71 ઐ通ઈୟহ業ऺऊ 1�000 ীの �
ଲୗ業 �� ഀླྀྼमଲম業ऺऊ 1�000 ীの ���
जののহ業 �� ਲ਼業؞৵ਲ਼業ؚධ୫ྼमຠ業 1�000 ীの �
जののহ業 �� স業ؚ保૫業ྼमਂਓ業 1�000 ীの 2��

５

労
働
保
険
・
社
会
保
険

5 労働保険・社会保険
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■労災保険メリット制度
ి৷হ業のયীओधに಼ؚ૩ে૨ऩन�

ਏ੯をౄଌするহ業場のௌ಼保૫મ૨を
の೧दੜऔचるुのदす؛
ऩउؚௌ಼保૫મ૨मి৷হ業のયীओध

にؚૌுگফ間の಼૩ে૨ಉをઅൟしथਝ�
औोऽす؛

（2）雇用保険
① 適用を受ける事業

౻৷保૫मؚਉಋधしथௌ௮をઞ৷す
るহ業मؚすसथਊேにి৷হ業धऩりऽ
すق౻৷保૫১ਸ਼ڱ؛كたटしؚਓ
のহ業द常時ઞ৷するௌ௮ਯऋڱয
のয৽のহ業にणःथमؚྫにભ
ਔి৷হ業धऩढथःऽすق౻৷保૫১ဟ
ಋਸ਼ڮؚষഥဟಋਸ਼ڮ؛ك

② 適用を受ける労働者（被保険者）
ి৷হ業にઞ৷औोるௌ௮मؚਉಋध�

しथௌ௮のਔઓにऊऊॎりऩऎؚਰ下の
ਏ੯のすसथをたすधऌम౻৷保૫の
保૫धऩりऽす؛
イؙ1ౝ間のਚௌ௮時間ऋ 20時間ਰद

ँるऒध
টؙ�1ਰਬऌਢऌ౻৷औोるऒधऋৄ

ऽोるऒध
③ 給付日数
イؙಹの

ফਯにૢगथ �ع0 1�0 
টؙ倒ਓؚੰ౻ಉにेる

ফೡलফਯにૢगथ����0ع0
ঁؙの

ফೡलফਯにૢगथ1�0��0ع

2 社会保険

（1）健康保険
೨保૫मؚহ業ਚをਜ਼धしथి৷औो

ऽす؛
೨保૫のহ業をઈする保૫मؚ৸ব

೨保૫ੈভੈقভऐ़॒كल೨保૫ੌ
合दす؛
৸ব೨保૫ੈভの೨保૫मؚ೨保૫

ੌ合のੌ合৩ਰਗऋৌधऩりऽす؛
೨保૫ੌ合の೨保૫मؚਸ入হ業ਚの

ௌ௮をৌにؚஆঽのয়場द೨保૫のহ

業をઈするुのदす؛
੶の೨保૫मؚి৷হ業ਚに౻৷औो�

थःるௌ௮をৌधしऽすऋؚযহ業
ऩनにणःथम੨ऋଵრするবড়೨保
૫にਸ入するऒधにऩりऽす؛
① 強制適用事業所
業の場合ؚ১যのহ業ਚؚবྼम্ਁ

ુ੮৬のহ業ਚにणःथमؚజ業৩ਯにঢ়બ
ऩऎਘに೨保૫ऋి৷औोऽす؛

雇用保険の適用

たटしৰଙधしथௌ௮ঢ়બऋੳめैोる場合؛¼ਉಋؙڀ�டీ৺の下டযٴ
ؙؙؙؙؙؙؙؙؙؙؙؙ�मి৷औोる؛

؛業務ষਥृ൛সのથ૮にेढथ౮ऩるؙڀ�১ؙযؙのؙ૽ؙ৩ٴ

たटしؚ常時のఔਰਗのௌ௮をઞ৷するহ業؛¼ਉಋؙڀ�ؙؙのؙؙఔٴ
ಉदؚ業ૠಋृ൛সಉऋのௌ௮धदँるऒधऋੳめ
ैोる場合 ਊؚჾのఔにणःथमి৷औोる場合ऋँる؛
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② 任意適用事業所
業をिয৽のহ業ਚにणःथमؚ

ਘにভ保૫ऋి৷औोるऒधमँり
ऽच॒ऋؚ保૫धऩるसऌのڮীの
ਰのਔを੭थؚহ業ऋணடしؚௐڭ
েௌ௮প෦のੳ૭をਭऐोय೨保૫にભ
ਔਸ入するऒधऋदऌऽす؛
ऒのੳ૭をਭऐた場合मؚ೨保૫षの

ਸ入をਔしऩऊढたु保૫धऩり
ऽす؛

（2）年金
■国民年金の概要
মবにકਚをથする 20ୃਰ �0ୃ

のमਁফসにਸ入するଝ務ऋँりऽす؛�
বড়ফসにउःथؚ保૫मजのਸ入ଙ�
にेढथਰ下のگரథにীథऔोऽす؛
① 第１号被保険者

মবにકਚをથする 20ୃਰ �0 ୃ
のदؚਸ਼ڮಀ保૫लਸ਼گಀ
保૫にჾਊしऩः

② 第２号被保険者
ௐেফসऩनの৷ফসの保૫ؚੌ

合৩ྼमਸ入
③ 第３号被保険者
ਸ਼ڮಀ保૫のჰുଦ၉दؚ20ୃਰ

 �0ୃの

■厚生年金保険
① 適用事業所・任意適用事業所

১যद常時జ業৩قহ業のाの場合を
அिكをઞ৷するহ業ਚल常時ڱযਰ
のజ業৩をઞ৷するযহ業ਚमؚহ業
ृజ業৩のਔઓにঢ়બऩऎਘにਸ入し
ऩऐोयऩりऽच॒ి؛৷হ業ਚに常時ઞ
৷औोるజ業৩मؚௐেফস保૫のਸ入
にऩりऽす؛ऩउؚڱযのযহ業ਚ
लڱযਰदु१ーঅ५業のृ業؞
ී業ऩनのযহ業ਚमؚਘి৷のඞः
をਭऐऽच॒؛

② 被保険者の範囲
保૫の೧にणःथुؚ೨保૫ध

दす؛
ௐেফস保૫にਸ入しथःるভؚੵ場ؚ

ૹؚ௩ऩनのి৷হ業ਚに常時ઞ৷औ
ोる 70ୃの্मؚবආृਙશؚফসの
ਭஔのથ૮にऊऊॎैङؚௐেফস保૫の
保૫धऩりऽす؛

ঃーॺタイௌ௮にणःथमؚजのহ業
ਚध常৷౻৷ঢ়બにँるऊनअऊにेり
શにਖ਼औोऽすऋؚڭౝ間のਚௌ௮時間
लڭऊাのਚௌ௮ਯऋಹజ業৩のउ
उिबڰীのگਰにऩる場合मؚ೨保૫
लௐেফস保૫の保૫धऩりऽす؛
ਛ 2�ফ 10 াऊैؚ⋇ਚௌ௮時間ऋౝ

20時間ਰؚ⋈াપ ��� ਐਰقফઽ 10�
ਐਰؚك ⋉勤務間ڭফਰ ⋊ؚ৾েਰਗؚ
⋋జ業৩ �01 যਰの੫業ؚの੯を৸थ
たすಢ時間ௌ௮मؚ೨保૫؞ௐেফস保
૫ऋి৷औोथःऽす؛
ऽたؚഥਮ�ফ 10াऊैؚ੶の⋉勤務

間ڭফਰऋ 2ऊাਰؚ⋋జ業৩ �01যਰ
の੫業ऋ101যਰにి৷ऋఁপऔोऽす؛

（3）介護保険
ஂ૧保૫২をઈする保૫मؚ੨

दすஂ؛૧保૫の保૫मؚমবにક
ि �0ୃਰのदؚ保૫મを૿するधधु
に ؚのੳ੦にჾਊしたधऌにஂ૧१ー
অ५ऋਭऐैोऽす؛保૫मؚजのফೡ
にेढथਰ下のڮரథにীథऔोऽす؛
① 第１号被保険者

�� ୃਰの্मؚফসাપ 1��000 ਰ
の場合मফসપऊैଠਬऌऔोؚ1��000
の場合मઉமমযऋವめるऒधにऩ
りऽす؛

② 第２号被保険者
�0 ୃਰ ��ୃのୢ保૫ਸ入दؚ

保૫મमਸ入するୢ保૫২を通गୢ
保૫મधคにವહしऽす؛जのપमؚ
೨保૫の場合मؚୢ保૫১のૠに੦
तऌऔोたપをௌઞീにेりাವ
めऽす؛

（4）後期高齢者医療制度
7�ୃਰの্ल��ୃਰ7�ୃद

の૩ऋँる্قমযのணடに੦तऌؚ後
ৈೡୢઁୠ৴合のੳをਭऐた্كमؚ
後ৈೡୢ২の保૫धऩりऽす؛

業दमؚভ保૫षのਸ入૨मಊしथः
るुののؚ業ரधૻसるधؚৈःधमःइऩ
ः૾யदす؛ভ保૫षのਸ入にेढथௌ௮
ऋਹஇをਭऐるऒधमुधेりؚহ業にधढ
थुௌ௮のାऩनऎのওজॵॺऋँりऽ
すのदؚछऱਸ入しऽしॆअ؛
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3 中小企業退職金共済制度
র৵੫業সુੋ২धमؚ੫業ஆঽद

র৵੫業をৌधしたৼ൩ુੋのலੌाधし
थؚௌ௮ૣකのを৯にؚবऋ১に
੦तःथ確য়したস২दؚஆয়ষ১
য勤ௌসુੋਃଡقऒのඨ৯にउःथ
َਃଡُधःःऽすك؛ऋઈしथःऽす؛
র৵੫業সુੋ২にम્ؚ業ரの�

間をめथ౻৷औोるをৌधする્
業ரসુੋ২ق業ؚ૦ਝ業ؚඣଲ
ୗ業كध常৷ௌ௮をৌधするಹのর৵
੫業সુੋ২धऋँりऽす؛

（1）林業退職金共済制度（林退共）
ऒの২मؚ業ق業ؚಞ౫েਓ業ؚ

ர၈業ಉكをिহ業ऋਃଡधস
ુੋీ৺を॒दુੋీ৺धऩりؚෳসを
૿するधधुにؚजの౻৷する業のਠ場
द௮ऎௌ௮をુੋधするुのदす؛হ
業म౻৷しथःるௌ௮のসુੋু
に௮ःたਯにૢगथෳসधऩるુੋを
ቦりؚௌ௮म業ੀद௮ऎऒधをृめたध
ऌにؚਃଡऊैઉமসの੍௸ःをਭऐऽ
す؛
ௌ௮の౻৷হ業ऋॎढथुؚௌ௮�

のુੋのয়場मಲਢしऽすしؚਸ入হ業�
の下द௮ःたਯम৸通दऌるेअに
ऩढथःऽす؛
① 加入できる事業主は
ැ業に؞業をिহ業दँोय௧業؞
ऊऊॎैङਸ入するऒधऋदऌऽす؛

ਠにর৵੫業সુੋ২にਸ入しथ؞
ःるহ業दँढथुؚ業のਠ場द௮
ऎௌ௮ऋःる場合にमؚਸ入するऒध
ऋदऌऽす؛

② 対象になる労働者は
業をिহ業に間をめथ౻৷औ؞
ोؚऊणؚ業のਠ場द௮ऎऒधをম業
ྼमমधしथःるदँोयؚஔؚ
াஔؚলਟৈにऊऊॎैङすसथৌ
धऩりऽす؛

ਸ入にしथमؚჾਊ৸৩にणःथీ؞
৺वਏऋँりऽす؛

業のਠ場द௮ऎऒधをম業ྼमমध؞
しथःथुؚ業をिহ業に間を
めङに౻৷औोथःるलহ務द
ँるにणःथमؚ業সુੋにਸ
入するऒधऋदऌऽच॒のदؚಹのর
৵੫業সુੋ২にਸ入しथऎटऔ
ः؛

ਠにのর৵੫業সુੋ২のુ؞
दँるௌ௮म্ؚの২にളし
थਸ入するऒधमदऌऽच॒؛

③ 一人親方は
য্ऋૐऽढथભਔੌ合をोयؚ؞
ਸ入するऒधऋदऌऽす؛

④ 掛金は
ෳসقऋુੋكহ業ق৺ీੋુ؞
પ �70 كをসਃঢ়ऊैභ入しؚુ
ੋুにቦહするऒधにेढथವહऔो
ऽす؛

হ業ऋ੍௸अෳসにणःथमؚ১যद؞
मসؚযহ業दमਏ৽ાधしथ
৸પశୖઘधऩりऽす؛

⑤ 制度間の移動通算は
ಹのর৵੫業সુੋ২ؚ૦ਝ業

সુੋ২ؚඣଲୗ業সુੋ২の
ુੋऋؚ間をめथ業のਠ場द௮ऎ
ௌ௮धऩढた場合दँढथؚহ業ऋ業
সુੋ২にਸ入しथःる場合ؚの
੯をたचयؚವહऔोたෳসપलෳ
সವહাਯを通するऒधऋदऌऽすقખৌ
に業সુੋ২ऊैののসુੋ
২षु通दऌऽす؛ك

（2）一般の中小企業退職金共済制度
（中退共）

ಹのর৵੫業সુੋ২मؚ常৷の
ௌ௮にঢ়するসુੋ২दす؛
ਸ入する場合म間をめथઞ৷औोる

ऩनをऌؚਉಋधしथௌ௮৸৩にणःथ
ీ৺をवਏऋँりऽす؛
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1 安全衛生管理体制

（1）労働者への安全衛生の配慮
ௌ௮಼૩のଆૃのため૩ଆૃ੦の確য়ؚ

ிભ৬の確৲लঽણのയਤのೈ઼
をङるಉद場にउऐるௌ௮の৸ध೨
を確保するधधुにؚిऩ場୭のਛを
യਤするऒधを৯しथःऽすقௌ௮৸ୋে
১ਸ਼ڭ؛ك

（2）安全衛生管理体制
ௌ௮の৸ୋেऋ確保औोるेअؚহ業

मௌ௮৸ୋে১のૠに੦तऌؚଵ৶৬を
ਰ下ののेअにତするਏऋँりऽす؛

ઞؙؙ৷
ௌ௮ਯ ତすसऌଵ৶৬

常時100যਰ
ك業の場合ق

ฐ৸ୋেଵ৶؞৸
ଵ৶؞ୋেଵ৶؞ਓ業
ୢの৭ભؚ৸৩ভ؞ୋ
ে৩ভのਝ઼ق৸ୋে
৩ভदु૭ك

常時�0ع��য

৸ଵ৶؞ୋেଵ৶؞
ਓ業ୢの৭ભؚ৸৩
ভ؞ୋে৩ভのਝ઼ق
৸ୋে৩ভदु૭ك

常時10ع��য ৸ୋেਤの৭ભ
⋇�ฐ৸ୋেଵ৶؟হ業ਚの৸ୋেに
ঢ়する業務のଁฐଵ৶をষःऽす؛

⋈�৸ଵ৶؟৸にঢ়するૼऩহඨを
ଵ৶しऽす؛

⋉�ୋেଵ৶؟ୋেにঢ়するૼऩহඨを
ଵ৶しऽす؛

⋊�ਓ業ୢ؟ௌ௮の೨ଵ৶にणःथؚਏ
ऩஃؚ൭ઔಉをষःऽす؛

⋋�৸؞ୋে৩ভ؟৸؞ୋেにणःथঢ়
બのਔৄをലऎためにਝ઼しऽす؛

⋌�৸ୋেਤ؟常時 10 যਰ �0 য
のௌ௮をઞ৷する業হ業場मؚ৸
ୋেਤを৭ભしؚௌ௮の૫ྼम
೨૩のଆૃೈ઼ृ৸ୋেઇؚ೨൧
のৰऩनの業務をষअधऔोथःऽす
ௌ௮৸ୋে১ਸ਼ق 12の؛كڮ

（3）必要な資格等
ௌ௮಼૩ଆૃのため業ਠ場のଵ৶をਏ�

धするの業にणःथम ؚ業ਠ場ਜ਼にؚ
業ભをଦ઼しऩऐोयऩりऽच॒؛業
ભにऩるためにमؚඊಅୡに合તするऊ
ك業ཱ業ભؚق ਚのૼચಆをఊ了
するऩनؚのਏ੯をたすऒधऋਏदす
؛كௌ௮৸ୋে১ਸ਼1�ؚ�1ق
ௌ௮৸ୋে১ਸ਼�1ق業كのরद �ؚ

્に業ঢ়બदਏधऔोるৱતमؚઃのधउ
りदす؛

●ௌ௮৸ୋে১ষഥਸ਼ 20
১ਸ਼ �1 ਸ਼ڭඨのഥदめる業務
मؚઃのधउり؛

ॺンਰのૄॡڭ፼りげऋ؞
ঞーンのઈૡ業務

ॺンਰのইज़ーॡজইॺڭਈপऋ؞
のઈૡ業務

ॺンਰの૦ਝਃ༊のઈૡگਃ৬ऋ؞
業務

ॺンਰの๐ోಎ઼ྼम፼ڭऋ؞
げڭॺンਰのॡঞーンؚૄ
ॡঞーンؚॹজॵॡのෳऐ業務

（4）安全衛生教育
হ業मௌ௮を౻ः入ोたधऌृௌ௮�

の業ઍをಌしたधऌमؚਊჾ業務にਏ
ऩ৸ୋেઇをষॎऩऐोयऩりऽच॒؛
ऽたؚᅇಉの૫業務にజহするにमؚ

્શઇをষअਏऋँりऽす؛ಌにؚ
業ृ࿘௸ਃಉをઞ৷する業にజহするに
ৌしथमؚ৸ୋেઇをষअेअめऩऐो
यऩりऽच॒؛
ऩउؚ業ঢ়બの્શઇमؚઃのधउりद

すقௌ௮৸ୋে১ਸ਼��ਸ਼گඨ؛ك

●ௌ௮৸ୋেૠಋਸ਼ ��્قશઇを
ਏधする業務ك

６

安
全
衛
生
及
び
健
康
管
理

6 安全衛生及び健康管理
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ௐেௌ௮मَؚ ᅇಉ業にउऐる৸ৌੁのँり্にঢ়するਫ਼ୈভਾઔછ ਛقُ �0ফگাڲ
ਁكを౷ऽइؚௌ௮৸ୋেૠಋೣقਮ �7ফௌ௮ഥਸ਼ �2ಀ؛ਰ下َୋಋُधःअك؛の
をਫしऽした؛

؛ᅇのઉྫྷಉदયীऔोथःるؚॳख़ーン९ーにेるᅇಉの業務にબる્શઇをଁ合しऽすؙٳ
ऽたؚଁ合後の્શઇの時間ਯをੜृしऽす؛
ใに્શઇをఊ了しथःる্كپقमؚଁ合後の્શઇのఐ৯ののਭऋඊऔोऽす؛

特別教育（労働安全衛生規則第 36 条、特別教育規程第 10 条）

【
受
講
を
省
略
で
き
る
条
件
】

新
た
な
特
別
教
育
の
時
間
と
受
講
を
省
略
で
き
る
条
件
に
該
当
す
る
方
が
受
講
す
る
べ
き
時
間
の
対
比
表

�ᅇಉの業務にબる્શઇのఐ৯にणःथؚેীऩੴल৽ୡをથしथःるधੳめैोるਰ下のௌ௮كپق
⋇ؙਫのୋಋਸ਼ ��ਸ਼ڴಀにめる્શઇقكڭٮقたटしؚॳख़ーン९ーにঢ়するੴのఐ৯ؚ

ஷ૩लजのଆにঢ়するੴのఐ৯をஅिك؛をఊ了したௌ௮
⋈ؙਫのୋಋਸ਼ ��ਸ਼ڴಀにめる્શઇقكڭٮقたटしؚॳख़ーン९ーにঢ়するੴのఐ৯ؚ

ஷ૩लजのଆにঢ়するੴのఐ৯の൨্をऎك؛をఊ了したௌ௮
⋉ؙਫのୋಋਸ਼ ��ਸ਼ڴಀのڮにめるॳख़ーン९ーを৷ःथষअয়のᅇಉの業務にঢ়する્

શઇكڮٮقをఊ了したௌ௮
ऩउؚਫにेるৗたऩ્શઇのి৷قഥਮڮফڴাڭेكりにؚਫ後の્શઇのఐ৯の৸ྼ

मにणःथਭした্मؚਊჾਭしたఐ৯をి৷ਰఋにગ২ਭするਏमँりऽच॒؛

ٮق ৈઉྫྷऋ70FPਰのয়のᅇك1 ؚৈઉྫྷऋ20FPਰद ऊؚण ؚੱऋ෩しऎုしथःるয়のᅇؚ
णりऌりजの્ऩ্১にेるᅇྼमऊऊりदऊऊढथःるのৈઉྫྷऋ 20FPਰदँるु
のの૪৶の業務قᅇಉਃ༊のઈૡの業務をऎ؛ك

ٮق ؛كの業務をऎڭپقॳख़ーン९ーを৷ःथষअয়のᅇؚऊऊりの૪৶ྼमୗ౫の業務ك2

৾ఐఐ৯ ೧ 時間
੶【ਭをറदऌる੯】に
ჾਊする্ऋਭするसऌ時間

⋇ ⋈ ⋉
⋛�ᅇಉ業にঢ়するੴ

ᅇ倒の合�ೂの্১
時間ᅇ倒の্১�ऊऊりのரథलजの૪৶ڰ

時間ڮ
ୗ౫の্১�下࿔のજଆૃ৷保૧ಉのା৷ 時間ڭ 時間ڭ

⋜�ॳख़ーン९ーにঢ়するੴ

ॳख़ーン९ーのரథଡୗलඞः্১�ॳख़
ーン९ーのਡਫ਼लତの্১�९ーॳख़ーン
の৯য়थの্১

時間ڮ 時間ڮ

⋝�ஷ૩लजのଆにঢ়するੴ

ஷ૩のਉलඪ૾�ஷ૩のଆೈ઼ 時間ڮ 時間ڮ

⋞�ঢ়બ১ഥ
ୋ১ؚୋഥलୋಋরのঢ়બඨ 時間ڭ 時間ڭ 時間ڭ 時間ڭ

ৰૼఐ৯ ೧ 時間
੶【ਭをറदऌる੯】に
ჾਊする্ऋਭするसऌ時間
⋇ ⋈ ⋉

⋟�ᅇಉの্১
ୗ౫の্১

時間ᅇの্১�ऊऊりの૪৶の্১ڱ
時間ڮ

下࿔のજଆૃ৷保૧ಉのା৷ �0ী間 �0ী間
⋠�ॳख़ーン९ーのඝ

੦মඝ�ૢ৷ඝ 時間ڮ 時間ڮ
⋡�ॳख़ーン९ーのਡਫ਼लତ

ॳख़ーン९ーのਡਫ਼लତの্১�
९ーॳख़ーンの৯য়थの্১

時間ڮ 時間ڮ
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১ਸ਼��ਸ਼گඨのௐেௌ௮ഥदめる
૫ྼमથ૩ऩ業務मؚઃのधउりधする؛

ਸ਼౽の
ؙᅇಉਃ༊のઈૡ業務
ਸ਼౽のਕ
ؙষૐ౫ਃ༊のઈૡ業務�
ਸ਼
ؙਃ༊ૐ౫ಎ઼のઈૡ業務
ਸ਼の
ؙලಔཱૐ౫ಎ઼のઈૡ業務
ਸ਼ழ
ؙॳख़ーン९ーを৷ःथষअয়のᅇؚऊऊ
りの૪৶ྼमୗ౫の業務
ਸ਼ે
ؙৈऔڮওーॺルਰद業෫のਝ઼ऋऩ
場合ؚಊఋஓを৷ःथؚௌ௮ऋষअ業
にબる業務ك؛�0২のએをऎق

（5）定期自主検査及び特定自主検査
হ業मのਃ༊ಉにणःथमؚに

ঽਫ਼ਪをしऩऐोयऩりऽच॒؛ऽたؚऒो
ैのਃ༊ಉのअठইज़ーॡজইॺऩनにणःथ
मؚのৱતをથするにਡਫ਼औचる્ঽ
ਫ਼ਪをৰしऩऐोयऩりऽच॒؛

2 健康管理  

（1）労働者の健康の維持・増進
হ業मؚిऩ場୭のৰਠಉを通गथ

ௌ௮の೨を確保するेअにしऩऐोयऩり
ऽच॒قௌ௮৸ୋে১ਸ਼گ؛ك

（2）雇い入れ時及び一般健康診断の実施
হ業म常時ઞ৷するௌ௮にৌしؚୢపに

ेる೨൧をਭऐऔचऩऐोयऩりऽच॒؛
ৰमؚ౻ः入ो時धফڭقの業務म
�؛كௌ௮৸ୋে১ਸ਼��قदすكڭऊাにڲ
ঃーॺタイௌ௮ु ௌؚ௮৸ୋে১のَ 常
時ઞ৷するௌ௮ُにჾਊすोयؚजのૠに
੦तऌ೨൧をਭऐऔचऩऐोयऩりऽच
৬にम؛॒ ྼقফਰಲਢしथઞ৷するڭؚ
मઞ৷しथःるكदँढथؚڭౝ間のਚௌ
௮時間ऋ通常のௌ௮のڰীのگਰのऋჾ
ਊしऽす؛
ऒのअठؚ൧दमୢపऋਏऩःधੳ

めた場合मؚௐেௌ௮প෦のめた੦に੦त
ःथのඨ৯をറするऒधऋदऌऽす؛౻
ः入ो時൧にमؚୢపのਖ਼दറदऌるඨ
৯मँりऽच॒؛
ऩउؚ೨൧のટमௌ௮に通ੴしऩऐ

ोयऩりऽच ؛كڲௌ௮৸ୋে১ਸ਼��のق॒

（3）特殊健康診断について
業ௌ௮のअठؚॳख़ーン९ーಉをઞ৷す

るௌ௮にणःथमؚ౻ः入ोのؚਊჾ業務
षのଦ઼ఌइ時लڲনাਰओधにڭؚ
્೨൧をৰするऒधधऔोथःऽす�
قَ ॳख़ーン९ーઞ৷にൣअஷ૩ଆにणः
थ ೣقُ ��� �2�੦ڮ 1��ಀ؛ك

（4）事後措置について
೨൧のટؚਏऋँるधੳめるधऌम

ୢపྼमຓఐୢపのਔৄをྠ੧しؚ業場ਚの
ಌؚ業のૡఌؚௌ௮時間のಢೠऩनのೈ઼
をगऩऐोयऩりऽच॒قௌ௮৸ୋে১ਸ਼
��の؛كڱऽたَؚ ્に೨の保にめる
ਏऋँるधੳめるௌ௮ُにणःथमؚୢప
ृ保పにेる保導をষॎचるेअめる
ਏऋँりऽすقௌ௮৸ୋে১ਸ਼��の؛كڳ

（5）面接指導
時間ਗௌ௮ऋা�0時間をதइथउりؚௌ

のऋੳめैोるऋணলた場合मؚਓ業ୢ
ऩनにेるએம導をਭऐऔचऩऐोयऩりऽ
च॒قௌ௮৸ୋে১ਸ਼��の؛كڴ
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3 伐木作業等における危険防止（労働安全衛生法第 21 条）

（1）伐木造材等の作業について、事業
者は労働者の危険を防止するた
め、以下の措置を講ずる必要があ
ります。

ௌ௮৸ୋেૠಋਸ਼ �77 قᅇ業
にउऐる૫のଆૃك
ᅇಉਃ༊قহ業मؚᅇの業ؙڭ

にेる業をऎ؛ਰ下गك؛をষ
अधऌमؚয়をᅇ倒しेअधする
ௌ௮にؚजोझोのয়にणःथؚ
ઃのহඨをষॎचऩऐोयऩैऩः؛
ؙᅇ倒のにೂする場ਚをؚँ

ैऊगめؚ৭するऒध؛
ؙऊؚؚ॒णるؚલಉदؚ

ᅇ倒のजの業রに૫を
েङるതोのँるुのをり
ऎऒध؛

ਕؙᅇ倒しेअधするয়のৈઉ
ྫྷऋ 20७ンॳওーॺルਰदँ
るधऌमؚᅇஉઉྫྷのڰীのڭ
ਰのऔのਭऐઠをりؚऊ
णؚిਊऩऔの୯ःઠをる
ऒध؛ऒの場合にउःथؚૼ
にदँる場合をऌؚਭ
ऐઠध୯ःઠの間にमؚిਊऩ
்のજり残しを確保するऒध؛

য়をᅇ倒しेअधするௌ௮मؙؚڮ
ඨಀにൕげるহඨをষॎऩऐो
यऩैऩः؛

ௌ௮৸ୋেૠಋਸ਼ �7� قऊऊりの
૪৶の業にउऐる૫のଆૃك
হ業मؚᅇの業をষअ場合にؙڭ

उःथؚใにऊऊりऋেगथःる
場合ྼमऊऊりऋেगた場合मؚ
சृऊにਊჾऊऊりを૪৶قكڮ
しऩऐोयऩैऩः؛たटしؚசृ
ऊにਊჾऊऊりऋౕするऒधに
ेりௌ௮に૫ऋেङるᆽਚにउ
ःथؚਊჾ૪৶の業にజহするௌ
௮ਰਗのௌ௮ऋয়入るऒधをర
ૃしؚऊणजの຺をಐؚఏのਝ
઼ಉのೈ઼にेढथંした後ؚ
ऩऎؚ૪৶するऒधをुढथଌり
る؛

হ業मؚඨのૠに੦तऌௌ௮ؙڮ
にऊऊりの૪৶قكڮをষॎ
चる場合मؚऊऊりऋౕするऒ
धにेる૫をଆૃするためؚऊऊ
りにऊऊैोथःるয়をᅇ倒ق
औचؚྼमऊऊりにౕऔचكگ
るためにऊऊりਰਗのয়をᅇ倒
؛औचथमऩैऩःكڰق

ඨの૪৶の業にజহするௌ௮ڭਸ਼ؙگ
मؚऊऊりऋౕするऒधにे
る૫をଆૃするためؚऊऊりに
ऊऊैोथःるয়をᅇ倒قكگしؚ
ྼमऊऊりにౕऔचるためにऊ
ऊりਰਗのয়をᅇ倒قكڰし
थमऩैऩः؛

受け口
追い口

切り残し
の幅

胸高直径

伐根直径

切り残し
（つる）

伐倒方向

ਭऐઠؚ୯ःઠಉのঢ়બكڭق

ऊऊりの૪৶ك2ق ऊऊैोथःك�ق
るয়のᅇ倒

ऊऊりにౕऔचك�ق
るためにऊऊりਰ
ਗのয়のᅇ倒

ऊऊढथःるكڱق
の੪જり

�ିਔ!�َ ऊऊढथःるの੪જり ऊऊढた૾ଙのऽऽद੪જりをしؚએಉに下औचقُ
るऒधにेりؚऊऊりをਗすऒधق؛ككڱमؚ০ಹのਫにेりరૃऔोるुのद
मँりऽच॒ऋؚऊऊりの৸ऩ૪৶্১धमइऩःऒधにਔしथऎटऔः؛
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第 479 条（伐倒の合図）
হ業मؚᅇの業をষअधऌؙڭ

मؚᅇ倒にणःथの合を
めؚਊჾ業にঢ়બऋँるௌ௮
にఢੴऔचऩऐोयऩैऩः؛

হ業मؚᅇの業をষअ場合ؙڮ
にउःथؚਊჾয়のᅇ倒の業
にజহするௌ௮にؚँैऊगめؚ
ඨの合をষॎचؚのௌ௮
ऋೂしたऒधを確ੳऔचた後द
ऩऐोयؚᅇ倒औचथमऩैऩः؛

ඨのᅇ倒の業にజহするௌ௮ؙگ
मؚඨの૫をেङるതोの
ँるधऌमؚँैऊगめؚ合を
ষःؚのௌ௮ऋೂしたऒध
を確ੳした後दऩऐोयؚᅇ倒し
थमऩैऩः؛

第 480 条（造林作業における危険の防止）
ᅇಉਃقহ業मؚୗの業ؙڭ

༊にेる業をऎ؛ਰ下गك؛
をষअधऌमؚૡしؚྼमෟる
ऒधにेりؚਊჾ業にజহする
ௌ௮に૫をऻすതोのँる
ᅇ倒ؚજ౫ؚႶಉの౫
にणःथؚਊჾ業にజহするௌ
௮にؚऎःૃめؚຓૃめಉऒो
ैの౫ऋૡしؚྼमෟるऒध
にेる૫をଆૃするためのೈ઼
をगऔचऩऐोयऩैऩः؛

ඨの業にజহするௌ௮मؙؚڮ
ඨのೈ઼をगऩऐोयऩैऩ
ः؛

第 481 条（立入禁止）
হ業मؚୗؚᅇؚऊऊりؙڭ

の૪৶ؚୗ౫ؚఞचの業ق
௺౫ᅇলਃ༊にेる業を
ऎ؛ਰ下ऒのฆにउःथَୗಉ
の業ُधःअك؛をষढथःる場
ਚの下্दؚᅇ倒ؚજ౫ؚႶ
ಉの౫ऋૡしؚྼमෟる
ऒधにेる૫をেङるതोのँ
るधऒろにमؚௌ௮をয়入ैच
थमऩैऩः؛

হ業मؚᅇの業をষअ場合ؙڮ
मؚᅇ倒ಉऋౕするऒधにे
る૫をଆૃするためؚᅇ倒しे
अधするয়をরੱधしथؚਊჾ
য়のৈऔのڮにৼਊする
をྫྷधするのડにमؚ
のௌ௮をয়入ैचथमऩैऩः؛
كڲق

（図６）立入禁止の範囲
⋈ྫྷऋ⋇ৈのڮのの

كয়入రૃの೧ق

�ିਔ!য়をᅇ倒するधऌにमؚఢ
ఈの৸थのௌ௮に合にेり確に
ੲਾをষःؚয়入రૃの೧ऊैؚ
ᅇ倒業にజহするௌ௮ਰਗのௌ௮
ऋೂしたऒधの確ੳをජೲしथऎ
टऔः؛

হ業मؚऊऊりの૪৶をষअؙگ
場合मؚऊऊりऋౕするऒध
にेりௌ௮に૫ऋেङるതो
のँるधऒろにमؚਊჾऊऊり
の૪৶の業にజহするௌ௮ਰ
ਗのௌ௮をয়入ैचथमऩैऩ
ः؛

第 482 条（修羅による集材又は運材作
業における危険の防止）
ؙؙచ

第 483 条（悪天候時の作業禁止）
ؙহ業मؚਘ௯ؚপංؚপಉのப
ଠのためؚୗಉの業のৰにण
ःथ૫ऋ୳औोるधऌमؚਊჾ
業にௌ௮をజহऔचथमऩैऩः؛

⋇ৈ

⋈ྫྷ
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第 484 条（保護帽の着用）
হ業मؚୗಉの業をষअधؙڭ

ऌमؚ৬のఄਟྼम下にेる
ௌ௮の૫をଆૃするためؚਊ
ჾ業にజহするௌ௮に保૧ၣ
をା৷औचऩऐोयऩैऩः؛

ඨの業にజহするௌ௮मؙؚڮ
ඨの保૧ၣをା৷しऩऐोयऩ
ैऩः؛

第485条（下肢の切創防止用保護衣の用）
হ業मؚॳख़ーン९ーを৷ःथؙڭ

ষअᅇの業ྼमୗ౫の業を
ষअधऌमؚௌ௮の下࿔धॳख़ー
ン९ーの९ーॳख़ーンधのமඡに
ेる૫をଆૃするためؚਊჾ
業にజহするௌ௮に下࿔のજ
ଆૃ৷保૧قઃඨにउःथَ保
૧ُधःअك؛をା৷औचऩऐो
यऩैऩःق؛كڳ

ඨの業にజহするௌ௮मؙؚڮ
保૧をା৷しऩऐोयऩैऩः؛

�ିਔڭ!
द例ંした下࿔のજଆૃ৷كڳقؙ
保૧मؚએに९ーॳख़ーンにेる
ംをଆए保૧౫ऋ入ढथउりؚ-,6�
7�12��2 にి合するଆ૧६ンྼम
ಉਰのਙચをથするुのをઞ৷しथ
ऎटऔः؛ऽたؚௌ௮のମ৬に合ढた
१イ६のुのをା৷しथऎटऔः؛ใに
९ーॳख़ーンऋਊたढथྐऋਬऌলऔ
ोたुのऩनؚ保૧ਙચऋ下しथःる
ुのमઞ৷しऩःेअにしथऎटऔः؛

�ିਔڮ!
ؙॳকॵউ५をା৷するにਊたढथमؚ
めসૄの場合म৸थのめを確
ৰにめたदؚంకにङोऩःेअ
にؚి২にഁめહऐथା৷しथऎटऔ
ः؛ऩउ ؚ業রのనষಉにेり ॳؚকॵ
উ५ऋめऎोるऒधのऩःेअؚਈ下
のめऋଌにदऌるटऐःु
のをା৷しथऎटऔः؛

（図７）下肢の切創防止用保護衣

�ᅇୗಉの業にउऐるௌ௮の৸確پ
保のためのૠᏍஹଝ務मহ業にୖऔो
るधુにௌ௮にुୖऔो�7ق� ؚ��1
ल ��� をऎكؚ؛ ऒोैのૠୀખ
मௌ௮ु১ഥୀખにਖॎोるऒधにऩり
ऽす؛

3�2ௐেௌ௮ーঌー४َᅇع3�0ق
業ಉのௌ௮಼૩ଆૃ �KWWSV:��ZZZ�PKOZقُ
JR�MS�LQGH[�KWPOेكりਬ৷ك

墜落制止用器具（安全帯）に関して

にঢ়しୋಋಉك৸ఝقဥૃ৷ஓٳ
ऋਫऔोؚऒोऽद৸ఝを৷ःथষढ
थःた業にणःथम ဥؚૃ৷ஓق
মणりのঁーॿ५ಉكを৷ःるऒधऋଝ
務હऐैोऽした؛

たटしؚয়दの業दؚဥૃ৷ஓٳ
のઞ৷ऋ෩しऎऩ場合قইॵॡऋऊ
ऐैोऩः場合ऩनكにमؚဥૃ৷ஓ
のઞ৷に౹ॎるೈ઼धしथؚ8ஊणり৷
ჽঋルॺल保૧ၣのઞ৷ऩनにेりؚဥ
にेるௌ௮಼૩のଆૃೈ઼をষअਏऋ
ँりऽす؛
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ௌ௮৸ୋেૠಋਸ਼ٴ 1�1 の ��ق
業ੑك

হ業मؚ௺౫ᅇলਃ༊をؙڭ
৷ःथ業をষअधऌमؚँैऊग
めؚのૠにेる৹ਪにेりੴ
り੭たधऒろにిૢする業ੑ
をめؚऊणؚਊჾ業ੑにेり
業をষॎऩऐोयऩैऩः؛

ඨの業ੑमؚઃのহඨऋંऔؙڮ
ोथःるुのदऩऐोयऩैऩः؛
ؙઞ৷する௺౫ᅇলਃ༊の

ரథलચৡ
ؙ௺౫ᅇলਃ༊のઈষ৽ଡ଼
ਕؙ௺౫ᅇলਃ༊にेる業

の্১ल場ਚ
ؙௌ௮಼૩ऋেした場合のૢ

のೈ઼लം୰のဦଛの্১
ඨの業ੑをڭহ業मؚਸ਼ؙگ

めたधऌमؚඨਸ਼ڮಀलਸ਼گ
ಀのহඨにणःथঢ়બௌ௮にఢ
ੴऔचऩऐोयऩैऩः؛

車両系木材伐出機械

（2）機械集材装置、運材索道及び簡易
架線集材装置を設置したり、これに
よる作業を行うときは、労働者の危
険を防止するため、以下の措置を講
ずる必要があります。

⋇�業ཱ業ભを৭ભしؚਃ༊ૐ౫ಎ
઼ྼमઈ౫ดをਝ઼しेअधするधऌमؚ
ँैऊगめ業ཱ業ભに১ഥに
めैोたহඨをষॎचるऒध

⋈�ಎ઼ಉमؚ১ഥにめる੦にజअऒ
ध

⋉�ডイখটーউमؚ৸બਯਰのुのをઞ
৷するऒध

⋊�ਂిતऩডイখটーউमؚઞ৷しऩःऒध
⋋�ਃ༊ૐ౫ಎ઼の業ดにणःथमؚਚの
ೈ઼をङるऒध

⋌�ਃ༊ૐ౫ಎ઼にणःथमؚඕૌऍをଆૃす
るためのೈ઼をङるऒध

⋍�ਃ༊ૐ౫ಎ઼のૐ౫ਃྼमઈ౫ดのઈ౫
ਃにणःथमؚਚのೈ઼をङるऒध

⋎�ਈপઞ৷ૌؚਈপൗૌをৄृすःᆽ
ਚにંしؚௌ௮にఢੴするऒध

⋏�ੌয়؞ઈૡಉにउऐる合ಉのৰをජೲ
するऒध

⋐�ডイখーটーউの下दऋ下したりؚড
イখーটーউのഓડदؚডイখーটーউ
ಉऋఄਟするതोऋँる場ਚमؚௌ௮の
য়入りをరૃするऒध

⋑�ဦஓؚणりؚᑪಉのにௌ௮をଭच
ऩःऒध

⋒�ਘ௯ؚপංऩनのபଠ時にम業をষॎ
ऩःऒध

⋓�業ཱ業にणःथमؚ১ഥदめैो
たਡਫ਼をৰするऒध

⋔�ઈૡরमؚઈૡをઈૡਜ਼઼ऊैोऔच
ऩःऒध

⋕�業ཱ業をষअௌ௮にमؚ保૧ၣを
ା৷औचるऒध

ऊऊりの૪৶業にणःथमَؚپ ऊऊり
の૪৶の業にउऐるௌ௮಼૩ଆૃのための
फ़イॻছイン া2�ؚ੦گਛ1�ফقُ
0�2�001ಀكをසしथऎटऔः؛

（3）林業現場には、労働力の高齢化や
人手不足を踏まえ、次の車両系木材
伐出機械が導入されており、労働安
全衛生規則において作業方法、特別
教育など事業者が講ずべき具体的措
置が以下のとおり定められています。

■車両系木材伐出機械

ௌ௮৸ୋেૠಋਸ਼ٴ 1�1 の ��
عكଝقؙ 1�1 の كଓఊಉق111

■伐木等機械

ௌ௮৸ୋেૠಋਸ਼ٴ 1�1 の 112
عكᅇ業にउऐる૫のଆૃقؙ
ௌ௮৸ୋেૠಋਸ਼ٴ 1�1 の 11�
كୗ౫業にउऐる૫のଆૃقؙ

■走行集材機械

ௌ௮৸ୋেૠಋਸ਼ٴ 1�1 の 11�
عكডイখটーউの৸બਯقؙ
ௌ௮৸ୋেૠಋਸ਼ٴ 1�1 の 11�
كषのଭقؙ
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■架線集材機械

ௌ௮৸ୋেૠಋਸ਼ٴ 1�1 の 120
عكডイখটーউの৸બਯقؙ
ௌ௮৸ୋেૠಋਸ਼ٴ 1�1 の 12�
ك合قؙ

■機械集材装置及び運材索道

ௌ௮৸ୋেૠಋਸ਼ٴ 1�1 の 12�
عك৹ਪल੶ஈقؙ
ௌ௮৸ୋেૠಋਸ਼ٴ 1�1 の 1�1
ك৷ਗిقؙ

■簡易架線集材装置

ௌ௮৸ୋেૠಋਸ਼ٴ 1�1 の 1�2
عك৹ਪल੶ஈقؙ
ௌ௮৸ୋেૠಋਸ਼ٴ 1�1 の 17�
ك保૧ၣのା৷قؙ

ऩउؚ௺౫ᅇলਃ༊にेるௌ௮಼૩�
ऋেした場合のૢのೈ઼ؚം୰のဦଛ�
の্১にणःथؚௌ௮৸ୋেૠಋਸ਼ 1�1 
の ��؛ಀधしथ୯ਸऔोऽすڰのك業ੑق
௺౫ᅇলਃ༊ؙك1ق ᅇಉਃ༊ك2قؙ
ষૐ౫ਃ༊ؙك�ق ૐ౫ਃ༊ཱك�قؙ

4 振動障害の防止対策

5 林業リスクアセスメント

業にउःथमؚॳख़ーン९ーઞ৷ऩन
にஷ૩のেऋाैोऽすऋؚऒअした
ஷ૩のଆૃをるためにमؚਰ下にંす
ଆૃৌੁを合にङるਏऋँりऽす؛
⋇�ஷੵの৭のిਫ৲
ஷੵमؚदऌるटऐஷঞঋルの৵

औःुのを఼৷しؚにਡਫ਼ତをষ
अऒध
⋈�ஷੵのඝ時間ଵ৶ؚඝ্১のి
ਫ৲
ஷੵのඝにਊたढथमؚඝ時間

をడஹしؚの業धੌा合ॎचるऩनి
જऩ業ੑに੦तःथষअऒध؛ऽたؚ
ଆஷ保૧ृଆఠ保૧のઞ৷をජೲする
ऒध
⋉�業୭のତ
休ህਝृඬਝのઞ৷ಉにेりؚ

ഐಉの୶をऩऎするऒध

َ૫८টُを৯धし಼ؚ૩েのँる
૫のຸःলしにेりؚಅઍ૭ચজ५ॡ
लಅઍਂ૭জ५ॡにਯக৲しؚजのজ५ॡ
をるためڱమॳख़ॵॡق⋇૫ਏの
ຸःলしؚ⋈জ५ॡのৄुりؚ启জ५ॡの

⋊�೨ଵ৶
೨൧のৰؚిજऩহ後ೈ઼ऩ

नद೨ଵ৶をౄৰするऒध
⋋�৸ୋেઇ
ஷ業務にऊचるधऌृؚりඞअੵ

をಌするधऌमؚஷ૩ଆૃにणः
थਏऩઇをষअऒध
⋌�৸ୋেଵ৶৬
੶⋇ऊै⋋ऽदの業務ಉをষअ৸ୋ

েਤಉを৭ભしؚ৸ୋেଵ৶৬を
確য়するऒध

ऩउؚॳख़ーン९ーඞः業జহにৌ
しथमؚの્શઇऋਏにऩりऽす؛

௬ؚ⋊জ५ॡৌੁのਫ਼ୈधৰؚ⋋
ઍの੶ஈكのৰにेりؚँैऊगめ৬
ೈ઼をৄणऐলし಼ؚ૩ଆૃをるऒधधし
थःऽす؛
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1 女性 

（1）産前産後の休業等
⋇�ਓ休業
ઞ৷मؚڲౝ間قၚ႔の場合म1��ౝ

間كਰにলਓするのਙऋ休業をடし
た場合मؚजのਙを業औचथमःऐऽच॒
؛كඨڭௌ௮੦১ਸ਼��ਸ਼ق
⋈�ਓ後休業
ઞ৷मؚਉಋधしथਓ後ڴౝ間を৽ૌしऩ

ःਙを業औचथमःऐऽच॒قௌ௮੦১
ਸ਼��ਸ਼ڮඨ؛ك

（2）妊産婦等の就業の制限
ਓഎق႔রのਙलਓ後ڭফを৽

ૌしऩःਙكऋடした場合にमؚ時間ਗ؞
休ௌ௮ ؚఽ業をऔचथमऩりऽच॒؛ऽたؚ
ௌ௮時間द௮ऊचる場合दुؚடऋँ
ोयڭྼमڭౝ間の১ௌ௮時間をதइथ௮
ऊचるऒधमदऌऽच॒
؛كௌ௮੦১ਸ਼��ق
ਓഎにणःथमؚಟ৬ृၚుの保૧のた�

めؚඞःಉ႔ؚলਓؚᙥಉにથ૩
ऩ業務にणःथम ؚ業ऋऔोथःऽすقௌ
௮੦১ਸ਼��のگਸ਼ڭඨؚਙௌ௮੦ૠ
ಋڮ؛ك
ऽたؚਓഎਰਗのਙにणःथुؚ႔ྼ

मলਓにऊऊॎるਃચにથ૩दँる業務にणः
थमؚ業ऋऔोथःऽすقௌ௮੦১ਸ਼
��のگਸ਼ڮඨؚਙௌ௮੦ૠಋگ؛ك

（3）育児時間
ে後ڭফのেుをथथःるਙऋட

した場合मؚ通常の休ህ時間のऺऊにڭڮ
जोझोऩऎधु�0ীのు時間をଖइऩ
ऐोयऩりऽच॒قௌ௮੦১ਸ਼�7؛ك

（4）生理日の就業が著しく困難な女性
について

ে৶の業ऋ෩しऎऩਙऋ休ၿをட
した場合にमؚजのਙをে৶に業औच
るऒधमदऌऽच॒قௌ௮੦১ਸ਼��؛ك

（5）男女雇用機会均等法による規制
੬౻৷ਃভಉ১दमؚにਰ下のহඨ�

にणःथૠをしथःऽす؛
⋇�൳ૐ؞఼৷にणःथ

൳ૐ؞఼৷にउःथؚਙશを৶धする
୷શऋరૃऔोथःऽす؛

⋈�ଦ઼ ઇؚธಫؚૣ ਹௐে ౻ؚ৷ଙのಌؚ
ফؚؚੰ౻ಉ
ଦ઼؞ಊਤ؞ఋતؚઇธಫؚૣਹௐে �ؚ

ர؞౻৷ଙのಌृの൭တؚফ
लੰ౻ऩैलにௌ௮ీ৺のಌৗにणःथुؚ
ਙશを৶धする୷શऋరૃऔोथःऽす؛

⋉�ਙશਰਗのহをਏ੯धするೈ઼
੶の⋇ध⋈にൕげるহඨにঢ়するೈ઼�

दؚମশ؞৬؞৬ৡを൳ૐ؞఼৷੯に
するऒधؚૡ勤にૢगैोるऒधを合
の൳ૐ؞఼৷੯にするऒधؚૡ勤৽ୡऋ
ँるऒधをಊਤਏ੯धするऒधमؚ業務の
ຄষ્にਏदँるಉदऩऐोयؚग
थमऩैऩःधऔोथःऽす؛

⋊�ਓഎにৌする೨ଦൟଝ務
হ業にमؚې保導ྼम೨൧ਪを

ਭऐるためにਏऩ時間の確保ؚۑ保
導ྼम೨൧ਪにेる導হඨをஹるため
のೈ઼ऋଝ務तऐैोथःऽす؛

⋋�ฬፕؚ႔ؚলਓಉを৶धするਂਹஇ
ඞःのరૃಉ
ਙௌ௮ऋؚฬፕृ႔ؚলਓをした

ऒधを৶धしथするめをするऒध
मदऌऽच॒؛ऽたؚਙௌ௮ऋؚฬፕ
したऒधを৶धしथੰ౻するऒधुदऌ
ऽच॒؛ಌにؚਙௌ௮ऋؚ႔ؚলਓؚ
ਓ休業のடؚਓਓ後休業の੭ؚज
のಟਙ೨ଵ৶ೈ઼ಉをめたऒधを৶
धしथؚੰ౻जののਂਹஇඞःをす
るऒधुदऌऽच॒؛जしथؚऒोैを৶
धしऩःऒधをदऌऩःりमؚ
႔রलਓ後ڭফਰのਙௌ௮のੰ౻
म૮धऩりऽす؛

７

女
性

7 女性
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⋌�ਙௌ௮にબるೈ઼にঢ়する્例
كॡ३ঙン॔؞এ४ॸॕঈق
হ業ऋؚ場にহৰেगथःる੬間

のત୷をชਫするऒधにेढथ੬のಉऩਃ
ভୄ؞をৰସに確保するためにؚਙのा
をৌधするྼमਙをથਹにりඞअೈ઼
मؚ১ୀખधमऩكॡ३ঙン॔؞এ४ॸॕঈق
りऽच॒؛

（6）セクシュアルハラスメント及び
　　マタニティハラスメントの防止等
হ業にमؚ場にउऐる७ॡ३গ॔ルঁছ

५ওンॺقਙऋैचكのଆૃೈ઼लৼ
ษઠのਝ઼ಉऋଝ務હऐैोथःऽすقಉ১
ਸ਼11؛ك
হ業ऋଆૃすसऌ७ॡ३গ॔ルঁছ५ও

ンॺधमؚ⋇場दのਙऩにৌするௌ௮
のৌૢにेりؚजのௌ௮ऋؚௌ௮੯にण
ःथਂਹஇをਭऐるऒधقৌ७ॡ३গ॔ル
ঁছ५ওンॺؚك ⋈場दのਙऩにेりؚ
ௌ௮の業୭ऋ૩औोるऒधق୭७ॡ
३গ॔ルঁছ५ওンॺكಉदす؛

【७ॡ३গ॔ルঁছ५ওンॺल႔؞লਓ؞
ు休業ಉにঢ়するঁছ५ওンॺଆૃೈ઼धৼ
ษઠのਝ઼】
হ業मؚ場दの७ॡ३গ॔ルঁছ५ওン

ॺलঐタॽॸॕঁছ५ওンॺのଆૃೈ઼を
गऩऐोयऩりऽच॒؛
⋇�ঁছ५ওンॺのઍधधुにঁছ५ওンॺ
ऋँढथमऩैऩः຺の্ଉを確৲しؚ
ଵ৶؞૰をஅिௌ௮にఢੴ؞ཟす
るऒध؛

⋈�ষನにৌしथؚడਫにৌ૪する຺の্ଉ؞
ৌ૪のઍを業ૠಋಉにૠしؚଵ৶؞
૰をஅिௌ௮にఢੴ؞ཟするऒध؛

⋉�ৼษઠをँैऊगめめௌ௮にఢੴす
るऒध؛ঃডーঁছ५ওンॺのৼษઠध
੪にਝ઼しथुेः؛

⋊�ษઠ૿ਊऋؚৼઍृ૾யにૢगిજ
にৌૢदऌるेअにするऒध؛ऽたؚઁऎ

ৼにৌૢするऒध؛
⋋�ৼのணলऋँढた場合मؚহৰঢ়બをဌ
சऊणਫ確に確ੳするऒध؛

⋌�হৰ確ੳऋदऌた場合मؚষನल૩
にৌするೈ઼をిਫにষअऒध؛

⋍�ગଆૃにऐたೈ઼をङるऒध؛
⋎�ৼ؞ষನಉのউছイバ३ーを保૧す
るためにਏऩೈ઼をगؚఢੴするऒध؛

⋏�ৼしたऒधؚহৰঢ়બの確ੳにੈৡした
ऒधಉを৶धするਂਹஇऩඞःをষढ
थमऩैऩः຺をめؚఢੴするऒध؛

⋐�ঁছ५ওンॺのਉृూବधऩढथःるਏ
をੰするためのೈ઼をङるऒध؛
ऩउؚୣാद業するୣാௌ௮にण

ःथमؚୣാुহ業धाऩしथؚঁছ
५ওンॺଆૃೈ઼ଝ務ಉऋి৷औोऽす؛
ऽたؚ১ਫलௐেௌ௮ऋめるଉの

ਫにेりؚ੶にਸइथؚহ業؞ௌ௮म
ਰ下のহඨにめるऒधऋ確৲औोऽした؛
⋇�হ業मؚঁছ५ওンॺにৌするௌ௮の
ঢ়ੱध৶ੰをめるधधुにؚਊჾௌ௮
ऋのௌ௮にৌするにਏऩିਔを
௸अेअؚଢ଼ఊのৰजののਏऩଦൟ
をするऺऊؚবのङるೈ઼にੈৡするे
अめऩऐोयऩैऩः؛

⋈�হ業قजのऋ১যदँる場合にँढथ
मؚजの૽৩كमؚঽैुؚঁছ५ওンॺ
にৌするঢ়ੱध৶ੰをめؚௌ௮にৌす
るにਏऩିਔを௸अेअにめऩऐ
ोयऩैऩः؛

⋉�ௌ௮मؚঁছ५ওンॺにৌするঢ়ੱध৶
ੰをめؚのௌ௮にৌするにਏ
ऩିਔを௸अधधुにؚহ業のङる౻
৷ଵ৶ਏऩೈ઼にੈৡするेअにめ
ऩऐोयऩैऩः؛

⋊�হ業मؚのহ業ऊैਊჾহ業の
ङる場にउऐるਙऩにକするਖ
にঢ়する౻৷ଵ৶のೈ઼のৰにঢ়し
ਏऩੈৡをめैोた場合にमؚऒोに
ૢङるेअにめऩऐोयऩैऩः؛
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2 育児・介護休業法の概要

（1）育児休業とは
ు休業धमؚௌ௮ऋୃڭにたऩःを

ുするための休業दす؛হ業मؚௌ௮ऊ
ैணলऋँढた場合म ؚڭযにહऌਉಋڭؚ
ు休業を੭औचऩऐोयऩりऽच॒؛
ऽたؚऋୃڭをதइथु休業ऋਏधੳめ

ैोるの場合ق例इयؚ保ਚに入ਚをൌ
しथःるऋ入ਚदऌऩः場合ऩनكにमؚௌ
௮मؚऋڲୃڭऊাにするऽदڲୃڭق
ऊাदु入ਚदऌऩऐोयୃڮऽदك休業する
ऒधऋदऌऽす؛
ऽたؚ೯ಟऋधुにు休業を੭するऩन

のਏ੯をたした場合मؚऋڮୃڭऊা
にするऽदの間にڭফ間のు休業ऋ੭द
ऌऽす؛

ःङोのঁছ५ওンॺुؚௌ௮のযતਥを
૩するୀ১ষನदす؛జढथؚঁছ५ওンॺ
मؚजのਸ૩ऋਂ১ষನに੦तऎ૩ुؚज
の૩にणःथઞ৷ிભقড়১ਸ਼ 71�ك
をअऒधऋँりऽす؛ऽたؚઞ৷मؚௌ௮
ऋঁছ५ওンॺの૩をਭऐるऒधऩऎؚଐ
ऩ୭दௌदऌるेअに場をତするଝ
務ق場୭৹ତଦൟଝ務كऋँりؚঁছ५
ওンॺのেऋऒのଝ務をဵढたुのधऔो
थؚ૩๖をடऔोるऒधऋँりऽす؛

（7）女性活躍推進法
ਙણඩਤ১に੦तऌؚব؞্ਁુ੮৬ؚ

�01যਰのপ੫業मؚⓋঽのਙのણඩに
ঢ়する૾யཔୖ؞ীෲؚⓌजのୖをੰৠ
するのにऴऔॎしःਯக৯ఏधੌをాり॒
टষੑのੁ؞ඍল؞ఢੴਁ؞ؚⓍঽ
のਙのણඩにঢ়するੲਾのਁをষॎऩऐो
यऩりऽच॒�00قযਰ下のর৵੫業मৡଝ
務؛ك

（2）介護休業とは
ஂ૧休業धमؚௌ௮ऋஂ૧をਏधするੇ

ఔをஂ૧するための休業दす؛হ業मؚௌ௮
ऊैணলऋँढた場合मؚৌधऩるੇఔڭ
যにહऌؚ常時ஂ૧をਏधする૾ଙにඹるओ
धにگق通しथభस��ऽदஂك૧休業
を੭औचऩऐोयऩりऽच॒؛

ऽたؚষੑのඍলをষःؚਙのણඩ
ਤにঢ়するੌのৰ૾யऋરଐऩ੫業にणः
थमؚணடにेりؚௐেௌ௮প෦のੳをਭऐ
るऒधऋदऌऽす؛ੳをਭऐた੫業मؚௐে
ௌ௮প෦ऋめるੳঐーॡをૹષऩनにહす
るऒधऋदऌऽす؛
ಌにؚഥਮ੪ফの১のਫにेりؚഥਮڰ

ফڰাڭेりؚಹহ業ষੑのੁ؞
ඍলଝ務लঽのਙણඩにঢ়するੲਾਁ
のଝ務のৌऋؚ常時౻৷するௌ௮ऋ �01
যਰऊै101যਰのহ業にఁপऔोऽ
す؛
ऽたؚഥਮڮফڲাڭेりؚ常時౻৷する

ௌ௮ऋ�01যਰのহ業मؚੲਾਁඨ
৯にणःथؚ⋇業েણにঢ়するਃভのに
ঢ়するৰౚؚ⋈業েણधੇ൦েણधのয়に
ৱする౻৷୭のତにঢ়するৰౚのયীऊ
؛ඨ৯ਰਁするऒधधऔोऽしたڭै
ਸइथؚਙのણඩਤにঢ়する૾யಉऋર

ଐऩহ業の্षのੳقइるऻしੳेكり
ुのৈःَউছॳॼइるऻしُੳऋਝ
औोऽしたقഥਮڮফڲাڭষ؛ك
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（3）期間雇用者の場合
जोझो下੶の⋇ٔ⋈しऎमؚ⋇ٔ⋉を

たす間౻৷にणःथमؚుஂ؞૧休業
のৌधऩりऽす؛

ు休業 ஂ૧休業

⋇ؙのহ業にਬऌਢऌ౻৷औोた間ऋ
؛ফਰदँるऒधڭ

⋈ؙऋڲୃڭऊাに
するऽदにௌ
௮ీ৺間ऋ了
しؚಌৗऔोऩः
ऒधऋैऊदऩ
ःऒध؛

⋉ؙஂ૧休業৫始
ऊैକしथ��
৽ૌऊैڲऊ
াを৽ૌするऽ
दにௌ௮ీ৺間
ऋ了しؚಌৗऔ
ोऩःऒधऋै
ऊदऩःऒध؛

（4）時間外労働・深夜業の制限
৵৾ૅ৾のをുするௌ௮ྼमੇఔ

ஂ૧をষअௌ௮ऊैடऋँढた場合मؚڭ
ऊা2�時間ؚڭফ1�0時間をதइथ時間ਗௌ
௮をऔचるऒधमदऌऽच॒؛
ऽたؚऒोैのௌ௮ऊैடऋँढた場合

にमؚఽௌ௮قଏ後10時عଏڱ時ऽदの
ௌ௮كをऔचるऒधमदऌऽच॒؛

（5）所定労働時間の短縮
হ業मؚୃگにするऽदのをുする

ௌ௮にৌしؚௌ௮ऋൌすोयਹ৷दऌる
時間धするೈ઼をஅिڲのਚௌ௮時間をڭ
ಢ時間勤務২をਝऐऩऐोयऩりऽच॒؛
ऽたؚੇఔஂ૧をষअௌ௮にৌしथमؚਏ

ஂ૧૾ଙにँるৌੇఔをஂ૧するజ業৩ऋൌ
すोयਹ৷दऌるಢ時間勤務২ಉのೈ઼ध
しथؚ
⋇�ಢ時間勤務২
⋈�ইঞॵॡ५タイ
⋉�始業؞終業時刻の繰げ؞繰下げ
⋊�ஂ૧१ーঅ५ા৷のஃਛؚजのऒोに
ङるೈ઼

のःङोऊのೈ઼をगऩऐोयऩりऽच॒؛

（6）所定外労働の免除
にするऽदのをുするௌ௮ྼमୃگ

ੇఔஂ૧をষअௌ௮ऊैணলऋँढた場合ؚ
जのௌ௮をؚਚௌ௮時間をதइथௌ௮औच
थमऩりऽच॒؛

（7）子の看護休暇
৵৾ૅ৾のをുするௌ௮ऊैண�

লऋँढた場合ؚ৵৾ૅ৾のऋڭযऩै
ফڱؚڮযਰऩैফ10ؚ休ၿを੭औ
चऩऐोयऩりऽच॒؛のംृം୰ਰਗに
ुଆமரृ೨൧ऩनؚႈ୰のଆにঢ়す
る৯दु่૧休ၿम੭दऌऽす؛

（8）介護休暇
ਏஂ૧૾ଙにँるৌੇఔのஂ૧をষअௌ�

௮ऊैணলऋँढた場合ؚਏஂ૧૾ଙのৌ�
ੇఔऋڭযऩैফڱؚڮযਰऩैফ10�
休ၿを੭औचऩऐोयऩりऽच॒؛ৌੇ
ఔのஂ૧ृ通ಉのહऌःಉにৌૢする৯
दؚஂ૧休ၿम੭दऌऽす؛
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1 パートタイム・有期雇用労働法
௮ऌ্ঢ়৴১にेりഥਮڮফڰাڭे

りؚঃーॺタイௌ௮১にௌ௮ీ৺১ਸ਼20
ಉの౾ૠをষ؞ৗਝしたदَؚ ಢ時間ௌ
௮लથ౻৷ௌ௮の౻৷ଵ৶のఒಉに
ঢ়する১ にめؚكથ১؞ਰ下ؚঃーॺقُ
ਫૠ౻৷ௌ௮धঃーॺؚથ౻৷ௌ௮धの
ୄ୷ऋਂ合৶ऊ౯ऊにणःथؚرのୄ
にਊჾୄのਙସ؞৯にසैしؚిજधੳめ
ैोるহੲをઅൟしथਖ਼औोるसऌ຺を確
৲するऒधधऩりऽした؛
ঃーॺ؞થ১にेるध ಢؚ時間ௌ௮قঃー

ॺௌ௮كधमَؚ ౝ間のਚௌ௮時間ऋڭ
のহ業ਚदரの業務にజহする通常のௌ௮
のڭౝ間のਚௌ௮時間にૻしಢःௌ௮
ҧقঃーॺ؞થ১ਸ਼ڮكをःःऽす؛した
ऋढथؚ通常のௌ௮قःॎॅるਫ৩كにૻ
सथڭౝ間のਚௌ௮時間ऋしदुಢःௌ௮
मؚঃーॺ؞થ১のి৷をਭऐऽす॔؛ル
バイॺधళูऔोथःथुؚऒのଝにჾਊす
るमؚಢ時間ௌ௮धしथঃーॺ؞થ১ऋ
ి৷औोऽす؛১दથ౻৷ௌ௮धमহ業
ध間のめのँるௌ௮ీ৺をഁしथःる
ௌ௮をःःऽす؛ऒअしたਫ৩धశਫૠ౻
৷ௌ௮の間のਂ合৶ऩୄ୷をऩऎしؚௌ௮
ऋनのेअऩ౻৷ଙを৭උしथुୄにವ
੭しथ௮ऌਢऐैोるेअؚःॎॅるَௌ
௮൛সُをৰਠするためؚഥਮ2ফ �া 1
にَঃーॺ؞થ১ُऋষऔोؚഥਮ�ফ
�া 1ऊैमর৵੫業にुి৷औोऽした؛
ঃーॺ؞થ১दॎढた�णのএインॺध

しथؚ⋇ਂ合৶ऩୄ୷をరૃؚ⋈ୄにঢ়す
るହଝ務をਘ৲ؚ启ਂ合৶ऩୄ୷ಉにঢ়す
るௌઞ間のॺছঈルੰৠのためؚষにेる
ଥੰৠରஃ২のਹ৷ऋ૭ચ ऋؚँげैोऽす؛
ಢ時間؞થ౻৷ௌ௮ध通常のௌ௮のௌ

௮੯のৼୀऋਂ合৶दँるऊनअऊमؚௌ௮
੯ओधにਖ਼औोऽす؛ௐেௌ௮のੰに
ेोयؚ通勤ুਊのથ૮ृ৸ୋেのೈ઼ऩन
मؚௌ௮੯のৼୀऋਂ合৶धऔोる૭ચਙऋ
ৈःधऔोथःऽす؛ऽたؚਖ਼例दमؚ業務
ઍに୷のऩःਫ৩धీ৺৩のॻছイバーに
ঢ়するহ੧にउःथؚ૮হুਊؚ業ুਊؚ
ஔ୫ুਊؚ勤ুਊؚ通勤ুਊのీ৺৩にৌ
するਂ੍ஔऋਂ合৶धऔोथःऽすقਈਖ਼
�0���1ؚঁঐय़ঙक़ঞॵॡ५হ੯؛ك
ಢ時間؞થ౻৷ௌ௮लୣാௌ௮に

ৌするਂ合৶ऩୄのరૃಉにঢ়するଉق
ःॎॅるَௌ௮൛সफ़イقك��0�12�2
ॻছイン ऋੁऔोथउりؚহ業मऒोكُ
をᏍஹしऩऐोयऩりऽच॒؛फ़イॻছインम
੫業؞੮৬にउऐるःॎॅるਫૠ౻৷ௌ௮
धశਫૠ౻৷ௌ௮धの間दؚୄ୷ऋோ
する場合にؚनのेअऩୄ୷ऋਂ合৶ऩुの
दँりؚनのेअऩୄ୷ऋਂ合৶ऩुのदऩ
ःのऊをંしथःऽす؛ऒのऒधにणःथؚ๕
ऩহ例धしथତ৶दऌるुのにणःथमؚ
ਖधऩैऩः例؞ਖधऩる例धःअद
৬例をંしथःऽす؛
ऽたؚௌ௮൛সをめएるਈৈଇਖ਼ৠ

を౷ऽइथउऎऒधुਏदす؛ഥਮ2ফ 10
াにमؚপଚୢఐఇఐপ৾হ੯ؚওॺট॥ঐー
५হ੯ؚমഖহ੯धؚਫ৩धశਫૠ౻৷
धのୄ୷ऋଥਡधऩढたଇਖ਼のਖ਼ৠऋৼઃः
दলऔोऽした؛ऒोैのઅइ্मௌ௮
൛সのりੌाにउःथઅにऩりऽす؛た
टしਖ਼ৠमँऎऽदुহ੯ओधのਖ਼दすの
दؚঽにਊथमめथઅइる場合मඦにਫ਼ୈ
しؚ০後のভੲિुିଳしथःऎऒधऋপ
જदす؛

８
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8 パートタイム・有期雇用労働法・
    労働者派遣法
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（1）雇い入れ時の労働条件の明示
হ業मಢ時間؞થ౻৷ௌ௮を౻ः入ो

た場合にम ⋇ؚಊஔのથ૮ ⋈ؚুਊのથ૮ؚ
⋉ೖଖのથ૮ؚ⋊౻৷ଵ৶のఒにঢ়するহඨ
にબるৼษઠಉにणःथધછઐહಉにेり
ંしऩऐोयऩりऽच॒قঃーॺ؞થ১ਸ਼ڲ
ਸ਼ڭඨ؛ك

（2）就業規則の作成・変更時の意見聴
取努力義務

হ業मؚಢ時間؞થ౻৷ௌ௮にબるহ
ඨにणःथ業ૠಋをਛしؚྼमಌしेअ
धするधऌमؚਊჾহ業ਚにउःथ౻৷するಢ
時間؞થ౻৷ௌ௮のૌਯを৻するधੳ
めैोるुののਔৄをലऎेअにめऩऐोय
ऩりऽच॒قঃーॺ؞થ১ਸ਼ڳ؛ك

（3）短時間・有期雇用労働者と通常の
労働者との間の不合理な待遇の相
違の禁止

৸थのಢ時間؞થ౻৷ௌ௮をৌधした
َୄのਉಋُधしथؚহ業ऋؚ౻৷するಢ
時間થ౻৷ௌ௮のୄध通常のௌ௮のୄ
धをৼୀऔचる場合मؚजのୄのৼୀमؚ
務のઍؚ務のઍ؞ଦ઼のಌの೧ؚ
जののহੲをઅൟしथؚرのୄにؚज
のਙସ؞৯にසैしथਂ合৶धੳめैोるु
のदँढथमऩりऽच॒قঃーॺ؞થ১ਸ਼ڴ
؛ك

（4）通常の労働者と同視すべき短時間・
有期雇用労働者の差別的取扱禁止

務のઍऋ通常のௌ௮धのಢ時間؞
થ౻৷ௌ௮ق務ઍಢ時間؞થ౻
৷ௌ௮كदँढथؚਊჾহ業ਚにउऐるຯষ
जののহੲऊैाथؚਊჾহ業धの౻৷ঢ়
બऋ終了するऽदの৸間にउःथؚजの務
のઍलଦ઼のಌの೧ऋਊჾ通常のௌ௮
の務のઍलଦ઼のಌの೧धの
೧दಌऔोるऒधऋৄऽोるق通常の
ௌ௮धଳすसऌಢ時間؞થ౻৷ௌ௮ك
にणःथमؚಢ時間؞થ౻৷ௌ௮दँるऒ
धを৶धしथؚ੦মஔؚೖଖजののୄの
जोझोにणःथؚ୷શඞをしथमऩりऽ
च॒قঃーॺ؞થ১ਸ਼ڵ؛ك

（5）賃金決定時の努力義務
হ業मؚ通常のௌ௮धのཀྵをઅൟしण

णؚजの౻৷するಢ時間؞થ౻৷ௌ௮ق通
常のௌ௮धଳすसऌಢ時間؞થ౻৷ௌ௮
をऎك؛の務のઍؚ務のਛટؚਔඟؚ
ચৡྼम৽ୡजのの業のৰଙにঢ়するহඨ
をྠ੧しؚजの൛সق通勤ুਊजののௐেௌ
௮ഥदめるुのをऎك؛をৠするेअ
にめऩऐोयऩりऽच॒قঃーॺ؞થ১ਸ਼
10؛ك

（6）教育訓練
ਰ下のઇธಫにબるೈ઼ऋؚಢ時間؞થ

౻৷ௌ௮にणःथి৷औोऽす؛
⋇�হ業मؚ通常のௌ௮にৌしथৰする
ઇธಫदँढथؚਊჾ通常のௌ௮ऋజ
হする務のຄষにਏऩચৡをહଖする
ためのुのにणःथमؚ務ઍಢ時
間؞થ౻৷ௌ௮ق通常のௌ௮धଳ
すसऌಢ時間؞થ౻৷ௌ௮をऎك؛ऋ
ใにਊჾ務にਏऩચৡをથしथःる場
合जののഥदめる場合をऌؚ務
ઍಢ時間؞થ౻৷ௌ௮にৌしथ
ु ऒؚोをৰしऩऐोयऩりऽच॒قঃー
ॺ؞થ১ਸ਼11ਸ਼ڭඨ؛ك

⋈�হ業मؚથ১ঃーॺ؞થ১ਸ਼11ਸ਼
ඨにめるुののऺऊؚ通常のௌ௮धڭ
のཀྵをઅൟしणणؚजの౻৷するಢ時間؞
થ౻৷ௌ௮の務のઍؚ務のਛટؚ
ਔඟؚચৡल৽ୡजのの業のৰଙに
ঢ়するহඨにૢगؚਊჾಢ時間؞થ౻৷
ௌ௮にৌしथઇธಫをৰするेअに
めऩऐोयऩりऽच॒قਸ਼ڮඨ؛ك

（7）福利厚生
ૣਹௐেਝのਹ৷にणःथのଦൟଝ務मؚ

のૣਹௐেਝにणःथमਹ৷ਃভのહଖ
ଝ務にਘ৲したदؚಢ時間؞થ౻৷ௌ௮
にणःथి৷औोऽす؛
হ業मؚ通常のௌ௮にৌしथਹ৷のਃভ

をଖइるૣਹௐেਝदँढथؚ೨の保ྼ
म業務のෟऩຄষにৱするुのधしथௐেௌ
௮ഥदめるुのقஔ୫ਝؚ休ህؚಌ
كにणःथमؚजの౻৷するಢ時間؞થ౻
৷ௌ௮にৌしथुؚਹ৷のਃভをଖइऩऐो
यऩりऽच॒قঃーॺ؞થ১ਸ਼12؛ك
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（8）通常の労働者への転換の促進
হ業मؚ通常のௌ௮षのૡఌをਤする

ためؚजの౻৷するಢ時間؞થ౻৷ௌ௮に
णःथؚઃのःङोऊのೈ઼をगऩऐोयऩ
りऽच॒قঃーॺ؞થ১ਸ਼1�؛ك
⋇�通常のௌ௮の൳ૐをষअ場合にउःथؚ
ਊჾ൳ૐにબるহ業ਚにൕંするऒधಉに
ेり जؚのऋజহすसऌ業務のઍ ൛ؚসؚ
ௌ௮時間जののਊჾ൳ૐにબるহඨをਊ
ჾহ業ਚにउःथ౻৷するಢ時間؞થ౻
৷ௌ௮にఢੴするऒध؛

⋈�通常のௌ௮のଦ઼をৗたにষअ場合にउ
ःथؚਊჾଦ઼のൌをணলるਃভをਊჾ
ଦ઼にબるহ業ਚにउःथ౻৷するಢ時間؞
થ౻৷ௌ௮にৌしथଖइるऒध؛

⋉�のৱતをથするಢ時間؞થௌ௮を
ৌधした通常のௌ௮षのૡఌのための
ୡ২をਝऐるऒधजのの通常のௌ௮
षのૡఌをਤするためのೈ઼をङる
ऒध؛

（9）待遇についての説明義務の強化
⋇�হ業मؚಢ時間؞થ౻৷ௌ௮を౻ः
入ोたधऌमؚசृऊにؚ൛সृઇธಫ
ಉにঢ়しङるऒधधऔोथःるೈ઼の
ઍにणःथؚಢ時間؞થ౻৷ௌ௮にହ
しऩऐोयऩりऽच॒قঃーॺ؞થ১
ਸ਼1�؛ك

⋈�হ業मؚಢ時間؞થ౻৷ௌ௮ऊै
めऋँढたधऌमؚಢ時間؞થ౻৷ௌ௮
ध通常のௌ௮धの間のୄのৼୀの
ઍल৶ధलに൛সಉにঢ়するৠをす
るにਊたढथઅൟしたহඨにणःथؚಢ時
間؞થ౻৷ௌ௮にହしऩऐोयऩり
ऽच॒؛

⋉�হ業मؚಢ時間؞થ౻৷ௌ௮ऋ⋈の
めをしたऒधを৶धしथؚಢ時間؞થ
౻৷ௌ௮にৌしथੰ౻जのਂਹ
ඞをしथमऩりऽच॒؛

（10）行政による履行確保、紛争解決
制度等

ঃーॺ؞થ১ਸ਼1�にؚಢ時間؞થ౻
৷ௌ௮を౻৷するহ業にৌするষにेる
ਾઔのඉઽؚஃؚ導ؚ൭ઔ২ऋਝऐैो
ऽした؛すऩॎठؚଥੰৠقঃーॺ؞થ১
ਸ਼22ع 2�كにणःथؚ⋇ಢ時間؞થ౻
৷ௌ௮ऊैのౙੲ૪৶ணলにબるౙੲ૪৶ਃ
ঢ়のਝ઼ಉ ঽؚੰৠのৡଝ務ऋୖचैोؚ
⋈ಢ時間؞થ౻৷ௌ௮धহ業धの間の
ଥੰৠのためのষにेるؚஃؚ導ؚ൭ઔؚ
ଥ৹৩ভにेる৹のৰਂق合৶ऩୄ
ત୷のరૃૠをஅिكにणःथのૠऋਝ
ऐैोऽした؛
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2 有期雇用労働者の無期転換制度
થీ৺ௌ௮のీ৺間のめにणःथ

मڮฆのڮदؚથௌ௮ీ৺のಌৗ後の౻ૃ
めलీ৺間রのੰ౻にणःथमڮฆल
ऒऒदमؚௌ௮ీ؛ฆにथହしथःऽすڵ
৺১ਸ਼ 1� のથௌ௮ీ৺の૮ૡఌ২
にणःथହしऽす؛

（1）有期雇用の無期雇用への転換制度
ௌ௮ీ৺১ਸ਼ 1�ਸ਼ڭඨमؚのઞ৷

धの間のથௌ௮ీ৺の間を通しथڱফ
をதइるௌ௮ऋؚਠにഁしथःるથీ
৺の間了ऽदにؚ間のめのऩःௌ
௮ీ৺のഁのணाをしたधऌमؚઞ৷
मీ৺間をःथのௌ௮੯दؚਊჾ
ணाをഅဍしたुのधाऩすधしथःऽす؛
ऒの通間मؚਛ 2� ফڰাڭਰఋに

ഁऔोたથௌ௮ీ৺をକਡधしऽす؛
たटしؚీ৺間ऋ通ڭফਰのથௌ

௮ీ৺の後にڲऊাਰの૬ஜ間قॡーজ
ンॢ間كऋँるधऌमؚのથௌ௮ీ৺
の間म通औोऽच॒ڭ؛ফのથௌ
௮ీ৺にणःथऒの間मؚजのీ৺間の
ীऋॡーজンॢ間धऩりऽすڮقऊাਰ
下のీ৺間दुॡーজンॢ間मڭऊা؛
ௌ௮ీ৺১ਸ਼ 1�ਸ਼ڮඨ؛ك

（2）無期転換後の労働条件
౻৷ঢ়બऋڱফをதइる場合मؚௌ௮の

ணाにेढथؚથ౻৷मजの間の了
後ؚ૮౻৷にૡఌऔोऽす؛ऒのணाम
ઠ୍दु১मથदすऋؚॺছঈルଆૃ
のためにછએद確ੳする্ऋेःदしॆअ؛

मௐেௌ௮জーইঞॵॺَௌ௮ీ৺১ਫのএインॺُेり
KWWSV:��ZZZ�PKOZ�JR�MS�VHLVDNXQLWVXLWH�EXQ\D�NR\RXBURXGRX�URXGRXNLMXQ�NHL\DNX�NDLVHL�GO�K2�0�2��01�SGI
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3 労働者派遣

（1）労働者派遣とは
ௌ௮ୣാधमؚௌ௮ୣാ১ୣقാ১كに

੦तःथௌ௮ୣാহ業ୣقാ੪كधௌ௮
ୣാీ৺をलؚऒोにेढथௌ௮のୣാを
ਭऐるुのदす؛
ୣാ੪হ業قःॎॅるୣാভكमؚௐে

ௌ௮প෦のಅ૭をਭऐऩऐोयऩりऽचؙؙ॒؛
ਰम ඍؚলにेるୣാ業ुँりऽしたऋؚ

ਛ27ফのୣാ১ਫにेりؚୣാহ業मす
सथಅ૭धऩりऽした؛
ୣാௌ௮のௌ௮ీ৺मୣാ੪ভधのाਛ

য়しୣقാ১ਸ਼ڮڭಀؚك ୣാधୣാௌ௮
धの間にम౻৷ঢ়બमँりऽच॒؛

૮౻৷षのૡఌした後のௌ௮੯मؚਉಋ
धしथؚజのुのधधऔोथःऽす؛た
टしؚి১にめैोたௌ௮ੈ৺ؚ業ૠಋ
लرのௌ௮ీ৺にेढथَؚ શのめُध
しथؚணा時ਡのથௌ௮ీ৺のௌ௮੯ध
౮ऩるௌ௮੯をめるऒधम૭ચधऔोथः
ऽすقௌ௮ీ৺১ਸ਼ 1�؛ك例इयؚથௌ
௮ీ৺にमফのめऋऩःधऒろؚ૮ૡఌ
後のௌ௮にফをి৷する場合にَؚ શ
のめُधしथফをਝするऒधम合৶ਙऋ
ᆾऔोるधઅइैोऽす؛
ऩउؚ૮ૡఌルールのి৷をਔにೂऐ

るऒधを৯धしथؚ૮ૡఌணਥऋেす
るに౻ૃめृీ৺間রのੰ౻ಉをষअऒध
मؚௌ௮ీ৺১のະ຺にසैしथऽしःुの
दमँりऽच॒؛

ୣാम ௌؚ௮ୣാీ৺の೧にउःथؚ
ୣാௌ௮にৌしथม୵ഥをষअऒधऋदऌ
ऽすऋؚम౻৷ঢ়બにमँりऽच॒のदୣ
ാऋୣാௌ௮をੰ౻したりしたりする
ऒधमदऌऽच॒؛
ௌ௮ୣാम⋇ઈଛ業務ؚ⋈૦ਝ業務ؚ

⋉業務ؚ⋊ୢపؚ่૧పಉୢঢ়બの業務
؞ভૣකਝಉलງஂୣാؚਓਓ後ق
ుஂ؞૧休業ಉ৻౹ऩनをऎؚك ⋋যহௌ
務ঢ়બのअठの業務ؚ⋌ఉ૧؞ఘ১છ؞
ଵ৶૦ണಉにणःथमరૃऔोथःऽすୣق
ാ১ਸ਼ڰ؛ك

（3）無期転換制度の特例
થௌ௮ీ৺の૮ૡఌ২にमؚઃのेअ

ऩ્例ऋँりऽす؛
⋇�প৾ಉलଢ଼৫১যのଢ଼ؚૼ
ಉにणःथमؚ10ফをதइた場合に૮ૡ
ఌணਥऋেしऽす؛

⋈�হ業ऋਿௌ௮ଂশのੳをਭऐた
場合にमؚਰ下の間म૮ૡఌணਥऋ
েしऽच॒؛
ك10ফقফをதइるの間ڱؙ॔
に了するऒधऋऔोथःる業務に
ऎৈ২௧ੴಉをથするથ౻৷
ీ৺のௌ௮にणःथमؚजの業務の
了ऽदの間

イؙফ後にથௌ௮ీ৺दಲਢ౻৷
औोるௌ௮にणःथमؚजのಲਢ౻৷
の間

ୣാ੪ ୣാ

ௌ௮

౻৷ঢ়બ ม୵ഥঢ়બ

ௌ௮ୣാీ৺
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（2）紹介予定派遣
ງஂୣാधमؚୣാ間の終了後ؚୣാ

੪ऊैୣാにؚୣാௌ௮を業ງஂするऒ
धをしथୣാ業औचる২दす؛
ງஂୣാの場合にमؚୣാऋୣാௌ௮

を્するऒधを৯धするষನのరૃにબ
るૠमి৷औोऽच॒ୣقാ১ਸ਼2�ਸ਼ڲ
ඨ؛كすऩॎठ ງؚஂୣാの場合にढथमؚ
ୣാ業ऋ終了した後に५ー६にઉம౻৷ष
धষするऒधऋदऌるेअにؚୣാ業৫始
のએமृ၎ഄછのଛહलয੯のંृ
఼৷のಉをষअऒधऋदऌऽす؛
ງஂୣാの場合にमؚୣാ間मਈশڲ

ऊাदすୣ؛ാऋ終了しؚ業ງஂऋষॎोؚ
ୣാௌ௮धୣാधऋ合ਔすोयؚୣാௌ௮
मୣാदઉம౻৷औोऽす؛ௌ௮ୣാऋ
ரの৷間धしथのਃચをणऒधにऩり
ऽすୣ؛ാऋ఼৷しऩःधऌमؚୣാ੪の
めにૢगथजの৶をછએಉदંするਏऋ
ँりऽすୣقാௌ௮にमୣാ੪ऋછએद৶
をइるऒधにऩりऽす؛ك

（3）違法派遣と労働契約申込みのみな
し制度

ઃにൕげるୀ১ୣാをਭ入ोた場合にमؚୣ
ാऋୣാௌ௮にৌしथؚजのୣാௌ௮の
ୣാ੪にउऐるௌ௮੯धのௌ௮੯を
ઍधするௌ௮ీ৺のணしाをしたुのधाऩ
औोऽすقௌ௮ీ৺ணाऩし؛كたटしؚୣ
ാऋୀ১ୣാにჾਊするऒधをੴैङؚऊण
ੴैऩऊढたऒधにૌଷऋऩःधऌमి৷ऋँ
りऽच॒ୣقാ১ਸ਼�0の؛كڲ
⋇�ୣാరૃ業務にజহऔचた場合
⋈�૮ಅ૭のহ業ऊैௌ௮ୣാをਭ入ोた
場合

⋉�間にୀખしथௌ௮ୣാをਭ入ोた
場合

⋊�ःॎॅるಎடの場合
ୀ১ऩୣാにेढथ業しथःたௌ௮मؚ

ୀ১ୣാ後ڭফਰदँोयؚୣ ാにৌしथؚ
ाऩしணाのഅဍのਔઓંをするऒधにे
りؚୣാदઉம౻৷औोるऒधऋदऌऽす؛

जの場合のௌ௮੯मؚୣാ੪にउऐるௌ௮
੯धदすのदؚୣാ੪にउःथથௌ௮

ీ৺दँोयؚୣാधのௌ௮ీ৺ुથधऩ
りؚ残りのీ৺間の೧दのઉம౻৷धः
अऒधにऩりऽす؛

（4）労働者派遣の期間制限
ਛ27ফのୣാ১ਫऽदमؚୣാ業務に

उऐる௧ಉ2�業務にमୣാ間のऋऩ
ऎؚजोਰਗの業務मگফधऔोथःऽし
たऋؚ১ਫにेりऒोैのયશऋऩऎऩりؚ
ୣാのਭ入ो間にঢ়するૠऋপऌऎॎり
ऽした؛
َイ�ୣാをਭ入ोथःるহ業ਚਜ਼の間
ُधَট�ୣാௌ௮যਜ਼のਃঢ়ُ
のڮময়थधऩりؚःङोुऋگফधऔो
थःऽすऋؚ例ਗुਝऐैोथःऽす؛

イ）派遣先事業所単位
のহ業ਚऋୣാをਭ入ोる間ୣقാ૭

ચ間كमؚਉಋधしथگফऋ২दすୣقാ
১ਸ਼ �0のڮਸ਼ڭඨؚਸ਼ڮඨ؛كしऊしؚگ
ফをதइथୣാをਭ入ोेअधする場合मؚ
間のඡのڭऊাऽदにؚૌਯੌ合
ऩःしૌਯ৻のਔৄലুਢऌを৽थؚ
ୣാのਭ入ोをಌにگফऽदభশするऒधऋद
ऌऽすୣقാ১ਸ਼�0のڮਸ਼گඨؚਸ਼ڰඨ؛ك
ਔৄലにउःथ౮৮をसたૌਯ৻にৌ
しथमؚୣാमୣാ૭ચ間のభশの৶ऩ
नをยৰにହしऩऐोयऩりऽच॒ୣقാ১
ਸ਼�0のڮਸ਼ڱඨؚਸ਼ڲඨ؛ك

كमௐেௌ௮のজーইঞॵॺेり௷ხق

事業所
ফگ

ڶ

ڸ ڹ ں

ڼ ڼ

ڻ

ڷ

ڽ
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ফگ

派
遣
開
始
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能
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ロ）派遣労働者個人単位
のୣാௌ௮をؚহ業ਚののَੌ௶

ਜ਼ُにৌしୣാदऌる間मگফऋ২दす
ऒのੌ௶ਜ਼धमؚः؛كگാ১ਸ਼�0のୣق
ॎॅるَୖُृَॢルーউُऩन業務धしथの
థ๚ਙؚঢ়৴ਙऋँりؚੌ௶のশऋ業務ଦীؚ
ௌ務ଵ৶のม૰ਥをથするुのधしथ
ৰଙधしथਖ਼औोऽす؛
のୣാௌ௮दँढथुؚੌ௶ਜ਼ऋ

ॎोयؚگফをதइथؚহ業ਚदजのୣ
ാௌ௮をਭ入ोるऒधऋदऌऽす؛जの場合
にमؚイのহ業ਚਜ਼の間にඡोथमऩ
ैङؚૌਯੌ合ऩःしૌਯ৻のਔৄല
を৽थؚୣാ間のభশをষअਏऋँりऽ
す؛

ハ）期間制限の例外
イؚك টكの間मؚਰ下の場合にमి

৷ऋँりऽच॒؛
⋇�ୣാ੪হ業に૮౻৷औोるୣാௌ௮
⋈��0ୃਰのୣാௌ௮
⋉�終ऋ確ऩથউট४ख़ॡॺ業務にৌす
るୣാ

⋊�ਯ業務ڭقढ़াの勤務ਯऋ通常の
ௌ௮のীऊण10ਰ下のୣാك

⋋�ਓ休ؚు休業ؚஂ૧休業ಉद休業しथः
るௌ௮の৻౹धしथのୣാ

ニ）クーリング期間
イؚك টكの場合ؚజのୣാਭ入ो終了時

ऊैؚઃのୣാਭ入ोऽदの間にگऊাをதइ
る間ऋ૬ःथःる時にमؚৗしऎୣാをਭ入
ोる場合धधऩりऽす؛イの場合にम
হ業ਚदڭযのୣാௌ௮ुਭ入ोथःऩः
間ऋگऊাをதइथःोयؚॡーজンॢ間ऋ
ਛしऽす؛たटしؚୣാ૭ચ間のభশুਢ
のೂृযਜ਼の間ऊैജोるために
ॡーজンॢ間をਹ৷するऒधम১のະ຺にખ
しؚ導ಉのৌधऩる場合ऋँりऽす؛

（4）派遣労働者の均等待遇の推進にお
ける派遣先の講ずべき措置

ਠষのୣാ১にउःथؚୣാमୣാ੪ऋୣ
ാௌ௮の൛সをిજにৠदऌるेअにୣാ
੪にਏऩੲਾをするेअଦൟしऩऐोय
ऩりऽच॒؛
ऽたؚௌ௮ୣാీ৺のഁ時にउऐるୣാ

મসのપのৠにਊたढथमؚୣാௌ௮の൛
সऋୣാदரの業務にజহするௌ௮
の൛সधཀྵऋैोたुのधऩるेअ
めऩऐोयऩりऽच॒؛ಌにؚୣാௌ௮のઇ
ธಫؚૣਹௐেਝのਹ৷にणःथुଦൟす
るऒधऋめैोऽす؛
ഥਮڮফڰাقর৵੫業にणःथमഥਮگফ

ਰఋのୣാௌ௮の૪にणःथमؚઃكাڰ
ඨの௮ऌ্にঢ়するହをසしथऎटऔ
ः؛

ফگ ফگ
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遣
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経
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課
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課
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係

庶
務
課
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係

$��ୖऋ౮ऩोयؚ
ؙ�गযのୣാ2.

��શのযの場合ؚڷ
�ؙगୖषのୣാ2.

गযにणःथؚ�
ফをதइथगୖष
のୣാम¼

كमௐেௌ௮のজーইঞॵॺेり௷ხق
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4 派遣労働者の均等・均衡待遇の確保（令和２年４月１日施行）

（1）派遣先による派遣元に対する待遇
に関する情報提供義務

ୣാহ業मؚୣാ੪হ業にৌしؚਊ
ჾௌ௮ୣാにબるୣാௌ௮ऋజহする業
務ओधにؚૻຎৌௌ௮の൛সजののୄ
にঢ়するੲਾのऋଝ務હऐैोऽすୣق
ാ১ਸ਼ 2�ਸ਼ڳඨؚਸ਼ڴඨؚਸ਼ 10ඨ؛ك
ୣാ੪হ業मؚୣാऊै੶のੲਾ

ऋऩः場合にमؚௌ௮ୣാీ৺をഁし
थमऩりऽच॒ୣقാ১ਸ਼ 2�ਸ਼ڵඨ؛ك
ୣാऊैのୄにঢ়するੲਾのಉୀ

ખにणःथमؚௐেௌ௮প෦にेる൭ઔल
ਁのৌधऩりऽす؛
ऽたؚୣാহ業मؚ੶のੲਾに

ಌऋँढたधऌमؚऩऎؚୣാ੪হ業
にৌしؚਊჾಌのઍにঢ়するੲਾを
しऩऐोयऩりऽच॒؛

（2）派遣労働者の均等・均衡待遇
ୣാ੪হ業मؚजの౻৷するୣാௌ௮

の੦মஔؚೖଖजののୄのजोझोにण
ःथؚਊჾୄにৌૢするୣാに౻৷औो
る通常のௌ௮のୄधの間にउःथؚਊჾ
ୣാௌ௮ल通常のௌ௮の務のઍؚ
ਊჾ務のઍलଦ઼のಌの೧जの
のহੲのअठؚਊჾୄのਙସलਊჾୄ
をষअ৯にසैしथిજधੳめैोるुの
をઅൟしथؚਂ合৶धੳめैोるৼୀをਝऐ
थमऩりऽच॒ୣقാ১ਸ਼ �0のگਸ਼ڭඨؚ
ਸ਼ڮඨ؛ك
ୣാ੪হ業मؚ⋇ୣാのௌ௮धの

ಉ؞ཀྵୄୣقാ১ਸ਼ �0のگਸ਼ڭඨكऊؚ
⋈のਏ੯قரの業務にజহするಹの
ௌ௮のऩ൛সપधしथഥदめる
ुのधಉਰにऩるऒधಉكをたすؚૌ
ਯ৻ಉधのௌઞੈقఢੴଝ務كにे
るୄୣقാ১ਸ਼ �0 のكڰのःङोऊを
確保しऩऐोयऩりऽच॒؛
⋇のୣാಉ؞ཀྵ্ૄを఼る場合にमؚ

ୣാ੪হ業मؚ務のઍऋୣാに౻৷
औोる通常のௌ௮धのୣാௌ௮द
ँढथؚਊჾௌ௮ୣാీ৺लਊჾୣാ

にउऐるຯষजののহੲऊैाथؚਊჾୣ
ാにउऐるୣാ業ऋ終了するऽदの৸
間にउःथؚजの務のઍलଦ઼ऋਊჾ
ୣാधの౻৷ঢ়બऋ終了するऽदの৸間
ऋৄऽोるुのにणःथमؚਫਊऩ৶ऋ
ऩऎؚ੦মஔؚೖଖजののୄのजोझो
にणःथؚਊჾୄにৌૢするਊჾ通常のௌ
௮のୄにૻしथਂਹऩुのधするऒधम
రૃऔोऽす؛
⋈のௌઞੈ্ૄを఼る場合にमؚୣാ੪

হ業मؚௐেௌ௮ഥदめるधऒろにे
りؚௌ௮のૌਯदੌ௶するௌ௮ੌ合ऋँ
る場合にउःथमजのௌ௮ੌ合ؚௌ௮のૌ
ਯदੌ௶するௌ௮ੌ合ऋऩः場合にउःथ
मௌ௮のૌਯを৻するधのછએにे
るੈにेりؚजの౻৷するୣാௌ௮のୄ
قઇธಫؚૣਹௐেਝजののௐেௌ
௮ഥदめるुのにબるुのをऎكにण
ःथؚઃの�(L) �のহඨをめたधऌमؚ(Y)�ع
ௌઞੈदめたୄधするऒधऋदऌऽす؛
(L) जのୄऋਊჾੈदめるधऒろにे

るऒधधऔोるୣാௌ௮の೧
(LL) ୣാௌ௮の൛সをரのௌ௮にజ

হするಹのௌ௮のऩ൛সの
પधಉਰにするऒध

(LLL) ൛সৠにਊりਁਫऩ௬をするऒध�
(LY) ൛সਰਗのୄのৠ্১
(Y) మ؞৬௺ऩઇธಫのৰऩन
ୣാ੪হ業मؚௌ௮ୣാにબるୣാௌ

௮ऋੈৌୣാௌ௮दँるऊ౯ऊのય
ীをୣാに通ੴしؚୣാ੪ଵ৶に੶ൗ
しऩऐोयऩりऽच॒ୣقാ১ਸ਼ �� �ؚ7 ؛ك

（3）職務内容等を勘案した賃金の決定
੶の⋈にჾਊしऩःୣാௌ௮にୄに

णःथमؚୣാ੪হ業मؚୣാの通常の
ௌ௮धのཀྵをઅൟした൛সのৠをする
ेअめऩऐोयऩりऽच॒しୣقാ১ਸ਼ �0
のكؚڱ ୣാௌ௮の務のઍؚ務のਛ
ટؚਔඟؚચৡྼम৽ୡजのの業のৰଙ
にঢ়するহඨのऋँढた場合に൛সऋ
ఒऔोるुのदऩऐोयऩりऽच॒؛
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（4）就業規則作成・変更に当たっての
意見聴取努力義務

ୣാ੪হ業मؚୣാௌ௮にબるহඨにण
ःथ業ૠಋをਛしؚྼमಌしेअधする
धऌमؚँैऊगめؚਊჾহ業ਚにउःथ౻৷
するୣാௌ௮のૌਯを৻するधੳめैो
るुののਔৄをലऎेअにめऩऐोयऩりऽ
च॒ୣقാ১ਸ਼�0の؛كڲ

（5）待遇に関する説明義務の強化（派
遣法第 31 条の２）

ୣാ੪मؚୣാௌ௮の౻ः入ो時にँैऊ
गめؚௌ௮੦১ਸ਼1�に੦तऎௌ௮੯の
ંにਸइؚಊஔのથ૮ؚুਊのથ૮ؚೖ
ଖのથ૮ؚௌઞੈのৌधऩるୣാௌ௮
दँるऊ౯ऊलୣാௌ௮ऊैணলをਭऐた
ౙੲの૪৶にঢ়するহඨにणःथછએಉदં
しऩऐोयऩりऽच॒؛ਸइथؚਂ合৶ऩୄ
୷をੰするためにङるೈ઼にणःथହを
しऩऐोयऩりऽच॒؛ऒのହमؚୣാ時に
ुਏधऩりऽす؛
ऽたؚୣാௌ௮ऊैめऋँढた場合ؚୣ

ാௌ௮धૻຎৌௌ௮の間のୄのৼୀの
ઍल৶ಉにणःथହしऩऐोयऩりऽ
च॒؛
ୣാௌ௮ऋହをめたऒधを৶धする

ਂਹஇඞमరૃऔोथःऽす؛

（6）派遣先による適正な派遣就業の確
保（派遣法第 40 条）

⋇�ୣാमؚजのม୵ഥの下にௌ௮औचる
ୣാௌ௮にणःथؚਊჾୣാௌ௮を౻
৷するୣാ੪হ業ऊैのめにૢगؚਊ
ჾୣാௌ௮ऋజহする業務धரの業務
にజহするजの౻৷するௌ௮ऋజহする
業務のຄষにਏऩચৡをહଖするための
ઇธಫにणःथमؚਊჾୣാௌ௮ऋਊ
ჾ業務にਏऩચৡをಆ੭するऒधऋदऌ
るेअにするためؚਊჾୣാௌ௮にৌし
थुؚऒोをৰするಉਏऩೈ઼をग
ऩऐोयऩैऩりऽच॒ୣقാௌ௮ऋใ
にਊჾ業務にਏऩચৡをથしथःる場合
ಉमऌऽす؛ك

⋈�ୣാमؚਊჾୣാに౻৷औोるௌ௮
にৌしथਹ৷のਃভをଖइるૣਹௐেਝ
のअठؚஔ୫ਝؚ休ህؚಌにणः
थमؚजのม୵ഥの下にௌ௮औचるୣാ
ௌ௮にৌしथुؚਹ৷のਃভをଖइऩऐ
ोयऩりऽच॒؛ऽたؚऒोैਰਗदँढ
थुؚిજऩ業୭のؚ൧ਚಉの
ਝदँढथਠにਊჾୣാに౻৷औोる
ௌ௮ऋ通常ਹ৷しथःるुののਹ৷にঢ়
するのଖಉਏऩೈ઼をङるेअ
にଦൟしऩऐोयऩりऽच॒؛

⋉�ୣാमؚୣാ੪হ業のめにૢगؚਊ
ჾୣാに౻৷औोるௌ௮にঢ়するੲਾؚ
ਊჾୣാௌ௮の業務のຄষの૾யजの
のੲਾदँढथਊჾೈ઼にਏऩुのを
するಉਏऩੈৡをするेअにଦൟしऩ
ऐोयऩりऽच॒؛

（7）行政による履行確保、紛争解決制度
੶のঃーॺ؞થ১धにਫୣാ১

にउःथु⋇ౙੲのঽੰৠୣقാ੪लୣ
ാのৡଝ務ؚك ⋈ষ$'5ୣقാௌ௮ध
হ業धの間のଥੰৠのためにষにेるஃ
ؚ導ؚ൭ઔؚଥ৹৩ভにेる৹の
ৰؚك ൭ઔにజॎऩः場合の੫業ਁಉऋ
ਝऐैोथःऽすୣقാ১ਸ਼ �7のعڰ �7
のؚڵ��の؛كڮ
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「同一労働同一賃金ガイドライン」の概要
（短時間・有期雇用労働者及び派遣労働者に対する不合理な待遇の禁止等に関する指針）

同一労働同一賃金の中小企業での施行（令和 3 年 4 月 1 日）

ऒのफ़イॻছインقଉكमؚਫ৩ق૮౻৷ইルタイௌ௮كधశਫૠ৩قಢ時間ௌ௮؞
થ౻৷ௌ௮ୣ؞ാௌ௮كधの間दؚୄ୷ऋோする場合にؚःऊऩるୄ୷ऋਂ合৶ऩुのद
ँりؚःऊऩるୄ୷ऋਂ合৶ऩुのदऩःのऊؚਉಋधऩるઅइ্ल৬例をંしたुのदす؛ਉ
ಋधऩるઅइ্ऋંऔोथःऩःୄृ৬例にჾਊしऩः場合にणःथमؚのௌઞदશ৬の
হੲにૢगथ৮しथःऎऒधऋऽोऽす؛
ೖଖ੦মஔؚಊஔؚーॼ५قೖଖؚك ரুਊधःढた൛সにधनऽैङؚઇธಫृૣਹௐেಉ

にणःथु੶ൗしथःऽす؛
0�KWWSV:��ZZZ�PKOZ�JR�MS�VWI�VHLVDNXQLWVXLWH�EXQ\D�00001كถしऎमऒठैق��1�KWPO

؛୷ऋਂ合৶ऊ౯ऊमؚਈ終にఘ১にउःथਖ਼औोるऒधにओਔऎटऔःୄپ

ਫ৩धಢ時間ௌ௮؞થ౻৷ௌ௮の൛সのৠ੦؞�ルールにୀः
ऋँるधऌमَؚ లਟの૽સୄऋ౮ऩるため �ُधःअ௴ྴ؞ହ
दमଌりङؚ൛সのৠ੦؞ルール�のୀःにणःथؚ務ઍؚ務
ઍ؞ଦ઼のಌ೧ؚजの�のহੲの௴؞৬ऩৰଙにසैしथਂ
合৶ऩुのदँढथमऩैऩः؛�

ௌ௮の૽のઍにৌしथ੍ஔするुのにणःथमؚਫ৩धの૽に
ऎಢ時間ௌ௮؞થ౻৷ௌ௮にमؚの੍ஔをしऩऐोयऩैऩः؛
ऽたؚ૽のઍにのୀःऋँる場合にउःथमؚजのৼୀにૢगた੍ஔ
をしऩऐोयऩैऩः؛�

ಢ時間ௌ௮؞થ౻৷ௌ௮にमਫ৩धの੍ஔをしऩऐोयऩैऩ
ः؛�
�ಉكの੍ஔਏ੯をたす場合قମᄛભুਊؼのুਊپ

ভの業ౚಉषのௌ௮の൴にૢगथ੍ஔするुのにणःथमؚਫ৩ध
の൴दँるಢ時間ௌ௮؞થ౻৷ௌ௮にमؚ൴にૢगたীにહऌؚ
の੍ஔをしऩऐोयऩैऩः؛�
ऽたؚ൴にのୀःऋँる場合にउःथमؚजのৼୀにૢगた੍ஔをしऩ
ऐोयऩैऩः؛�

ਫ৩धの時間ਗؚ休ؚఽௌ௮をষढたಢ時間ௌ௮؞થ౻৷ௌ௮にमؚのસੜ૨ಉद੍ஔをしऩऐो
यऩैऩः؛�

ੇఔুਊؚક୧ুਊಉमफ़イ
ॻছインにमંऔोथऩःऋؚ
ཀྵ؞ಉୄのৌधऩढ
थउりؚのௌઞदશ
৬のহੲにૢगथ৮しथः
ऎऒधऋऽोる؛�

૽職手当等

ೖ 与

通勤手当等

基 本 給
ௌ௮のَ⋇ચৡྼम৽ୡにૢगथَُؚ⋈業ౚྼमਛટにૢगथَُؚ⋉勤ਢফ
ਯにૢगथ੍ُஔする場合म ⋇ؚ ⋈ؚ ⋉ؚにૢगたীにणःथؚदँोय
の੍ஔをめ ؚのୀःऋँढた場合にमؚजのৼୀにૢगた੍ஔをめ
थःる؛�

ੇఔ手当・ક୧手当等

�كの૫২ྼम業୭の場合ق業ুਊ્ؼ�のুਊپ
������������્勤務ুਊقの 勤務ଙの場合ك
������������ಖ勤ুਊقの業務ઍの場合ك��ಉ�

ೖ与 

深夜手当 

基本給 

૽職手当 

通勤手当 

時間外手当 

休日出勤手当 

ੇఔ手当 

ક୧手当 

給与明細書 

時間外手当等

ع��3ق 3����ূௌ௮ৼੲਾ७ンターষَઞ৷のためのௌ௮১ُेりਬ৷ك
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ௐেௌ௮জーইঞॵॺََ ௌ௮൛সُषのৌૢにऐथُेり௷ხ
KWWSV:��ZZZ�PKOZ�JR�MS�FRQWHQW�000�������SGI
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パートタイム・有期雇用労働法等対応状況チェックツール
ঃーॺタイ؞થ౻৷ௌ௮১ಉৌૢ૾யॳख़ॵॡॶールदमؚঃーॺタイ؞થ౻৷ௌ௮১ृज

ののௌ௮ঢ়બ১ഥにेりଝ務؞ৡଝ務धऔोथःるহඨにणःथؚのੌ૾யをਡਫ਼しؚঃー
ॺタイ؞થ౻৷ௌ௮のୄఒにऐथؚनのेअにりੌिसऌऊを確ੳするऒधऋदऌऽす؛



54

ௐেௌ௮ーঌー४َঃーॺタイ؞થௌ௮এータル१イॺُ
ঃーॺタイ؞થ౻৷ௌ௮১ಉৌૢ૾யॳख़ॵॡॶールؙઅ
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1 労働関係の終了
業मؚಢऩ業のಚめるસ合ऋৈ�

ऎؚ౻৷ঢ়બऋਂ確にऩりऋठदす؛ऒの
ためؚँःऽःऩௌ௮੯द業するॣー५
ऋाैोؚௌ௮ీ৺の終了にणःथुॺছঈ
ルऋକऌるਉधऩढथःऽす؛

（1）労働関係の終了
ௌ௮ঢ়બの終了にमؚਰ下のڰரథऋँり�

ऽす؛
① 解雇

ઞ৷ડऊैの্ऩਔઓંにेる�
ௌ௮ঢ়બの終了

② 退職
ௌ௮の্ऩਔઓંにेるௌ௮ঢ়

બの終了
③ 合意解約

ௌ௮धઞ৷の合ਔにेるௌ௮ঢ়બの
終了

④ 期間満了等による自動終了
ௌ௮ీ৺間の了ؚফؚ休間の

了ؚଈಝಉにेるௌ௮ঢ়બの終了

（2）期間を定めた労働契約の中途解除
ृिを੭ऩःহऋँる場合दऩऐोय �ؚ�

ీ৺間のಥরदのੰ౻मੳめैोऽच ௌق॒
௮ీ৺১ਸ਼ 17ਸ਼ڭඨ؛ك間のめのऩः
ௌ௮ీ৺の場合ेりुؚੰ౻のથਙमడし
ऎਖ਼औोऽす؛

2 解雇
ੰ౻にमؚにਰ下のگரథऋँりऽす؛

⋇�勤務ਛౚਂଐಉを৶धするَ通ੰ౻ُ
⋈�৽の৶ऊैয৩చのためにऩ
औोるَତ৶ੰ౻ُ

⋉�ௌ௮の場ૠୀખؚశষಉを৶धす
るَੰ౻ُ

（1）解雇についての法令上の制限
௴に合৶ऩ৶をಳऌؚভ通�

ৼਊदऩः場合मؚੰ౻するऒधमदऌऽच�
ௌ௮ీ৺১ਸ਼ق॒ 1�؛ك
ੰ౻৶मਖॎङにؚ�0ਰのੰ౻�

ઔྼम൛স �0 ীਰのੰ౻ઔুਊ
を੍௸अऒधदੰ౻するऒधऋदऌऽすقௌ
௮੦১ਸ਼ 20؛ك
ড়হのੰ౻قથ؞૮كमਫਊऩ৶

ऋਏदすऋؚദহのੰ౻ిق১؞ୀ১ك
मੰ౻ুਢऌऋਖधऩるためؚ૪৶ऋ౮ऩ
りऽす؛
ऒのऺऊؚ১ഥの৶दௌ௮をੰ౻す�

るऒधमदऌऩःॣー५धしथؚにਰ下の�
ुのऋँりऽす؛
① 労働基準法上等の解雇制限

イؙௌ௮ऋ業務ംしؚྼमႈ୰に

ऊऊり休業する間রलजの後 �0
間のੰ౻

টؙௌ௮੦১に੦तऎਓਓ後の休業
間রलजの後 �0ਖのੰ౻

ঁؙௌ௮のবආؚਦಉを৶धする
ੰ౻

ॽؙহ業場のௌ௮੦১लௌ௮৸ୋ
ে১のୀખにൣःؚௌ௮੦૰౧
ಉにணઔしたऒधを৶धするੰ౻

② 男女雇用機会均等法上の解雇制限
イؙਙશを৶धするੰ౻
টؙਙௌ௮のฬؚ႔ؚলਓを৶

धするੰ౻
ঁؙਓ休業のடؚਓਓ後休業の

੭ؚजのಟਙ೨ଵ৶ೈ઼ಉを
めたऒधを৶धするੰ౻

③ 労働組合法上の解雇制限
ௌ௮ऋௌ௮ੌ合৩दँるऒधؚௌ௮ੌ

合にਸ入しेअधしたऒधؚௌ௮ੌ合を
ਛしेअधしたऒधؚௌ௮ੌ合のਫਊऩষ
ನをしたऒधを৶धするੰ౻

④ 育児・介護休業法上の解雇制限
ుஂ؞૧休業のணলをしؚྼमు؞

ஂ૧休業をしたऒधを৶धするੰ౻

９

解
雇
・
退
職
等

9 解雇・退職等
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⑤ 個別労働紛争解決法上の解雇制限
ௌ௮ऋਿௌ௮ଂশにৌしؚશ

ऩௌઞ間のॺছঈルにणःथରஃをめ
たऒधを৶धするੰ౻

⑥ 公益通報者保護法による解雇制限
保૧ਏ੯をたすਁஇ通ਾをষढたऒध

を৶धするੰ౻

（2）解雇の予告
【解雇予告制度】
ੰ౻৶ऋँる場合दुؚઞ৷मੰ౻に

しथؚऩऎधु �0 ਰにੰ౻の
ઔをするऊؚ�0ীਰの൛সੰق౻
ઔুਊكを੍௸ॎऩऐोयऩりऽच॒قௌ௮
੦১ਸ਼ 20ਸ਼ڭඨ؛كਸ਼ڮඨमَ�0
にઔをしऩःઞ৷मؚ�0ীਰの
൛সを੍௸ॎऩऐोयऩैऩःُ؛ धしथउ
りؚੰ౻ઔの間मؚ൛সの੍௸ःに
ेढथಢೠするऒधऋदऌऽす؛
ऩउؚથௌ௮ీ৺の౻ૃめमؚੰ౻दम

ऩःのदؚੰ౻ઔ২のి৷मँりऽच॒؛
たटしَؚ થௌ௮ీ৺のഁؚಌৗल౻ૃ
めにঢ়する੦ُਸ਼ڭदमؚથௌ௮ీ৺
をگਰಌৗしथःたりؚ౻ः入ोのऊ
ফをதइथಌৗしथःるॣー५にउःथؚڭै
ःङोुਈ終ಌৗदँる຺のંऋऩऊढた
場合にमؚઞ৷मؚ౻ૃめにしؚ�0ਰ
のઔऋਏधしथःऽす؛

【解雇予告除外認定】
ௌ௮੦১ਸ਼ 20 ਸ਼ڭඨたटしછमَଠ

಼হにेढथহ業のಲਢऋਂ૭ચधऩढた
場合ُにमؚহにਚლௌ௮੦૰౧শの
ੰ౻ઔਗੳقௌ௮੦১ਸ਼20ਸ਼گඨك
をਭऐोयؚ໌時ੰ౻するऒधऋ૭ચदす؛
ऽたؚඨमَௌ௮のிにషすसऌহُ

にेढथੰ౻する場合にुؚਚლௌ੦౧শの
ੰ౻ઔਗੳをਭऐोयؚઞ৷मؚੰ
౻ઔをষॎङに໌時ੰ౻दऌるधしथःऽ
す؛ऒのௌ௮のிめにషすसऌহにेる
ੰ౻दँढथੰ౻ઔਗੳऋੳめैोる
場合にणःथमؚ通ೣق 2��11�11� ੦
1��7 ಀؚೣ ੦ڭ�����1 111 ಀكमਰ下の
হを例ંしथःऽす؛

�ਉಋधしथாめथೄऩुのをऌؚহ業ك1
場にउऐる൯ؚ૯୩ؚം૩ಉദ১ಬにჾ
ਊするষನऋँढた場合ಉ
ؚ௯᳷ೊಉにेり場ૠをೊしؚ⎐�ك2
のௌ௮にப୶をऻす場合�
ः入ोのの఼৷੯のਏಞधऩるेअ౻�ك�
ऩ৽ഄを༯ูした場合ؚ౻ः入ोにしथઞ
৷のষअ৹ਪにৌしؚਂ఼৷のਉधऩる
ेअऩ৽ഄを༯ูした場合
�のহ業場षૡした場合ك�
ౝ間ਰਫਊऩ৶ऩऎ૮ڮ�ਉಋधしथك�
ಳ勤しؚল勤のയにૢगऩः場合
�ল勤ਂଐྼमলಳ常ऩैङؚਯにॎたढك�
थुିਔをਭऐथुめऩः場合
ऒोैमؚੰ౻ઔ২の保૧をଖइる

ਏのऩःங২にপ؞பସऩ場合にढथؚ
ੰ౻ઔのਗऋੳऔोऽす؛
ऩउؚੰ౻の場合दुؚਚლௌ௮੦

૰౧শのੰ౻ઔਗੳऋऩऐोयੰ౻
のઔؚしऎमੰ౻ઔুਊの੍௸ःऋ
ਏदす؛

【解雇予告の特例】
ੰ౻ઔमؚر౻৷ڭقऊাऽदؚك ऊڮ

াقఛත業務दमڰऊাكਰのથௌ௮
ీ৺ؚ৷間1ق�間ऽदكにणःथमి
৷ऋਗऔोऽすقௌ௮੦১ਸ਼ 21؛ك

【整理解雇の解雇権濫用の判断基準】
ੰ౻のअठؚভの৽૾யをਉधする

ੰ౻मَତ৶ੰ౻ُधళयोؚତ৶ੰ౻ऋੰ
౻ਥᓧ৷にਊたるऊ౯ऊのਖ਼にँたढथमؚ
ஆঽのਖ਼੦قःॎॅるତ৶ੰ౻のڰਏಞك
ऋਖ਼例にेढथਛऔोथःऽす؛৬に
मؚਖ਼例मઃのڰणのਏಞをൕげथःऽす؛
① 人員整理の必要性

য৩のତ৶ੰ౻をষअにमؚచを
しऩऐोय৽をदऌऩःधःअؚ੫
業৽のৈ২ऩਏਙऋੳめैोऩऐो
यऩैऩः؛
য৩ତ৶म੦মにؚௌ௮に્શிめ

ैोるसऌ৶ऋऩःのにؚઞ৷の合
にेり্にऩऔोるऒधऊैؚਏਙ
のਖ਼にमඦをすसऌदँるधする؛
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② 解雇回避努力義務の履行
間のめのऩः౻৷ీ৺にउःथमؚ

য৩ତ৶ك౻ੰقमਈ終৭උুदँるऒ
धをਏऔोる؛
例इयؚ૽ ৩ਾີのచ ৗؚૠ఼৷の೪ؚ

ൌの൳ૐ ଦ઼ؚૡఌ লؚಉにेりؚ
ତ৶ੰ౻をೂするための৽ৡऋऩऔ
ोؚয৩ତ৶ك౻ੰقにାুするऒधऋृ
िを੭ऩःधਖ਼औोるਏऋँる؛

③ 被解雇者選定の合理性 
ੰ౻するためのয৭੦ऋ合৶दؚ

৬য৭ु合৶ऊणਁਫदऩऐोयऩै
ऩः؛例इय勤務ਛౚをয৭੦धする場
合ؚ੦の௴ਙ؞合৶ਙऋਖधऩる؛

④ 手続の妥当性
ତ৶ੰ౻にणःथमؚௌ௮にషிਙऋ

ऩःऒधऊैؚઞ৷मਦଝಋௌ௮؞
ௌ௮ੌ合धੈ৮しହするଝ務をअ્؛
にুਢの༜ਊਙऋశ常にଳऔोथःる؛
例इयؚହੈ؞৮ؚವ੭を੭るためのু
ದを౷ऽऩःତ৶ੰ౻मؚのਏ੯をた
しथु૮धऔोるॣー५ुः؛

【有期雇用の雇止め】
間のめのँるௌ௮ీ৺मؚీ৺間の

了にेढथਊேに終了するऒधをీ৺ઍ
धするुのदす؛しऊしؚௌ௮ీ৺১ਸ਼ 1�
मؚڭਰؚથௌ௮ీ৺をಌৗした場合
दँढथؚઃの⋇⋈のःङोऊにჾਊするु
のにणःथؚௌ௮ऋಌৗをൌした場合に
मؚजの౻ૃめऋؚ௴に合৶ऩ৶を
ಳऌؚভ通ৼਊदँるधੳめैोऩः
धऌमؚజのથௌ௮ీ৺のઍदँるௌ

௮੯धのௌ௮੯दಌৗしたुのधし
थりඞअऒधधしऽした؛

⋇ ૌுにખ୮ಌৗऔोたથௌ௮ీ৺の
間のめのँるీ৺दؚजの౻ૃめ
ऋ૮ௌ௮ీ৺のੰ౻धভ通
ଳदऌるधੳめैोる場合؛

⋈ ௌ௮にउःथؚથௌ௮ీ৺のీ৺
間了時にजのથௌ௮ీ৺にणः
थಌৗऔोるुのधୄするऒधにण
ःथ合৶ऩ৶ऋँる場合؛

⋇にणःथमؚખ୮ಌৗしたથௌ௮ీ৺
ऋৰସにाथ間のめのऩःీ৺ध౮ऩ
ैऩः૾ଙにऩढथःる場合にؚੰ౻ਥᓧ৷
১৶をథి৷しथؚ౻ૃめにम્の৶
ऋਏधしたূ൫ൈੵ場হ੯قਈਖ਼ೣ
��ऋँりؚ⋈にणःथमَؚك�7�22 ౻৷ঢ়બ
のಲਢऋ合৶にୄऔोる૾ଙُにँる場
合にमੰ౻ਥᓧ৷১৶のథి৷ऋँるधし
たয়ওॹॕ॥হ੯قਈਖ਼ೣ ऋँりؚك���1�12
ऒोैのڮणのਖ਼例दંऔोた੦ऋௌ௮ీ
৺১にり入ोैोたधऔोथःऽす؛
ௌ௮ీ৺১मؚ⋇ྼम⋈の場合にमؚௌ௮

ऋ間了ऽदにྼقम了後ऩऎك
થௌ௮ీ৺のಌৗのணाをしたधऌमؚ
ઞ৷ऋ౻ૃめをするऒधऋ௴に合৶
ऩ৶をಳऌؚভ通ৼਊदँるधੳめ
ैोऩःधऌमؚઞ৷मؚజのௌ௮ీ৺
धのௌ௮੯दؚਊჾணाをਭဍした
ुのधाऩすधしथःऽすقௌ௮ీ৺১ਸ਼ 1�
؛ك
ऩउؚથௌ௮ీ৺の૮ૡఌ২ಉにण

ःथमؚڴฆのڮをසしथऎटऔः؛
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3 退職等

（1）退職
間のめのऩःௌ௮ీ৺の場合ؚௌ௮�

ડऊैのਔઓંにेるにणःथमؚௌ�
௮ీ৺১ृௌ௮੦১म୦ैमँりऽ�
च॒؛たटしؚড়১にेोयजのਔઓંऊ
ैਈಢڮౝ間दৡをથするऒधにऩりऽす�
ড়১ਸ਼ق �27 ؛ك
間のめのँるௌ௮ీ৺の場合मؚਉಋ�

धしथؚृिを੭ऩःহऋँるधऌदऩऐ�
ोयؚ間রのमੳめैोऽच॒ऋؚ
ফをதइる間をめたௌ௮ీ৺にणःथमؚ
ྫೈ઼धしथؚీ৺後ফを৽ૌしたਰ
後にणःथमؚௌ௮मؚઞ৷にணলるऒ
धにेりؚःणदुदऌるऒधधऔोथ
ःऽす؛

（2）労働契約期間の満了
ௌ௮ీ৺に間をめる場合मؚڭのీ�

৺間のमਉಋधしथؚگফਰधしऩ�
ऐोयऩりऽच॒ऋؚऒのௌ௮ీ৺間の�
了にेるの場合にमؚੰ౻ઔুਊの੍�
௸ःのਏमँりऽच॒؛

（3）定年
ਉಋधしथؚফमजのফೡにしたधऌ�

にؚঽにௌ௮ঢ়બऋ終了するधःअ২�
दすのदؚੰ౻のਖಉमেगऽच॒؛
ऩउؚফফೡにणःथमؚৈೡ౻৷

১द �0 ୃमୀ১धऩりؚൌ৸৩
��ୃऽदの౻৷確保ଝ務ऋઞ৷にୖऔोथ
ःऽす؛

4 労働関係終了に伴う手続き
ௌ௮ऋੰق౻ؚଈಝಉをஅिكした

場合मؚਰ下のুਢऌをষअਏऋँりऽす؛

（1）退職時等の証明
ௌ௮ऋにしथؚઞ৷間ؚ業務の

ரథؚਊჾহ業にउऐるਜ਼ؚ൛সྼम
のহੰق౻の場合मؚजの৶をஅिكに
णःथછのઐહをடした場合にमؚઞ
৷मऩऎછをઐહしऩऐोय
ऩりऽच॒؛ऩउؚછにमௌ௮ऋ
டしऩःহඨृഡの੶ಀを੶ൗしथमऩ
りऽच॒قௌ௮੦১ਸ਼ 22ਸ਼ڭඨ؛ك
ऽたؚੰ౻のઔをऔोたऊैの�

ऽदにؚௌ௮ऋੰ౻৶にणःथのછ�
をடした場合मؚઞ৷मऩऎછ
をઐહしऩऐोयऩりऽच॒قਸ਼ڮඨ؛ك
ك৶છमઃᅚ౻ੰق

（2）賃金の支払い、及び金品の返還
ௌ௮قଈಝの場合मৼਢযكऊैடऋ

ँढた場合ؚমযのਥਹにരする൛সजの
のসષをڳਰに੍௸ःؚନ൬しऩऐोय
ऩりऽच॒قௌ௮੦১ਸ਼ 2�؛ك
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解 雇 理 由 ド 明 書 

              Ẋ 

  

当社が、   年   月   日付けであなたにண࿌した解雇については、

以下の理由によるものであることをド明します㹿 

             

                      年   月   日 

事業主Ặ名ཪは名⛠

使 用 者 職 Ặ 名 

ࠝ解雇理由ࠞͤ１、２ 

１ ኳ災その他ࡴࡸを得ない理由（具体的には、 

         によって当社の事業の継続がྍ⬟となったこと。）による解雇

２ 事業⦰小等当社の㒔合（具体的には、当社が、 

                         となったこと。）による解雇

３ 職務௧にᑐする㔜大な㐪⾜Ⅽ（具体的には、あなたが 

                           したこと。）による解雇

㸲 業務についてはṇな⾜Ⅽ（具体的には、あなたが 

                           したこと。）による解雇

５ 勤務ែ度ཪは勤務ᡂ⦼がⰋであること（具体的には、あなたが 

                           したこと。）による解雇

６ その他（具体的には、 

                                ）による解雇

ͤ１ 該当するものにۑを付け、具体的な理由等を（ ）の中に記入すること㹿 
ͤ２ 就業規則のసᡂを⩏務付けられている事業場においては、上記解雇理由の記載にか

かࢃらず、当該就業規則に記載された解雇の事由のࡕ࠺、該当するものを記載すること。 

كઅછૄؙੰ౻৶છق
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1 就業規則を定めることの意義
業ૠಋをਛするऒधにेりؚௌ௮ऋ�

業時間রにুにষしたり૮ಳ勤した
りधःअऒधऋऩःेअ場を確য়し �ؚ
ਯのௌ௮をଁ合したহ業ઈऋदऌؚऽ
たؚௌ௮のௌ௮੯をଁに૪৶するऒ

धदؚௌ௮੯のध৽のをるऒ
धऋदऌऽす؛
ऽたؚௌ௮にधढथुஹるसऌルールऋ�

確にऩるऒधदؚੱしथ௮ऎऒधऋदऌ
るওজॵॺにऩりऽす؛

2 就業規則の作成
常時 10 যਰのௌ௮をઞ৷するহ業場

दमङ業ૠಋをਛしऩऐोयऩりऽच
ௌ௮੦১ਸ਼ق॒ �� ؛ك業ૠಋにमؚઃ
のহඨを੶ൗしऩऐोयऩりऽच॒؛

⋇�始業ल終業の時刻 休ؚህ時間ق休ህのশऔؚ
ଖइ্ಉをஅिؚك 休قਯؚଖइ্ಉを
அिؚك 休ၿقফ休ؚਓਓ後休業ؚःॎॅ
るে৶休ၿؚుஂ؞૧休業ಉをஅिؚك ઐ
౹の場合にम業時ૡఌにঢ়するহඨقઐ
౹ؚઐ౹ದಉك�

⋈�൛সのৠؚੑल੍௸ःの্১ؚ൛স
のഁજりल੍௸ःの時ऩैलにಊஔに
ঢ়するহඨقಊஔのથ૮ ಊؚஔ間 ಊؚஔ૨ؚ
ಊஔ੦ಉك

⋉�にঢ়するহඨੰق౻のহのऺऊؚঽ
ഞ合ؚ合ਔੰ৺ؚফ২ಉुஅिك

⋊�ুਊのめをする場合にउःथमؚి
৷औोるௌ௮の೧ؚুਊのৠؚ
ੑल੍௸ःの্১ऩैलにুਊの
੍௸ःの時にঢ়するহඨ

⋋�ಏ時の൛সಉقুਊをऎ例इयೖଖؚ
時সؚฬ໑সಉكलਈ൛সપの
めをする場合にउःथमؚऒोにঢ়するহ
ඨ

⋌�ௌ௮に୫ાؚ業৷ષؚजのの૿を
औचるめをする場合にउःथमؚऒोに
ঢ়するহඨ

⋍�৸लୋেにঢ়するめをする場合にउ
ःथमؚऒोにঢ়するহඨ�

⋎�業ธಫにঢ়するめをする場合にउःथ

मؚऒोにঢ়するহඨ
⋏�಼૩ଓल業務ਗのം୰ჰஃにঢ়する
めをする場合にउःथमؚऒोにঢ়するহ
ඨ

⋐�༟ق༟のரథؚহಉكलଇの
めをする場合にउःथमؚजのரథलங
২にঢ়するহඨقহ ؚ૪ীのரథؚ
ুਢऌಉك

⋑�ਰのऺऊؚਊჾহ業場のௌ௮のすसथ�
にి৷औोるめをする場合にउःथमؚ
ऒोにঢ়するহඨق例इयؚાؚૠஙؚ
ૣਹௐেਝのਹ৷ؚ休২ؚଦ઼ૡఌؚ
লಉऋჾਊするك

ऒोैのअठؚ⋇ع⋉のহඨमःऊऩる場�
合दु業ૠಋにङ੶ൗしऩऐोयऩりऽ�
च॒قബৌਏ੶ൗহඨ؛ك�
�のহඨमؚめをउऎ場合にमङ⋐ع⋉

業ૠಋに੶ൗしऩऐोयऩりऽच॒قৼৌ
ਏ੶ൗহඨ؛ك

ভに୦ैऊのめをउऎق২をਝऐるك
場合मؚङ業ૠಋにৼৌਏ੶ൗহඨを
めるसऌदँるのにुऊऊॎैङؚऒोをૠ
しथःऩः場合ुௌ௮੦১ਸ਼��ୀખध
ऩりऽすのदିਔऋਏदす؛
ऒのऺऊؚ業ૠಋのະ຺ؚஉমಖઋを

്したૠؚ業ૠಋのੰृి৷ऩनにঢ়
するૠをਝऐるऒधुँりؚजोैमભਔ
੶ൗহඨにীథऔोऽす؛
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3 法令及び労働協約との関係
業ૠಋदमؚ১ഥृௌ௮ੈ৺にખするु

のをめथमःऐऽच॒؛ऒोैにખする
業ૠಋのめमؚ૮धऩりऽすقௌ௮੦
১ਸ਼ �2ؚௌ௮ీ৺১ਸ਼ 1�؛ك

4 就業規則の届出
業ૠಋをਛしؚྼमಌした場合にम

ૌਯௌ௮ੌ合ྼमजोऋऩः場合मؚૌ
ਯௌ௮৻のਔৄを੶しؚजのの౧ྼ
म੶ഀのँるછએを๚しथؚजのহ業

場のਚをଵლするௌ௮੦૰౧শにඍ
ऐলऩऐोयऩりऽच ��ௌ௮੦১ਸ਼قؚ॒
�0؛ك

5 就業規則の周知

6 就業規則の効力

7 就業規則の変更

業ૠಋमؚ常時業場のৄृすः場ਚ�
にൕંしؚྼमइહऐるಉの্১にेりௌ

হ業場に業ૠಋऋँる場合दؚ合৶ऩ
ઍの業ૠಋをؚௌ௮にఢੴऔचथःた
場合にमؚ業ૠಋदめるௌ௮੯ऋؚௌ
௮のௌ௮੯にऩりऽすقௌ௮ీ৺১ਸ਼ 7
؛ك্दؚௌ௮धઞ৷ऋؚ業ૠಋध
मୀअઍのௌ௮੯をશに合ਔしथःた
場合にमؚजの合ਔしथःたઍऋؚௌ௮
のௌ௮੯にऩりऽすقௌ௮ీ৺১ਸ਼ 7た
टしછ؛ك

ਉಋधしथؚઞ৷ऋ্に業ૠಋを
ಌしथुؚௌ௮のਂਹஇにௌ௮੯を
ಌするऒधमदऌऽच ؛كڵௌ௮ీ৺১ਸ਼ق॒
しऊしؚਰ下のਏ੯をたしथःोयؚઞ৷�
म業ૠಋのಌにेढथؚௌ௮੯を
ಌするऒधऋदऌऽすقௌ௮ీ৺১ਸ਼10ؙ�؛ك

௮にఢੴऔचऩऐोयऩりऽच॒قௌ௮੦
১ਸ਼ 10� ؛ك�

दすऊैؚহ業場に業ૠಋऋँる場合द�
ुؚௌ௮のजोझोのহੲに合ॎचथؚௌ
௮੯をฑໞにৠめるऒधऋदऌऽす؛しऊ
しؚௌ௮धઞ৷ऋશに合ਔしたௌ௮
੯ऋؚ業ૠಋを下ढथःる場合にमؚௌ
௮のௌ௮੯मؚ業ૠಋのઍऽदਬऌ
ऋりऽすのदؚିਔऋਏदすقௌ௮ీ৺
১ਸ਼ 12؛ك

⋇�जのಌऋؚਰ下のহੲऩनにසैしथ
合৶दँるऒध؛
ௌ௮のਭऐるਂਹஇのங২؞
ௌ௮੯のಌのਏਙ؞
ಌ後の業ૠಋのઍのৼਊਙ؞
ௌ௮ੌ合ಉधのઐ௱の૾யಉ؞

⋈�ௌ௮にಌ後の業ૠಋをఢੴऔचる
ऒध؛
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1 高年齢者等の雇用

（1）定年
ফのめをする場合にमؚजのফम�0�

ୃを下るऒधमदऌऽच॒قৈফೡ౻৷
১ਸ਼ڴ؛ك
ऩउؚൌ৸৩��ୃऽदの౻৷確保ଝ務

ऋઞ৷にୖऔोथःऽす؛

（2）70 歳までの就業機会の確保
（努力義務）

��ୃऽदの౻৷確保قଝ務كにਸइؚ��ୃ
ऊै70ୃऽदの業ਃভを確保するためؚৈ
ফೡ業確保ೈ઼धしथؚਰ下のःङोऊの
ೈ઼をङるৡଝ務をৗਝしऽしたقਫৈ
ফೡ౻৷১�ഥਮگফڰাڭষ؛ك
①  70 歳までの定年引き上げ
②  定年制の廃止
③  70 歳までの継続雇用制度（再雇用制度・

勤務延長制度）の導入
④  70 歳まで継続的に業務委託契約を締結す

る制度の導入
⑤  70 歳まで継続的に以下の事業に従事でき

る制度の導入
D�হ業ऋঽैৰするভ൴হ業
E�হ業ऋؚলৱقৱসكಉする
੮৬ऋষअভ൴হ業

ध⋋を合ॎचथَ業੍ରಉೈ઼ُधःः⋉پ
ऽす؛

（3）高年齢者雇用確保措置
ഥਮگফڰাڭにষऔोたৈফೡ౻৷

১षのৌૢधしथऽङげैोるのमؚ⋇
ফを70ୃऽदਬऌげるऊؚ⋈ফঽ৬
をఀૃするऒधदす؛
ऒोैのೈ઼をधるؚ業ૠಋをめथउ

りؚ業ૠಋরにফのめのँるভにउः
थमؚ業ૠಋのಌऋਏधऩりऽす؛
ઃにؚ⋉౻৷するৈফೡऋൌするधऌमؚ

ਊჾৈফೡをजのফ後ಉु70ୃऽदਬऌਢ
ःथ౻৷する২を導入するऒधऋؚৌૢೈ઼ध
しथげैोऽす؛হ業ঽମदਬऌਢऌ౻৷を
ಲਢするऒधमुठろ॒૭ચदすऋؚহ業の

ॢルーউভؚऔैにॢルーউভਰਗのহ業
にउःथಲਢऩ౻৷をষअधःअৌૢु૭
ચदすقৈফೡ౻৷১10のڮਸ਼گඨ؛ك
ऩउؚঽਰਗのহ業にउःथಲਢ౻৷す

る場合にमؚঽधਊჾのহ業धの間दؚ
ਊჾのহ業ऋৈফೡをಲਢしथ౻৷する
ऒधを৺൶するీ৺をഁするਏऋँりऽす؛
ਈ後に ⋊ؚ⋋業੍ରಉೈ઼にणःथदすऋؚ

ৰするためのুਢऌमؚੑのਛؚૌਯ
ௌ௮ੌ合ಉのਔを੭るؚੑのఢੴऋਏध
ऩりऽす؛
業੍ରಉೈ઼をৰするためのুਢऌमؚ

ੑのਛؚૌਯௌ௮ੌ合ಉのਔを੭るؚ
ੑのఢੴऋਏधऩりऽす؛

（4）高年齢者等の再就職の援助
① 再就職援助措置

ঽഞのிめにషすसऌ৶にेるुق౻ੰ
のをऎكಉにेりするৈফೡಉにमؚ
ਰ下のೈ઼をगるेअめるऒधधऔोथ
ःऽす؛
ણにৌする৽ੋ੍ର؞
ગृઇธಫਭಉのँढच॒؞
ગ੍ର৬のଡണ�ऩन؞

②  多数離職届
のহ業ਚにउःथؚ1নাਰに�য

ਰのৈফೡಉऋੰ౻ಉにेりする場
合मؚਯृਊჾৈফೡಉにঢ়するੲ
ਾಉをঁটーডーॡにඍऐলऩऐोयऩりऽ
च॒؛

③  求職活動支援書の作成・交付義務
ੰ౻ऩनのহ業の合ऩनにेりす

るৈফೡಉقௐেௌ௮ഥदめるに
るك؛ऋൌするधऌमَؚ ણ੍ରછُ
をਛしؚমযにઐહしऩऐोयऩりऽच॒
؛كৈফೡ౻৷১ਸ਼17ق
ऒのَણ੍ରછُにमؚমযの務

৽ഄ؞業ચৡृহ業のষअગ੍ରೈ
઼のઍऩनؚગにৱするহඨを੶ൗす
るऒधधऔोथःऽす؛
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④  対象高年齢者等
70 ୃऽदの業確保ೈ઼ऋৡଝ務ध

ऩढたऒधにेりؚગରஃೈ઼ؚਯ
ඍのৌधऩるৈফೡಉऋઃのधउりध
ऩりऽした؛
जののহ業の合にेりؚ��ୃ౻ੰ؞
ਰ70ୃदする

ਰのৈফೡ業確保ೈ઼にउःୃ��؞
थؚৌ੦にჾਊचङする

ਰのৈফೡ業確保ೈ઼にउःୃ��؞
थؚফೡにしたऒधにेり70ୃ
दする

⑤  対象事業主
ਉಋधしथؚ時にৈফೡを౻৷しथ

ःるহ業दす؛
たटしؚਰ下のৈফೡにৌしथमؚਊჾ

ৈফೡをফऽद౻৷しथःたহ業ऋৰ
するऒधधしऽす؛
दのಲਢ౻৷২दؚ২のফೡ؞
にしたৈফೡك70ୃの場合にるق
の੮৬ऋৰするভ൴হ業にజহद؞
ऌる২にेり業するৈফೡ
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1 パワハラ防止策の義務化

（1）「パワハラ防止法」の施行
ഥਮڮফڲাにষऔोたਫௌ௮ੁ合

ਤ১قਰ下ௌ১كमؚશَঃডঁছقঃ
ডーঁছ५ওンॺكଆૃ১ُधुళयोるेअ
にؚ੫業のঃডঁছଆૃৌੁにणःथめथः
ऽす؛ऽङमপ੫業にउःथষदଝ務৲औोؚ
ഥਮڰফڰাऊैमর৵੫業にुి৷ऋఁপऔ
ोऽす؛
ௌ১ਸ਼�0のڮਸ਼1ඨदमَؚ হ業मؚ

場にउःथষॎोるર௭ऩঢ়બをూବधし
たदँढथؚ業務ਏऊणৼਊऩ೧を
தइたुのにेりजの౻৷するௌ௮の業୭
ऋ૩औोるऒधのऩःेअؚਊჾௌ௮ऊै
のৼにૢगؚిજにৌૢするためにਏऩ৬
のତजのの౻৷ଵ৶ਏऩೈ઼をग
ऩऐोयऩैऩःُधめथःऽす؛౻৷ଵ৶
ਏधऔोる৬ऩೈ઼にणःथमؚௐে
ௌ௮ऋੁしたَঃডঁছଉُに੶ൗऔो
थःऽす؛

（2）パワハラの定義
ঃডঁছଉदमؚ場にउऐるঃডঁছに

णःथؚ場にउःथষॎोる⋇ર௭ऩঢ়બ
をూବधしたदँढथ⋈業務ਏऊणৼ
ਊऩ೧をதइたुのにेりؚ⋉ௌ௮の業
୭ऋ૩औोるुのदँりؚ⋇ऊै⋉ऽदのਏ
ಞをすसथたすुのधଝऔोथःऽす؛

（3）パワハラの６類型
ঃডঁছम ਰؚ下のڲタイউにীథऔोऽす؛
⋇�ମ৬ऩవொقചষ؞ം૩ك
⋈�ಖઋऩవொقะ؞༁ಣ؞ሷ၅ऱ
नःചك

⋉�য間ঢ়બऊैのજりしق࿒؞ൎ間ਗし؞
૮ଳك

⋊�ૌপऩਏق業務ैऊにਂਏऩऒध
ृຄষਂ૭ચऩऒधのਘ؞லহの࿉૩ك

⋋�ૌ৵ऩਏق業務の合৶ਙऩऎચৡृ
৽ୡधऊऐोたங২のःலহを୵ग
るऒधृலহをଖइऩःऒधك

⋌�の૩قஎऩऒधにૌ২にয়ठ入る
ऒधك

（4）求められる措置
৬にؚহ業ऋষॎऩऐोयऩैऩःଝ

務मঃডঁছଉのَ ౻৷ଵ৶ङसऌೈ઼ُ
に੶ൗऔोथःるਰ下のহඨदす؛
⋇হ業の্ଉの確৲लजのఢੴ؞ཟ
⋈ঃডঁছষನにणःथడਫにৌ૪する຺

業ૠಋಉにૠしؚଵ৶૰をஅिௌ௮
にఢੴ؞ཟするऒध
ऽたؚిજऩৼ؞ৌૢのためにਏऩ৬

तऎりقৼษઠのఢੴऩनؚृكৰにঃড
ঁছऋেした場合のిજऩৌૢのためのೈ઼
ुめैोऽす؛जのऺऊಡचथङसऌೈ઼
धしथؚৼ؞ষನಉのউছイバ३ー保૧
ृৼしたऒधಉを৶धしथਂਹஇඞःを
ਭऐऩः຺をめؚௌ௮にఢੴ؞ཟするऒ
धऋげैोथःऽす؛

12 労働施策総合推進法の施行
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13
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1 労働基準関係法令違反
ௌ௮੦ঢ়બ১ഥୀખをಬした場合ؚহ業�

ಉにमઃのگणの১ிભऋਖॎोるऒध�
にऩりऽす؛

（1）刑事責任
൛সਂ௸ؚশ時間ௌ௮ऩनௌ௮੦১ୀખ

लଈಝௌ಼ؚௌ಼ऊऎしऩनௌ௮৸ୋে১ୀ
ખऋँोयহ業मয়੯औोऽす؛

（2）民事責任
ૌௌଈؚଈಝௌ಼ऩनऋँるधؚহ業म�

ড়১の৸ଦൟଝ務ୀખद૩๖ிભをਖ�
ॎोるऒधुँりऽす؛

（3）労災責任
ௌ಼েの場合दؚ১ഥୀખऋँるध保૫�

મ॔ॵউृଓપのନವを୵गैोるऒ�
धुँりऽす؛

（4）労働基準関係法令送検に係る公表
制度

ਛ2�ফ 10াਰఋؚௌ੦౧のଛਫ਼হ੧मؚ
ਉಋधしथௐেௌ௮+3にڭফ間ൕൗऔोऽ
す؛

13 労働基準関係法令違反
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林業労働力の確保の促進に関する基本方針について
業ௌ௮ৡの確保のയਤにঢ়する੦ম্ଉقਰ下َ੦ম্ଉُधःअك؛धमؚ業ௌ௮ৡの確保の

യਤにঢ়する১قਛڴফ১ਸ਼��ಀكに੦तऌؚਓপ෦लௐেௌ௮প෦ऋ
�業にउऐる৽ल౻৷のにঢ়するহඨٳ
�業ௌ௮ৡの確保のയਤにঢ়する੦মऩ্ٳ
�হ業ऋ৬にষअ౻৷ଵ৶のఒलহ業の合৶৲をയਤするためのೈ઼にঢ়するহඨٳ
�ৗたに業に業しेअधするの業のෟ৲のためのೈ઼にঢ়するহඨٳ
�जの業ௌ௮ৡの確保のയਤにঢ়するਏহඨٳ

にणःथめるुのदँる؛

౻৷ଵ৶のఒにঢ়ॎるऩਡमؚਰ下のधउりदँる؛
كイঢ়બ॔ك1قگ੦ম্ଉق৲৷ঢ়બの確౻�ڭ
৷ঢ়બの確৲をるためؚ౻入時にহ業のྼमؚู౻৷間ಉを੶した౻入通ੴછ౻�ك1ق

のઐહにめるेअཟをയਤするऒध؛
�ૄमடのेअऩをधढथःथुؚৰଙにउःथमহ業ିधの間にઞ৷జരঢ়બऋੳك2ق

めैोる場合にमَௌ௮ُधऩるऒधにणःथཟをയਤするऒध؛

كक़ঢ়બ॔ك1قگ੦ম্ଉق৲৷の౻�ڮ
業ௌ௮の常৷৲؞াஔ৲をയਤするेअஃಉをষअऒध؛

كग़ঢ়બ॔ك1قگ੦ম্ଉق�ௌ௮੯のఒگ
ௌ௮保૫षのਸ入യਤऋैोるेअ২にબるಽのཟ؞�業ௌ௮の常৷৲にಡचथؚভك1ق

ؚ導をਤするऒध؛
�ௌ௮಼૩ଆૃੑಉを౷ऽइك2ق ௌؚ௮಼૩のଆૃಉを通गたௌ௮の৸ध೨ऋ確保औोるेअؚ

ஃಉをষअऒध؛

كढ़ঢ়બ॔ك1قگ੦ম্ଉق�ઇธಫのౄৰڰ
業ௌ௮のय़কজ॔ਛ੍ରऋैोるेअ業ௌ௮にৌする2-7ق業務のຄষのૌஙにउः

थষअ業ธಫكल2))�-7ق業務のຄষのૌஙਗにउःथষअ業ธಫكのੑৰಉにめる
ऒधにणःथཟをയਤするऒध؛

資 料

      

資
料
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�業にउऐる৽ल౻৷のにঢ়するহඨڭ
業をりඕऎੲિ؞ك1ق

ऋবにउःथमؚऋবଅの৺ڳસをಚめथउり਼ؚੀにਢ૭ચऩ৽にणःथの
ঢ়ੱऋৈऽढथःるরदؚ؞業の૽સにৌするবড়のୄऋৈऽढथःる؛
বড়ऋにୄする௮ऌधしथम ؚૉആ৲ଆૃषの൴をमगめ ؚടोಉの಼૩のଆૃؚ

ৱ౺のऊ॒ുಉऩुのऋँる્؛にؚຍಞভのৰਠにऐथमؚにेる৲ຍಞ
ลઽਃચのมऋਏदँりؚ間ᅇಉのତ؞保৸のାৰऩৰऋਏधऩढथःる؛
ऽたؚਹ৷૭ચऩবのৱ౺ऋౄৰしणणँるऒधऊैؚবਓ౫ਉಉのஔにৌする

౫ਓ業ಉのୄमৈऽढथऌथउりؚ業ऋऒोに確にૢइथःऎऒधऋ務धऩढथःる؛
ऒअしたরؚの৺ڰસをಚめるযੵにणःथमؚजの৸ਙをするदిਊऩ時に

ిજऩ業をৰするऒधऋਏदँる؛ऋবのযੵのৱ౺૾யをाるधؚਠमؚजのऎ
ऋट間ᅇಉの業ऋਏऩਛమにँるऋؚब�0ফেਰのৈೡのऋੜしणणँ
りؚਛ1�ফ২にउःथযੵએの��ঃー७ンॺをಚめるৈೡのযੵमؚਠ૾のऽऽ
した場合ؚजの10ফ後にम৺ڲસをಚめるऒधにऩるधৄऽोる؛
ऒोैৈೡ৲しणणँるযੵमؚਬऌਢऌిજऩ業をষअऒधにेりৱ౺धしथমતऩ

ਹ৷ऋ૭ચधऩる時をಶइるधधुにؚৱ౺धしथのਹ৷をઅൟしणणؚ৲するにৌす
るবড়のॽー६を౷ऽइؚশᅇ৲लଉઁઐ৲ઁ؞୴৲ಉؚऩତをਤする
दのীวਡにँる؛

হ業のਠ૾धୖك2ق
ਛ17ফの業७ン१५にेोयؚಞ౫েਓの৺ڳસमਭྼमয়େःにेりষॎोथ

उりؚजの৽৬ਯम৺ڰदँりؚजの৺ڳસमফ間েਓऋ2�000য়্ওーॺルの৽
৬दँる؛ऽたؚહऐؚ下࿘りؚ間ᅇのତにणःथुؚजのએの৺ڳસमਭにेりষ
ॎोथःるऋؚফ間�0ঊॡタールの৽৬ऋजのপをಚめथःる؛
ऒअしたਭಉにेりಞ౫েਓྼमତをষअ৽৬म৺ڲँりؚ৽ଙશにৄるधؚ

ಞ౫েਓमভؚযऋ৬दँるのにৌしथؚહऐؚ下࿘りؚ間ᅇमੌ合ऋ৬दँるध
ःअୀःऋँるुののؚপীम৵ૠெ؞ཧऩ৽धऩढथःる؛
০後の業のன৫のためにमؚऒोैのহ業の৽の৲ؚधりॎऐহ業の確保ऋ

ਏदँりؚजのためؚ業のૐ৺৲ऋਂ૭ಳधऩढथःる؛
ऒअしたরؚਚથषの業੧にेる業のૐ৺৲ृଡ଼ිधৈਙચ業ਃ༊をੌा合ॎच

た॥५ॺ業३५ॸの導入にेるেਓਙのにりੌ॒टりؚಞ౫েਓ業ृੌ合ऋ
৬धऩढथਉのஔをりऽधめؚଲ౫ੵ場ृ合ഝੵ場धのੈにेりਉをઉଛし通の
૨৲をढथःるহ例ुৄैोؚ০後मؚऒअःढたੌをਘৡにਤしथःऎਏऋँる؛
ऽた ؚऋবのஎથのਠ૾を౷ऽइるध ؚੀの確৲ृ業ଡ଼ිのତऋਏਂ૭ಳदँりؚ

ऒोै業務のঢ়৴業ुଫにৰしथःऎऒधऋਏधऩढथःる؛
業ௌ௮の౻৷ଵ৶のਠ૾धୖك�ق

業ௌ௮の౻৷ଵ৶のਠ૾をाるधؚ業の業のఛතਙलহ業の৽੦ೕのᒤൠਙऊ
ैؚ౻৷ঢ়બऋਂ確ऩ場合ऋऎؚऽたؚजの౻৷मङしुしथःऩः؛ऽたؚভ؞ௌ
௮保૫ಉषのਸ入にणःथमؚ౻৷ऋಏ時ؚ間दँるऒधऩनऊैి৷にऩैऩः場合ुँ
る؛
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ऒのためؚ౻৷のにりੌिऒधऋਏदँりؚ৬にमؚহ業にेるऩহ業
の確保ಉにेり通ফ౻৷を確保するधधुに ௌؚ௮のૣਹௐেの௴ਡऊैহ業ऋாにভ؞
ௌ௮保૫षのਸ入യਤにりੌिऒधऋਏदँる؛ऽたؚ業にउऐるௌ௮಼૩मؚൊに
ँるुののؚ業मడしः੯の下दをりඞअ業दँるऒधऊैൂேधしथਓ
業にૻຎしथ಼૩ে૨मாめथৈः૾யにँりؚଡ଼ිのତにेる業ਠ場षの॔ॡ७५ఒृ
জ५ॡ॔७५ওンॺを通गた業্১ಉのఒؚৈਙચ業ਃ༊の導入യਤलਊჾਃ༊を৷ःた
৸ऩ業のৰؚ৸業ਃ༊लஓの৫؞ଐಉにेるௌ௮಼૩のにऐたੌऋ
ਏदँる؛
ಌにؚௌ௮にৌしथாにੴؚૼચलૼのಆ੭にेる業ચৡのをるਃভをଖ

इथःるহ業मऩः૾யदँりؚௌ௮にधढथྟৡँる場धするためにमؚઇธಫのౄ
ৰにりੌिऒधऋਏदँる؛

業ௌ௮ৡのك�ق
ऋবの業ௌ௮ৡにणःथमؚऒोऽद౫તの下ಉにेる業఼ਙのப৲ृਚથ

の৽ਔඟの下にൣः業েਓણऋしؚऽたؚৱ౺ऋਛ࿃৲するরदؚહऐؚ下
࿘りಉのୗহ業のಉをખしؚশにम؞ৈೡ৲ऋਤষしथऌた؛しऊしऩऋैؚ
ফؚফ業のસ合म৸ਓ業ऋൊにँるのにૻしथ業のजोमੜਸൊにँりؚৗた
ऩଂએをಶइणणँる؛
્に ৗؚૠ業मَの౻৷ُಉのৰにेりੜਸൊにँり ০ؚ後のણඩऋୄऔोथःるऋؚ

जのপमؚਓ業ऊैのૡಉदಚめैोथउりؚ業にેীऩ業ચৡ৫をਭऐथःऩ
ःऋः؛ऽたؚ業後ुহ業にेるଢ଼ఊのৰऋਜ਼ऩ૾யदँるऒधにਸइؚऩ౻
৷ृਚ੭ऋેীに確保औोथःऩः場合ुँりؚలਟの業েણにৌするਂを್इथःるु
ऩऎऩः؛
ବਞப৲にൣः౻৷ੲિऋப৲するরؚ౻৷のਭऐधしथの業षのୄऋৈऽढथःるऋؚ

ৗૠ業をमगめ業ௌ௮ऋ್इるرऩਂをੰしथःऊऩऐोयؚ௮ऌऋःのါଷಉに
ेり業ௌ௮ৡの؞ৈೡ৲ऋಌにਤষしؚలਟؚのిજऩଵ৶を通गたবଅの保৸ؚৱ
౺のऊ॒ുಉのਁஇਃચのมल౫のஔをढथःऎद刻ऩ୶をऻすऒधऋ
ೃऔोる؛

�業ௌ௮ৡの確保のയਤにঢ়する੦মऩ্ڮ
業ௌ௮ৡを確保しथःऎためにमؚधしथؚ౻৷ঢ়બの確৲ؚ౻৷の৲ྼमਓ業

ధのௌ௮੯の確保ಉ౻৷ଵ৶のఒにਬऌਢऌめるऒधऋਏदँるऋ ০ؚ後म ऒؚोैにਸइؚ
ৱ౺のਛ࿃৲ृবড়のめるऩतऎりをూବにؚ業ௌ௮にमেਓਙのಉহ業の合
৶৲をりؚऩ౫ஔを੍इるেਓଵ৶ચৡのृَਢ૭ચऩ৽ُにঢ়するৈ২
ऩੴಉऋめैोるऒधऊैؚ業ௌ௮ऋ業にାしؚऒोैৈ২ऩચৡをମにणऐるのに
ਏऩૼؚੴಉをಆ੭ؚしथःऎऒधुਏदँる؛
業षのାにमؚ業ௌ௮ऋ್इるలਟの業েણにउऐるਂをりऌؚଌのःऎ௮

ऌऋःをたचるਏऋँるऒधऊैؚ৽ୡಉにૢगたऩय़কজ॔ਛを੍ରするऒधऋਏद
ँる؛
ऽたؚ౻৷ଵ৶のఒमؚহ業のহ業の合৶৲धഡமにঢ়৴しथःるऒधऊैؚ౻৷ଵ৶の

ఒధलにহ業の確保ؚৈਙચ業ਃ༊ಉの導入लजのણ৷のための؞業のତಉ
にेるহ業の合৶৲を৬ऊण合にയਤするऒधऋਏदँる؛
ಌにؚऒのेअऩ౻৷ଵ৶のఒलহ業の合৶৲の৬ऊण合ऩਤにਊたढथमؚ

ਿੴহऋୠのৰੲにૢगथする業ௌ௮ৡ確保੍ର७ンターقਰ下੍َର७ンターُधः
अك؛ल業ঢ়બにेる੍ରؚ導をৰするधधुにؚ౻৷ଵ৶のఒलহ業の合৶৲を
ਤするਔඟलચৡをइؚ৬ऋତऔोたহ業をਿੴহऋੳしؚટに੍ରೈ઼を
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ৰするऒधऋਏदँる؛
ऩउؚਿੴহऋহ業をੳするにਊたढथमؚ業を৬धしथ৽のഓ৲を

るऒधにेり౻৷ଵ৶のఒलহ業の合৶৲をろअधするহ業のऺऊৗたに業に入する
ため業ௌ௮を౻৷するহ業にणःथुৌधするऩनؚഩৡにৌૢするऒधऋਏदँる؛

�হ業ऋ৬にষअ౻৷ଵ৶のఒलহ業の合৶৲をയਤするためのೈ઼ధलにৗたに業にگ
業しेअधするの業のෟ৲のためのೈ઼にঢ়するহඨ

হ業ऋ৬にষअ౻৷ଵ৶のఒलহ業の合৶৲をയਤするためのೈ઼ధलにৗたに業
に業しेअधするの業のෟ৲のためのೈ઼のৰにਊたढथमؚਿੴহのੳをਭऐ
たহ業をরੱに੍ର७ンターのણを通गथؚ౻৷ଵ৶のఒलহ業の合৶৲を৬にയਤす
るऒधऋਏदँる؛
धりॎऐؚઇธಫのৰのയਤにेる౻৷ଵ৶のఒमؚ業ௌ௮にଌのःऎ௮ऌऋःを

ଖइؚ業षのାにणऩऋるऒधऊै੍ؚର७ンターಉऋষअઇธಫ২ؚரଢ଼ఊಉのཟ
लय़কজ॔؞॥ン१ルॸॕンॢにৌしथ੍ରしथःऎऒधऋਏदँる؛
ऽたؚਃ༊৲ಉにेるহ業の合৶৲मؚ৽ૠெのᒤൠऩহ業رのੌにमੀऋँるऒधؚ

ऽたؚ౻৷ଵ৶のఒमളਯのহ業दষअऒधऋટऩ場合ुःऒधऊैؚرのহ業の
ੌにਸइؚളਯのহ業にेるુ৲ؚੈ業৲ಉषのੌを੍ରしथःऎऒधऋਏदँる؛
হ業ऋ৬にষअ౻৷ଵ৶のఒलহ業の合৶৲をയਤするためのೈ઼ك1ق

॔�౻৷ଵ৶のఒをയਤするためのೈ઼
৷ଵ৶৬のౄৰ౻�ك॔ق

হ業ਚにउऐる౻৷ଵ৶৬の確য়をるためؚ常時ڱযਰの業ௌ௮を౻৷する
হ業ਚにउःथमؚ౻৷ଵ৶の৭ભにめるेअཟをയਤするधधुにؚ৭ભऔ
ोた౻৷ଵ৶のৱସのをるためのଢ଼ఊのਭをയਤする؛

৲৷ঢ়બの確౻�كイق
౻৷ঢ়બの確৲をるためにमؚ౻ः入ोの৬を確にするऒधऋਏदँりؚऒ

のためؚ౻入時にহ業のྼमؚู౻৷間ಉを੶した౻入通ੴછのઐહにめる
ेअཟをയਤする؛
ऽたؚૄमடのेअऩをधढथःथुؚৰଙにउःथमহ業ିधの間にઞ

৷జരঢ়બऋੳめैोる場合にमَؚ ௌ௮ُधऩるऒधにणःथཟをയਤする؛
৲৷の౻�كक़ق

౻৷の৲をるためにम ؚ業ௌ௮の常৷৲؞াஔ৲をਤめるऒधऋ੦মदँるऋؚ
जोにम 常ؚ৷৲؞াஔ৲をるऒधऋदऌるহ業の確保ऋਏधऩる؛ऒのためؚ
হ業の確保धँःऽढथ常৷৲؞াஔ৲にめるेअཟをയਤする؛

�ௌ௮੯のఒكग़ق
ফのॽー६にৌૢするधधुにؚ業ௌ௮をྟৡँるुのधするためؚௌ௮時間の

ಢೠをയਤする؛
ऽた 常ؚ৷৲にಡचथভ؞ௌ௮保૫षのਸ入യਤऋैोるेअ২にબるಽのཟ؞

導をਤする؛
ಌにؚௌ௮಼૩ଆૃੑಉを౷ऽइ಼ؚ૩ऋऎেしथःるᅇ業ಉにउऐる৸

ऩ業্১のାಉにेるௌ௮಼૩のଆૃؚৈਙચ業ਃ༊の導入ಉにेるஷਃ༊のඝ
時間のಢೠؚௌ௮ਘ২のೄಉをりؚௌ௮の৸ध೨を確保するधधुにؚి
ऩ場୭のਛをയਤする؛

఼৷のఒ؞�൳ૐكड़ق
যにਊたढथमؚ確ऩয੯のਝಉにेるટऩ൳ૐણのৰにめるध

धुにؚषの॔আール২をৈめるため੍ؚର७ンターにेる൳ૐのણ৷ल合
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যହভषのਸをയਤする؛ऩउؚਏऩௌ௮の確保をਛするためにमؚટ
ऩ൳ૐણधの౻৷ଵ৶のఒをಡचथষअऒधऋਏदँる؛

�ઇธಫのౄৰكढ़ق
常の業務を通गथਏऩੴؚૼ ચྼमૼをৄにહऐऔचるઇธಫقड़ン؞२؞४ঙ

ঈ؞ॺঞーॽンॢكल常の業務ऊैोथଝをਭऐるಉにेりਏऩੴؚૼચྼ
मૼをମにणऐऔचるઇธಫقड़ই؞२؞४ঙঈ؞ॺঞーॽンॢكのੑऩৰに
めるेअཟをയਤする؛ऩउؚऒのेअऩೈ઼をगるにしथुؚશのহ業の
ादमढ़জय़গছのੁಉঀक़ঁक़のએदऩ場合ुँるऒधऊै੍ؚର७ンターಉ
にेりढ़জय़গছのੁृુઇธಫのৰؚಆ੭औोたૼચलੴのಆ࿃২合ः
にঢ়するৼल導をষअऒधऋਏदँる؛

�ৈফೡௌ௮のણඩのയਤكय़ق
ૼચのಲഅをෟにਤめるためにुؚৈ২ऩ࿃ಫௌ௮दँるৈফೡのણඩऋਂ૭ಳ

दँる؛ऒのためফのਬげृಲਢ౻৷২導入ಉのೈ઼のଝ務હऐにणःथಽのఢ
ੴ؞導をජೲするधधुにؚৈফೡௌ௮の્ਙにଦൟした業্১のৄઉしؚ৸ୋ
েৌੁलৗૠ業のૼ導্১の৫ಉにりੌि؛

�जのの౻৷ଵ৶のఒكॡق
ྟৡँる場तऎりのためؚ業সુੋ২ಉর৵੫業সુੋ২षのਸ入യ

ਤをるऩनؚૣਹௐেのౄৰಉをയਤする؛
ऩउؚ業ௌ௮の業ਔඟのにৱするためؚௌ௮にৌするಊਤ؞ಊતलଦ઼

のঔॹルのંಉ業েણのలਟਝੑঔॹルの確৲にめるऒधऋਏदँる؛
イ�হ業の合৶৲をയਤするためのೈ઼
�হ業の確保ك॔ق

হ業ऋহ業の合৶৲をਤめるためにमؚহ業の確保をるऒधऋਏदँる؛
しऊしऩऋैؚऋবのஎથの৵ૠெ؞ཧऩਚથૠெदमؚرのਚથಉऋ
ஆद૨ऩ業をৰするऒधमदँるためؚহ業にेる業のૐ৺৲をਤす
るऒधऋਏदँる؛
ऒのためؚ業ਔඟऋ下しथःるਚથಉにৌし業の্ଉृহ業をৰした場

合のઽ੍をैऊにしたॹータऩनをંしणणؚহ業ऋாに業のৰを௮
ऌऊऐؚऽたؚ૨ऩ業をৰするऒधऋदऌるয౫のਛをയਤする؛
ऽたؚবથহ業मؚহ業の৽の৲ल業ௌ௮の౻৷の৲にৱする

௴ਡऊैؚੑؚऩহ業のିにめる؛
ऩउؚহ業の確保にਊたढथमؚजのधしथؚ業ௌ௮ৡの確保のയਤに

ঢ়する১धधुにؚ業৽੦ೕのਘ৲ಉのയਤのためのৱসの通にঢ়するྫೈ઼
১ೣقਮ��ফ১ਸ਼��ಀكल౫のஔの確保にঢ়する્શೈ઼১قਛڴফ১
ਸ਼�7ಀكに੦तऌؚਆऊैਆ下にඹるऩ౫のஔ৬をଡണするधधुにؚ
౫のਏఁপをりؚ業؞౫ਓ業のણਙ৲にめる؛

�েਓਙのكイق
েਓਙのをるためにमؚৈਙચ業ਃ༊ಉのにेる業のਃ༊৲ऋਂ૭

ಳदँり ऽؚた ऒؚのਃ༊৲म েؚਓਙのにਸइथௌ௮ਘ২のೄ ௌؚ௮৸ୋেの確保ؚ
ௌ௮ৡ確保のためのイওー४॔ॵউल業षのਙのにुৱするुのदँる؛
ऒのためؚऋবのؚ৽ૠெಉにಽిૢしたৈਙચ業ਃ༊の৫लଐを

യਤするऺऊؚজー५؞ঞンタル৬のତಉ業ਃ༊の導入യਤೈ઼のৰにਸइؚ
ୠにిした業३५ॸのାؚಉのেਓ੦ೕのତಉをയਤする؛
્にؚଡ଼ිधৈਙચ業ਃ༊をੌा合ॎचた॥५ॺ業३५ॸのତにਏऩয౫

のਛにऐたੌをਤする؛
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�業ௌ௮のय़কজ॔ਛ੍ରكक़ق
ৗૠ業にষअઇธಫधしथؚのએਃચृのତ؞保৸のਏਙಉを

৶ੰऔचるधधुにؚ৸ऩ業্১ऋಆ੭दऌるेअؚ業業にਏऩ੦মऩੴ
ृૼૼ؞ચのಆ੭にঢ়するଢ଼ఊをയਤする؛
ઃにؚங২の৽ୡをથするਠ場ଵ৶ிભषのઇธಫधしथؚ業३५ॸृଡ଼

ිのਝੑؚেਓଵ৶ल業ਃ༊ତಉのেਓਙのにਏऩੴृૼؚૼચのಆ੭
にঢ়するଢ଼ఊのऺऊؚৗૠ業षの導ચৡのをるଢ଼ఊをയਤする؛
ಌにؚളਯのਠ場ଵ৶ிભをଁฐするषのઇธಫधしथؚਹ૩ঢ়બधの合ਔ

ਛृऒोを౷ऽइたহ業ੑのਛಉؚਢ૭ચऩ৽にਏऩੴृૼؚૼચの
ಆ੭にঢ়するଢ଼ఊをയਤする؛
ऒのेअऩమऊण৬௺ऩઇธಫを通गؚেਓਙのऩनহ業の合৶৲をりؚ

ચৡにૢगたਚ੭の確保をയਤしؚ業ௌ௮の業েણにৌするਂをりऎधधु
にؚ業ௌ௮ऋৈःਔඟधચৡをมदऌるेअଢ଼ఊषのਭをയਤする؛
ऽたؚऒोैのଢ଼ఊをఊ了したのఃஈ২にणःथमؚ業ௌ௮ঽैの৯ఏにऩる

धधुにؚহ業にधढथमௌ௮のચৡ௬にुৱするऒधऊैؚহ業ऋୄのఒ
ಉध৬にりੌめるेअؚजのઈ৷にめる؛

ৗたに業に業しेअधするの業のෟ৲のためのೈ઼ك2ق
হ業ಉषのৗૠ業をയਤするためؚৗたに業に業しेअधするにणःथؚଢ଼ఊؚૡ

ಉの業にਏするৱসदँる業業യਤৱসをしહऐるधधुにؚ業ल業ௌ௮にण
ःथのཟؚ౻৷ੲਾの৬のତ੍ؚର७ンターऋষअ൳ૐのટણ৷ؚ業にਏ
ऩ業ૼಉにঢ়するଢ଼ఊのৰಉの業にඹるऽदの৴の੍ରೈ઼をയਤする؛
ऽたؚકയਤをるため্ؚਁુ੮৬ऋষअક୧ؚઇलୢಉषの੍ରにঢ়するੲਾの

をയਤする؛

�जの業ௌ௮ৡの確保のയਤにঢ়するਏহඨڰ
�業ௌ௮ৡの確保のയਤにঢ়する੦মੑੁにउऐるঢ়બのਔৄのലك1ق

ਿੴহमؚ業ௌ௮ৡの確保のയਤにঢ়する੦মੑをੁするにਊたりؚୠの業ௌ
௮ৡの૾யलਖਡに確にৌ૪するため்ؚઁऎ業を始めधするঢ়બऊैのਔৄをലす
るेअめる؛

ର७ンターの業務ઈ੍�ك2ق
੍ର७ンターの業務のઈにਊたढथमؚजのෟऩઈऋैोるेअؚবؚਿमुध

ेりؚ੨ؚੌ合ಉのঢ়બਃঢ়ऋഡமऩ৴ੈ؞ৡをষअेअめる؛
ऽたؚਿੴহऋ੍ର७ンターをするにਊたढथमؚୠଵ৶३५ॸのਤलਹ৷

のਹਙの確保の௴ਡऊैؚટऩহ業ઈऋ確保दऌるेअଦൟする؛
�੨ୠのણਙ৲लક੯のତك�ق

ऩ業ਃভの確保を通गた੨ୠのણਙ৲をるためؚ੦ୌਓ業दँる業؞౫ਓ業
のஷ௪ؚସバイड़ঐ५ಉのਹ৷ৱ౺をણ৷したਓ業のਛ્ؚਓの৫ऩनৱ౺をણ৷
したৗたऩঅ४ॿ५のলಉにめる؛
ऽたؚৗૠ入ಉの੨ୠषのାをるためؚ੨ୠにउऐるક੯のତ્ؚにؚ

業にउऐるྟৡँる場तऎりにਸइथક୭のତにめる؛
業ृ੨にৌするবড়の৶ੰのയਤ؞�ك�ق

にৌするবড়のঢ়ੱऋৈऽりをৄचथःるরؚदのତ؞保৸ણにਸするಽऋ
ੜਸしथःる؛ऒのेअऩੌのയਤを通गथؚのତ؞保৸ણにणःथのবড়の৶ੰの
にめる؛
ऽたؚઁਾણؚ৾ૅઇಉँैॅるਃভを通गؚ؞業ृ੨ऋবড়েણのにટ
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たしथःるએऩ૽સलऒोैの૽સを੍इथःる業ௌ௮のਏਙにणःथবড়のঢ়ੱल
৶ੰをめる؛
્にؚ੨ୠमؚಉの௹୕ऩঽேؚしःବ௴ؚにऩःଁ؞ધ৲ृ॥গॽॸॕ

ਃચऩन્થのྟৡをથしथउりؚবড়のக௴؞ছイই५タイルの৲にૢइる௴ਡऊैुؚ
੨धधのઐृ੨षのકのയਤにめる؛

�業ଢ଼ॢルーউृઇਃঢ়ಉにेる੍ରのയਤك�ق
業৽を૿असऌয౫をਛ؞確保するためؚ業হ業৬の৽ृୠのজーॲーधऩり੭

るਚથಉदੌ௶する業ଢ଼ॢルーউಉऋؚ؞業ঢ়બ৾ఐのৈૅেृপ৾েؚৗૠ
入ಉにৌしथষअ業৬ୡ؞業৽導ؚୠভषのାയਤણलୠのহ業にৌし
थষअઐણಉषの੍ରをਤする؛ऽたؚৈ২ऩ業ૼをથするপ৾をमगめधするઇਃ
ঢ়ಉऋহ業ृ業ௌ௮にৌしथষअ৾ಆਃভのृਠदの導ಉषの੍ରを通गथؚૼ
のಽのৈ২৲をയਤする؛

�૦ਝ業ಉ౮業ரधの৴യਤك�ق
ੌ合ؚಞ౫েਓ業ಉのহ業ध૦ਝ業ಉのহ業ऋ৴しऩऋैؚ間ᅇയਤのためのଡ଼ි

ତؚ૦ਝੵহにउऐる間ᅇ౫ਹ৷ृؚୠ౫をણ৷したક୧तऎりऩन৷ಥ৫ิृਏఁপಉの
ੌをਤめるऒधमؚহ業の確保ृ౻৷のলにणऩऋるऒधऊैؚୠの業ध૦ਝ業ಉ౮業
ரधऋ৴したੌをؚௌ௮の業ચৡ৫ؚ৸ध೨の確保ಉにଦൟしणणؚாにਤ
する؛



73

業ௌ௮ৡの確保のയਤにঢ়する੦ম্ଉُのৄઉしにेりََؚٳ 業ௌ௮のय़ক
জ॔ਛ੍ରُをৗたऩੁのधしथ୯ਸ؛�

�؛�৬にमؚਰ下のੌをਤٳ

⋇੦ম্ଉに໌しथؚহ業ऋষअమऊण৬௺ऩয౫ਛをৗたに੍
ରَق の౻৷ُਠ場ૼચਛৌੁ؛ك

�����
⋈ଢ଼ఊఊ了のચৡを௴に௬दऌるेअؚय़কজ॔にૢगたఃஈ২����
をবにउःथਝするधधुにؚযহଵ৶ঐॽগ॔ルಉをତしؚਊჾఃؙ�
ஈのਜ਼を੍ର؛

�業ௌ௮ऋలਟにॎたढथৈःચৡをମにणऐथःऎためにमؚାしथुैअऒٳ
धऋਏदँりؚृりऋःのथるௌ୭のତऋୖ؛�

�ऒのためؚऽङमؚহ業の確保ृઽஇৡのऩनَ৽の৲ُにりੌिऺٳ
ऊؚহ業にेるਰ下のੌऋਏ؛

⋇�হ業の確保ृઽஇৡのऩनをਠ場दৰᄷするためにਏऩૼಉを
����ௌ௮にమऊण৬௺にಆ੭औचるऒध؛
�����
⋈�য౫ਛの্ଉृௌ௮の業ౚ؞ચৡ௬੦ऩनのૠಉをତ�
しؚચৡにૢगたਁਫऩ૪にめるऒध؛

基本方針を踏まえた取組について
ਠ場ૼચのਛधఃஈ২ٴ

�ফَؚٳ の౻৷ُにेりৗૠ業ऋੜਸしथउりؚ০後のણඩऋୄ؛
؛�లਟؚ業ઍमؚेりৈ২৲するधधुにؚॳーदの業ऋরੱにٳ
؛�しऊしؚਂऩ౻৷ଙऩनにेりؚৗૠ業のऎऋలਟをਂଳٳ
�ऒのऽऽৌੁをगऩऐोयؚऩनにेりؚ০後ؚਏऩૼऋऔोङؚڀ
���বਓ౫のஔृତに੍؛

現状と問題点

課　　題

施　　策

�হ業にൂோしؚਓ業धૻຎしथ౻৷ଵ৶એदয়ठोथःるؙુਁ�ٳ
業হ業৬にधढथमؚऒोऽदりੌ॒टऒधのऩःੴの୩ୠ؛

؛�র৵ཧऩহ業৬ऋऎؚঽৡद௬੦ಉのତमٳ

林業労働施策の方向について
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段階的かつ体系的な技能者育成（全国統一の研修カリキュラム）

業षの業にঢ়す؞
るੲਾのृৼ
のৰ

業の業ৰଙृ؞
ௌ੯ಉの৶ੰをയ
ਤ

ਠ場दのੵஙଵ৶؞
ृ॥५ॺଵ৶ऩन
業ྉশにਏऩੴ
ૼ؞をಆ੭

؞業ྉ৩षのૼ؞
৸導にਏऩੴ
ૼ؞をಆ੭

ਠ場のਤ⎃ଵ৶ؚ؞
ঢ়બधの合ਔਛ
ऩनଁฐଵ৶に
ਏऩੴૼ؞をಆ
੭

৸ୋেଵ৶ಉに؞
ਏऩੴૼ؞をಆ
੭

のਃચृ業の؞
্১ಉ業業に
ਏऩ੦মऩੴ؞
ૼをಆ੭

ਠ場業にਏऩ؞
৸ୋেઇ્ؚશઇ
ؚૼચಆをৰ

ਠ場業を৸にຄ؞
ষするためのুದを
ಆ੭

業のෟ৲

新規就業者の確保・育成 現場責任者の育成
ௌ௮৸の確保
كڭ५ॸॵউق

業の૨৲
كڮ५ॸॵউق

হ業؞৸のଵ৶
كگ५ॸॵউق

كफ़イॲン५ق業ৼভ؞
20間ங২の業業੍ର؞
ಆقௐেௌ௮হ業ك

�নাங২のॺছイ॔ル౻৷؞

दكਜ਼قௌ確७ンターಉ؞
�ফ間7ق�ங২كのૐ合ଢ଼ఊ

৸業のুದऋ確ৰにदऌる؞
ऊଢ଼ఊ後に確ੳ

ঈটॵॡقௌ確७ンターಉ؞
ਜ਼كद1�間ங২のૐ
合ଢ଼ఊ

ಆ੭をଢ଼ఊ後に確ੳ؞

৸বਜ਼द10間ங২の؞
ૐ合ଢ଼ఊ

ಆ੭をଢ଼ఊ後に確ੳ؞

ܢ業ܡ ܢಉઇธಫੂܡ ܢরಉઇธಫܡ ܢৈಉઇธಫܡ

業ௌ௮のय़কজ॔ਛを੍ର

業ൌ ৗૠ業

जोझोのమद所定の
カリキュラムをఊ了した

ਓऋइる
ଢ଼ఊఊ了にఃஈ

হ業जののঢ়બ

ਓপ෦ऊै
जोझोఃஈをষ

業業
كইज़ঞ५ॺডーढ़ーق

ਠ場ଵ৶ிભ
كইज़ঞ५ॺডーढ़ーق

ଁฐਠ場ଵ৶ிભ
كইज़ঞ५ॺঐॿー४কーق

「緑の雇用」事業の体系 ফ৯گعফ৯ڭ 業後ڱফਰのऋৌ 業後10ফਰのऋৌ

ଢ଼ఊ後मਠ場৽ୡを
॒दಆ࿃২

ଢ଼ఊఊ了ఃஈ২

ఃஈൌऊैのணட

كఃஈम�ফओधに業૾யをਾઔق

ၡ༮૭

ૼચのચৡ௬
にुৱするऒधऊ
ैؚহ業ऋୄ
のఒಉध৬
にりੌめるेअ
ઈ৷

ି :َ 業業ُम業ྉ৩धしथؚ業業にਏऩ੦মऩੴؚૼૼ؞ચをಆ੭しथ৸に
業をষअऒधऋदऌるয౫َؚ ਠ場ଵ৶ிભُमؚ業ྉにരするਠ場業৩ق業ྉ৩كを導しथؚ
間ᅇಉの業のੵஙଵ৶ಉऋदऌるয౫َؚ ଁฐਠ場ଵ৶ிભُमؚളਯの業ྉをଁฐするয়場ऊैؚ
ঢ়બध৴しथ৽にुするऒधऋदऌるয౫दँる؛

ك3�ؙૂَ業ௌ௮ৡの確保のയਤにঢ়する১に੦तऎੌにणःथُेりਬ৷ع�3ق

ତをିする場合؞
मؚইज़ঞ५ॺজーॲーਰ
ऋःるহ業৬ऋৈऎ௬
औोるலੌाの導入
৷ଵ৶ఒঐॽগ॔ル౻؞
をણ৷しؚజ業৩の૪を
ఒऋदऌるेअ導

キャリアのイメージ

林業労働力の育成・確保について
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１．林業の雇用管理改善について

２．雇用管理改善のポイントについて

３．労働災害の防止について

業मఛතृଠؚጩऩ業ਠ場ऩनঽேの৺をਭऐृすऎؚহ業ૠெृ৽੦ೕऋཧदँる
ऒधಉをూବधしथؚਓ業にૻसथয়ठ後ोたௌ௮੯ृ業୭धःढたਖを್इथःऽす؛ऒ
のेअऩ૾யにँढथؚ業をൌするऋऽदलणऊङؚऽたしथुାचङに
しथしऽअ例ऋৄਭऐैोऽす؛
ফؚ業のৗૠ業ਯम૯यः૾ଙदँるऒधऊैؚ業ௌ௮ऋੱしथ௮ऐる౻৷୭をତ

しؚৗૠ業のയਤध場ାをるऒधमؚలਟの業の૿ःুの確保にટदँりؚਏਙ
मৈऽढथःऽす؛

౻৷ଵ৶ఒをৰするにमؚ౻৷ଵ৶のਠ૾をਫ確にཔするऒधऋຩਏदす؛ઃᅚのَ業হ業
৬౻৷ଵ৶ఒのためのॳख़ॵॡজ५ॺُをણ৷しؚ౻৷ଵ৶のਖਡृఒਡの確ੳをষढथऎटऔ
ः؛
౻৷ଵ৶ఒをষअदؚহ業ृௌ務૿ਊमؚௌ௮੦১を始めधするௌ௮ঢ়બ১ഥのੴを೪

इथउऎऒधऋপજदす؛ऒのしउりをྖ時અにしथऎटऔः؛
ऽたਠ૾をཔするためにؚజ業৩धએをষःؚਖਡृலহのฎाಉのથ૮にणःथ確ੳする

ऒधुથदす؛

業ௌ௮मؚ業場ਚऋにेढथ౮ऩりؚのએदの業ऋःऒधऊैௌ௮಼૩のে
૨ऋৈऎऩढथःऽす؛
ௌ௮಼૩をேにଆૃするऒधमਏऩ౻৷ଵ৶दすَ؛ の౻৷ُਠ場ૼચਛৌੁহ業ق

ૂଓஃহ業كにउःथؚৰଢ଼ఊの৸ऩৰをるための৸導をষअにણ৷しथःるَ
৸導ॳख़ॵॡُをઅにൕげथःऽすのदؚਏにૢगथऒोをણ৷しथऎटऔः؛



3

林業事業体 雇用管理改善のためのチェックリスト
（□内にチェックマークをいれること）

（注）太字は法定の重要事項、★のある事項は違反した場合の刑事罰も規定されている法定事項。
細字は法定ではないが重要な事項、☆のある事項は国の基準等が定められている事項。

ඨ������৯ ॳ�ख़�ॵ�ॡ�জ�५�ॺ

൳������ૐ

఼৷ੑऋैोथःるऊٸ
□募集ルート・情報提供媒体は適切に選択されているか
□人材募集時に、必要な労働条件を明示しているか
□募集・採用にあたって、差別的な取扱を行っていないか
ચৡदਖ਼しथःるऊ؞఼৷の૭౯にणःथमؚૢ൳のిਙٸ

఼������৷

□採用時に、書面で労働条件を通知しているか★
□３年を越える労働契約の期間を設けていないか★
ٱをஹढथःるऊكಌৗのથ૮のંಉقથௌ௮ీ৺のഁにঢ়するਉಋٸ
□外国人の使用にあたっては、在留資格等の確認が適切に行われているか★
□労働基準法の必要事項を記載した労働者名簿を事業場毎に備えているか★
ٱடీ৺をഁするमؚௌ௮ీ৺ध確にયীदऌるઍにऩढथःるऊٸ

ௌ௮時間ଵ৶

□週 40 時間、１日８時間の法定労働時間は守られているか★

□勤務実態に合った、１ヶ月・１年などの変形労働時間制を採用し、適切
に運用しているか

□休憩時間は確保されているか★
□週１回の休日は確保されているか★
□振替休日や代休の処理が適正になされているか★

□時間外労働、休日労働を行う場合は、時間外・休日労働に関する協定届
（三六協定）を締結し、届出するなど、適法に行われているか★

□労働時間が適切に記録され、３年間保存されているか★

休�������ၿ

□年次有給休暇の付与・取得・管理方法が適切に整備・運用されているか★

□年次有給休暇取得時に支払う賃金は適切か（通常の賃金、平均賃金、健
康保険の標準報酬日額相当額から選択）★

□育児・介護休業など、休業、休暇の種類、取得のルール、付与日数、賃
金の扱い等が定められているか

□勤務間インターバル制度を適切に運用しているか☆
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ඨ������৯ ॳ�ख़�ॵ�ॡ�জ�५�ॺ

൛�������স

൛সપのৠमిજにষॎोथःるऊٸ
□諸手当の支給基準等を、就業規則又は賃金規程に明記しているか★
□最低賃金を下回る賃金額を支払っていないか★
□出来高払い制で労働者を使用する場合は一定額の賃金の保障をしているか★

□賃金支払い５原則（通貨で・直接・全額・毎月１回以上・一定期日に）
が守られているか★

□賃金の非常時支払いを行っているか★
□休業手当は適切に支払われているか★
□割増賃金は法定どおり支払われているか★

□労働基準法の必要事項を記載した賃金台帳を事業場ごとに備え、３年　
間保存しているか★

স২मँるऊٸ

ௌ௮保૫

□労災保険は全員加入して（全労働者分の賃金を算定基礎に入れて）いる
か（労災保険法第３条）

ーয্धடྼम業務ీ৺をする場合ؚௌ಼保૫の્શਸ入にणःथٸ
確ੳしथःるऊ

□雇用保険は、短時間勤務者であっても、週 20 時間以上 31 日以上雇用
見込みのある者は加入しているか

□労働保険の年度更新手続きは正しく行われているか
□労災保険に関し、請負事業・有期事業一括手続等は適切に行われているか

□労災保険の書類は３年間、雇用保険の書類は２年間（ただし、被保険者
に関する書類は４年間）保存されているか

ভ保૫

□強制適用事業所の場合、社会保険の適用が行われているか
□社会保険の加入要件は適正か（加入要件どおりに該当者を加入させているか）
□社会保険の算定基礎届手続は正しく行われているか
□社会保険に関する書類は２年間保存されているか

৸ୋে
ଵ৶৬

□安全衛生管理体制は確立されているか★
□入社時及び配置転換時に安全衛生教育を行っているか★

□特定業務の就業制限に係る現場入場者の免許、資格所持状況把握や作業
主任者の選任がなされているか★
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ඨ������৯ ॳ�ख़�ॵ�ॡ�জ�५�ॺ

೨ଵ৶

□常時使用する労働者を雇い入れるときは、健康診断を行っているか

□健康診断を年１回（チェーンソー及び刈払機を使用する労働者は半年に
１回）実施し、その記録を５年間保存しているか★

□再検査等の受診指導を行っているか。また、所見のある者に対して医師（産
業医）の意見を聞いているか

□法定時間外労働が１ヶ月当たり 100 時間を越える労働者からの申出に対
し、医師による面接指導を実施しているか

□常時雇用するパートタイム労働者قबڭౝ間のਚௌ௮時間ऋਫ৩
のڰীのگਰदँるঃーॺௌ௮كの健康診断を行っているか

ᅇ఼ಉ業務
時にउऐる
૫ଆૃ

□伐木作業等における危険防止措置を講じているか★

□機械集材装置及び運材索道の設置・作業における危険防止措置を講じて
いるか★

□振動障害の防止対策を講じているか★
□一定の機械について自主検査を行っているか★

ؙؙؙਙ

□産前産後休業等、妊産婦の健康管理に必要な措置が講じられているか★

□募集、採用、昇給・昇格、配置・昇進、教育訓練等において、性別によ
る差別的措置がなされていないか

□育児介護休業等の制度が整備されているか

□セクシュアルハラスメント及びマタニティハラスメントの防止等への措
置を講じているか

□女性活躍推進法を理解し、必要な措置を講じているか☆

ফल
ਛফ

ٸ 1� ୃにたऩःফにणःथؚரௌ௮時間؞時間ਗ؞休
ௌ௮をऔचथःऩःऊ

ٸ 1� ୃにたऩःফにणःथؚ૫થ૩業務قઈૡরのਃ༊ಉの
ି؞అ؞ਫ਼ਪ؞ఊሂಉؚয়قৈઉྫྷ ��FPਰكのᅇ఼ಉの
૫ऩ業務كをऔचथःऩःऊ

□解雇の際の帰郷旅費を負担することになっているか

ৈফೡの
౻৷ଵ৶

□ 60 歳を下回る定年を設定していないか

□高年齢者雇用安定法に定める高年齢者雇用確保措置に基づき、65 歳まで
の雇用の確保を行っているか

□ 60 歳以降の継続雇用を行う際、及び継続雇用更新の際の基準は適切か
□解雇などで離職する高年齢者等に対する求職活動支援を行っているか
□募集・採用における年齢制限を行っていないか

□令和３年４月より、65 歳から 70 歳までの高年齢者就業確保措置を講ず
ることが事業主の努力義務となることを知っているか
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ඨ������৯ ॳ�ख़�ॵ�ॡ�জ�५�ॺ

ௌ௮ీ৺の
終了

ௌ௮ీ৺終了のルールを৶ੰしथःるऊٸ

□退職、解雇、懲戒解雇についてのルールを就業規則に規定しているか
　（懲戒解雇規定は任意）★

□違法な解雇を行っていないか★
□労働関係終了に伴う手続きは適切に行われているか
□解雇の予告の際に、解雇予告制度等の注意事項を遵守しているか

業ૠಋ

□就業規則の絶対的必要記載事項と相対的記載事項は適切か★
□法令、労働協約、就業規則、労働契約との関係は適切か
□就業規則等規程類を届出・周知しているか★
□就業規則変更による労働条件不利益変更の手続きは適切か
□セクハラ対策、苦情相談窓口等が就業規則に規定されているか
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林業における労働安全衛生チェック票
1�ৱ౫؞ਝଵ৶ؚଅ場ଵ৶ؚ৹ਪؚ業にબる৸導ॳख़ॵॡ

作
業
種

作
業
内
容

ॳख़ॵॡএインॺ
كჾਊჷに䃺をणऐるق

मः ऽँ
ऽँ ःःइ

共
通

安
全
衛
生

業؞保૧をしؚਫ
しऎା৷しथःるऊ

ျを່লचङؚཐഁऽりؚႸഁऽりのेः業をା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ँओऱुをしढऊりഁめるऩनঊルওॵॺをਫしऎା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ଌに合ढथؚෟりにऎःຣऩ၎をା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
保૧मਫしऎା৷しؚ業ઍにૢगथଆቴිをା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ಸ時の৴൪্১ق通ਵ૭ચਡಉؚك ুದをੴढथःるऊ ٸ ٸ ٸ

指
差
し
呼
称
合
図

合؞୷ళูをిજにষढ
थःるऊ

合を確ৰにষढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
業রの業にतऎधऌम合を確ৰにষढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
業のਏਚਏਚद確ੳすसऌৌをしढऊりৄणめؚ୷ళูしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

資
材
・
設
備
管
理

機
具
・
道
具
類
推
持
管
理

৸にডイখーটーউಉのਡਫ਼؞
ওンॼン५をষढथःるऊ

ডイখーটーউのりඞःमຜুฦಉをା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ଌ場のした場ਚद業しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ডイখーটーউのྫྷに合ढたஓੵ؞をઞ৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ੵథをങೊऔचथ業しथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ

৸に࿘௸ਃؚॳख़ーン९ー
のਡਫ਼؞ওンॸॼン५をষढ
थःるऊ

ౌਞのડद業しथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
મを௷ःथऊैীੰତಉをষढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ਃ༊にૢगた௧৷のੵをઞ৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
りਗしたષథम०ಉऋહାしऩःेअにତ৶しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
৯য়थഓ২ؚၢの৹ତؚॹঈ५।ー४の৹ତऋਫしऎदऌथःるऊ ٸ ٸ ٸ

土
場
作
業

土
場
作
業

৸ऩमः業をしथःるऊ

ളਯद業する場合の業間の合؞৴൪をষढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
मःのৈऔऋ2ওーॺルਰにऩる場合मؚमः業ભをଦ઼しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
मःऋൊऊऩःेअにତேध॒दँるऊ ٸ ٸ ٸ
मःのにऋる時मጇಉをઞ৷するऩन৸ऩೈ઼をगथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ਏにૢगथढ़५फ़イಉにेりಕしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

ৈਙચ業ਃ༊業द৸ऩ
ଅ場業をしथःるऊ

ৈਙચ業ਃ༊ಉの૫યୠに入ढथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
૫યୠの೧ਗにङೂしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

ইज़ডーॲಉにेるઈဦम
৸にষढथःるऊ

मൺડにੱऋုैऩःेअा॒दँるऊ ٸ ٸ ٸ
मടोしऩःेअにಕしथँるऊ ٸ ٸ ٸ
मൗをதइथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ଡ଼એにૢगた৸ऩச২दဦলしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

輸
送
作
業

輸
送
作
業

ॺছॵॡಉषのाा
ୟଛを৸にষढथःるऊ

౫をಉऊणした૾ଙに॒दःるऊ ٸ ٸ ٸ
ॺছॵॡఢఈに業ಉऋःऩःऒधを確ੳしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ൗした౫मؚഁめ௧৷ஓಉをઞ৷しथऔचथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ਈপൗをதइथൗしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ଡ଼૾யにૢगた৸ऩச২दઈষしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

森
林
調
査
・
測
量

森
林
調
査
・
測
量

৸に৹ਪ؞をしथ
ःるऊ

ুੵमਫしऎઞ৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ুにਃ౫ಉをढた૾ଙदをనষしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
をするधऌमढたりఄ॒टりしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
࿘௸ਃをઞ৷する場合म৸業を確保しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
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2�ୗ業にબる৸導ॳख़ॵॡ �1

作
業
種

作
業
内
容

ॳख़ॵॡএインॺ
كჾਊჷに䃺をणऐるق

मः ऽँ
ऽँ ःःइ

共
通

安
全
衛
生

業؞ଆ૧؞保૧ಉを
ਫしऎା৷しथःるऊ

ျを່লचङؚཐഁऽりؚႸഁऽりのेः業؞ଆ૧をା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ँओऱुをしढऊりഁめるऩनঊルওॵॺをਫしऎା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ෟりにऎःຣऩ၎をା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ళमఝしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ಸ時の৴൪্১ق通ਵ૭ચਡಉؚك ুದをੴढथःるऊ ٸ ٸ ٸ

造
林
作
業

手
工
具
の
使
い
方

業৷のତ৶ତቕमેীऊ
ਚの場ਚにତ৶ତቕしथઽವしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
休ህ時ؚၢథを৸に઼ःथःるऊ ٸ ٸ ٸ

業৷のਡਫ਼ତमેীऊ
ઞ৷にਡਫ਼しؚ౮常ऋँोयଓఊしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ઞ৷後ؚॻটؚ०をधしथઃにઞइるेअにしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

ၢのଢ଼ऍ্मਫしःऊ

ၢऊኖલのःङोऊをಕしथଢ଼ःदःるऊ ٸ ٸ ٸ
ኖલのઞ৷मၢにૢगたुのをઞ৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ၢଢ଼ऍをষढथःるधऌにৄをするऩनؚু੪ऊै৯をしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ

৸ऩనষをষढथःるऊ

業間のमؚুੵథのশऔのڮங২確保しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ၢのၢにमढ़バーをりહऐथःるऊるऊ ٸ ٸ ٸ
నষの੍धऩるेअऩठ্मしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
をするधऌमढたりఄ॒टりしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ

৸ऩੌ業をষढथःるऊ

下業をষढथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ம業をষढथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
業にமする場合मؚਃ༊をૃしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ৼুにङ合しथமしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

ॼタのઞः্म৸ऊ

ஷり下ろすにଌሊಉऋਜ਼઼するेअऩિद業しथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ಗॼタद業をしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ి২ऩৡਸद業をしथःるऊقৡભचの業をしथःऩःऊك ٸ ٸ ٸ
ःऊ॒ಉをજる場合म্のুदಕしथજしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ၢऋਊたるेअऩ૩मりःथःるऊ ٸ ٸ ٸ

ढ़ঐのઞः্म৸ऊ

ढ़ঐのரథにిした࿘り্ؚஷり্をしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ಗুृಗଌをचङにਫしःठ্धଌのଡइ্をしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ଌ下ेりु下্を࿘ढथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ລबନるऊ॒థम৸に૪৶しथःるऊ ٸ ٸ ٸ

ॡডのઞः্म৸ऊ

業にਡਫ਼した৸ऩुのをઞढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ॡডमপஷりをしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ॡডदりऐऩःुのの্১दりःथःるऊ ٸ ٸ ٸ

造
林
作
業

রඪৌੁमેীऊ
রඪৌੁをしथःるऊقのষಉك ٸ ٸ ٸ
ቴのણにमؚଆቴිをା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ

৸ऩᢺइ業をしथःるऊ

下業をষढथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ऊ॒ಉの࿘௸ःのજりઠमऎෟにしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
下্を確ੳしؚのລबନりにିਔしथ൙઼ऌしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
൙઼ऌमするेअにठାऊचथःるऊ ٸ ٸ ٸ



9

2�ୗ業にબる৸導ॳख़ॵॡ �2


業
ர


業

ઍ

ॳख़ॵॡএインॺ
كჾਊჷに䃺をणऐるق

मः ऽँ
ऽँ ःःइ

造
林
作
業

手
工
具
の
使
い
方

৸ऩહऐ業をしथःるऊ

下業をষढथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ॡডमপஷりをしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
าのஉؚલಉम৸ऩ্১दりःथःるऊ ٸ ٸ ٸ

৸ऩ下࿘り業をしथःるऊ

ढ़ঐのপஷりؚൺুஷりಉをしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
࿘௸ਃの৸業を確保しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
下্にਤऽऩःद業をしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

৸ऩᅇ業をしथःるऊ

ખৡをൠめथ૪৶しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ம業をষढथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ၢに੍धऩる૩मহに૪৶しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ಗুؚಗଌؚಗॼタಉをしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ

৸にઊठ業をしथःるऊ

ጇಉम確ৰにりહऐथःるऊ ٸ ٸ ٸ
థम৸ऩुのをઞ৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ৈਚदम৸ఝをઞ৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
下্に業ऋःऩःऒधを確ੳしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ଌ場をऔचथ業しथःるऊ ٸ ٸ ٸ

合؞୷ళูをిજにষढ
थःるऊ

合を確ৰにষढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
業রの業にतऎधऌम合を確ৰにষढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
業のਏਚਏਚद確ੳすसऌৌをしढऊりৄणめؚ୷ళูしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

నؚ業ಉのఊ৶म৸
に業しथःるऊ

ૡؚടの૫ᆽਚदम৸にଦൟしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
通ষಉष૫ऋयऩःेअଦൟしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
業間のをેীにधढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
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��ਛ業にબる৸導ॳख़ॵॡ

作
業
種

作
業
内
容

ॳख़ॵॡএインॺ
كჾਊჷに䃺をणऐるق

मः ऽँ
ऽँ ःःइ

共
通

安
全
衛
生

業؞保૧ಉをਫしऎା
৷しथःるऊ

ျを່লचङؚཐഁऽりؚႸഁऽりのेः業ؚଆ૧をା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ঊルওॵॺमँओऱुをしढऊりഁめるऩनਫしऎା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ෟりにऎःຣऩ၎をା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ଆ૧؞すबਊथのಎାؚଆஷুฦのା৷をしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ଆጶওफ़ॿをା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ປዟをしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ళमఝしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ಸ時の৴൪্১ق通ਵ૭ચਡಉؚك ুದをੴढथःるऊ ٸ ٸ ٸ

育
林
・
下
刈
作
業

刈
払
機
作
業
の
基
本

࿘௸ਃのಎାमਫしःऊ
๛バンॻؚバンॻಉのిજऩಎାをしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
࿘௸ਃの፼りসषのిજऩಎାをしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

৸にग़ン४ンの始ؚૃし
थःるऊ

ग़ン४ンの始मਃ৬をऔचथষढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ిਫऩඝदग़ン४ンをૃしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ਂਏにग़ン४ンをૡऔचथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ

ਫしः੦মをஹढथःるऊ

バছン५のधोたિद業しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ুঁンॻルのਃ༊をൺুदඝしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ଌઈलؚऱकधをઞढたਫしः੦মをஹढथःるऊ ٸ ٸ ٸ

下業؞ம業のరૃを
ஹढथःるऊ

࿘௸業द下業をしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
�Pਰのয়入రૃをஹढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
৸のため 1�Pਰोथ業しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
の業にமする場合म合しؚग़ン४ンをૃしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

合؞୷ళูをిજにষढ
थःるऊ

合を確ৰにষढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
業রの業にतऎधऌम合を確ৰにষढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
業のਏਚਏਚद確ੳすसऌৌをしढऊりৄणめؚ୷ళูしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

࿘௸ਃのਡਫ਼؞ତमેীऊ

ਗのमેীऊ ٸ ٸ ٸ
ਗऊैৄइる౮常のથ૮を確ੳしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
፼りস؞バンॻのംのથ૮を確ੳしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ಸಎ઼धఄങଆ૧ಎ઼をਡਫ਼しथःるऊ ٸ ٸ ٸ

রඪ؞ቴৌੁमેীऊ

ಒఛのরඪৌੁقಉのষكमેীऊ ٸ ٸ ٸ
ଆቴිをା৷しथ業しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ቴৌੁ৷ષقঽഞିೝஓؚঁॳঀॵॡؚቴลਬஓಉكをষしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

य़ॵॡバॵॡؚ࿘ၢਜ਼઼にି
ਔしथःるऊ

य़ॵॡバॵॡをକऒしにऎःਜ਼قਫએऊैక�0২の೧ਰਗكदજしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ेりः࿘ၢਜ਼઼धしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

下
刈
作
業

࿘்؞ਤষ্मిਫऊ
ిਫऩ࿘்قপஷりをしऩःكद࿘௸ढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ൊदએの下্にऊढथ業しथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ

ऊ॒म৸ऩ্১दજし
थःるऊ

ऊ॒のજீقのऒၢكम �FPਰ下धしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ৈの1�� の૫યୠに入ढथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ລबନるതोのँるऊ॒ಉमؚખৡをൠめथऊैજढथःるऊ ٸ ٸ ٸ

࿘ၢषのமඡଆૃをੱෳऐथ
ःるऊ

࿘ၢにൃಉऋ൪ऽढたधऌमؚग़ン४ンをૃしथ૪৶しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
業রਰਗमग़ン४ンをૃしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
休ህ時ಉの࿘௸ਃの઼ऌ্म৸ऊ ٸ ٸ ٸ
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��ᅇ倒लୗ業にબる৸導ॳख़ॵॡ �1

作
業
種

作
業
内
容

ॳख़ॵॡএインॺ
كჾਊჷに䃺をणऐるق

मः ऽँ
ऽँ ःःइ

共
通

安
全
衛
生

業؞ଆ૧؞保૧ಉを
ਫしऎା৷しथःるऊ

ျを່লचङؚཐഁऽりؚႸഁऽりのेः業をା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ঊルওॵॺमँओऱुをしढऊりഁめるऩनਫしऎା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ෟりにऎःຣऩ၎をା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ଆஷুฦमା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ଆ૧؞すबਊथमಎାしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ଆጶওफ़ॿをା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
イখーঐইृປዟをしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ళमఝしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ಸ時の৴൪্১ق通ਵ૭ચਡಉؚك ুದをੴढथःるऊ ٸ ٸ ٸ

伐
倒ҩ

造
材

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
伐
倒

ಉमহにுしथःるऊ
ఢ೧の੍ಉमহに૪৶しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ລबନるതोのँるऊ॒ಉमખৡをൠめथऊैજढथःるऊ ٸ ٸ ٸ

ᅇ倒の૾ଙを確ੳしؚᅇ倒
্をৠめथःるऊ

ๆமधのणる൪ा૾ଙಉを確ੳしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ੱಉをৄாめؚిਫऩᅇ倒্を確ੳしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

য়入రૃયୠにの業ಉ
ऋःऩःऊ確ੳしथःるऊ

ৈの 1�� の೧にの業ಉऋःऩःऒधを確ੳしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
એद下業をしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ

ೂ場ਚをँैऊगめ৭し
थؚ確ৰにೂしथःるऊ

ਭऐઠをજるにؚೂ場ਚを৭したऊؚೂଡ଼を確保しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
めた場ਚに確ৰにೂしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

ॳख़ーン९ーमਈଐの૾ଙद
ઞ৷しथःるऊ

ਗのؚ౮常のથ૮ؚ৸ಎ઼のਃચをਡਫ਼؞ଓఊしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
९ーॳख़ーンमਫしऎ৯য়थしたुのをઞ৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ

ਭऐઠજりをਫしऎষढथः
るऊ

औमᅇஉઉྫྷの ਰधऩढथःるऊك��1ق��1 ٸ ٸ ٸ
下જりमにજり॒दःるऊ ٸ ٸ ٸ
めજりम �0২ ��� ২のഓ২धऩढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
下જりधめજりの終ॎりのীमಱしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

୯ःઠજりをਫしऎষढथः
るऊ

ਭऐઠのৈऔの 2�� のਜ਼઼ऊैにજり॒दःるऊ ٸ ٸ ٸ
णるの்मᅇஉઉྫྷの 1�10 ங২確保しथःるऊ ٸ ٸ ٸ

ॡ१অをਫしऎઞढथःるऊ गপऌऔのॡ१অを2মਰઞ৷しᅇ倒্を確ৰにしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

合؞୷ళูをిજにষढ
थःるऊ

ઔ合ؚম合ؚ終了合を確ৰにষढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
業রの業にतऎधऌम合を確ৰにষढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
業のਏਚਏਚद確ੳすसऌৌをしढऊりৄणめؚ୷ళูしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

৸ऩऊऊりの૪৶をষढ
थःるऊ

2যਰのੌद業をষढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
20FPଜの৵ྫྷमؚしؚটーউؚইख़জンॢঞバーಉद૪৶しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
をૡऔचるधऌमす্にしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
20FPਰのরপྫྷमؚᏋਬஓऩनを৷ःथ૪৶しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
Ꮛਬஓृਃ༊をઞ৷するधऌमؚफ़イॻঈটॵॡदᏋਬ্をइथःるऊ ٸ ٸ ٸ

ऊऊり૪৶のరૃ業を
ষढथःऩःऊ

ऊऊैोथःるをᅇ倒しथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
げ倒しقຉलच倒しكをしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ऊऊढथःるの੪જりをしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ऊऊढथःるの๛૿ऍをしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ऊऊैोथःるのજりをしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ऊऊりのଣ઼をしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
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��ᅇ倒लୗ業にબる৸導ॳख़ॵॡ �2

作
業
種

作
業
内
容

ॳख़ॵॡএインॺ
كჾਊჷに䃺をणऐるق

मः ऽँ
ऽँ ःःइ

伐
倒
・
造
林

造
林

৸ऩ௸ः業をষढथः
るऊ

ためؚためしयमખৡをൠめथऊैજढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
౫のડद੪ઠऊैഈषऊढथ業しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
फ़イॻバーのஉমীをઞढथજढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
౫のにऋढथ業をしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
એद下業をষढथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
એदষःؚ౫ؚॳख़ーン९ーの下にଌを入ोथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ

৸ऩજり業をষढथःる
ऊ

๛ेりৈःਜ਼઼दજり業をষढथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
એद下業をষढथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ਫしः৯য়थのॳख़ーン९ーदજढथःるऊقજએऋෟにऩढथःるऊك ٸ ٸ ٸ
જ౫ಉमؚऎःૃめऩनをষःؚ౫をऔचथःるऊ ٸ ٸ ٸ

৸にৈਙચ業ਃ༊ඝऋ
दऌるऊをदऌるऊ

ਃ༊ऋ৸に業दऌる場ਚを確保しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ਃ༊のચৡにँढた業をষढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ষの੍धऩるᅇஉؚగલಉをँैऊगめுしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
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��ಞ౫लୟଛ業にબる৸導ॳख़ॵॡ �1

作
業
種

作
業
内
容

ॳख़ॵॡএインॺ
كჾਊჷに䃺をणऐるق

मः ऽँ
ऽँ ःःइ

共
通

安
全
衛
生

業؞保૧ಉをਫしऎା
৷しथःるऊ

ျを່লचङؚཐഁऽりؚႸഁऽりのेः業をା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ँओऱुをしढऊりഁめるऩनঊルওॵॺをਫしऎା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ଌに合ढथؚෟりにऎःຣऩ၎をା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
保૧मਫしऎା৷しؚ業ઍにૢगथଆቴිをା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ಸ時の৴൪্১ق通ਵ૭ચਡಉؚك ুದをੴढथःるऊ ٸ ٸ ٸ

伐
倒ҩ

造
材

架
線
素
材
作
業

業৫始にਡਫ਼しथःるऊ
હটーউृஉઙの૾ଙをਡਫ਼しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
५জンॢটーউの૾ଙをਡਫ਼しथःるऊ ٸ ٸ ٸ

৸ऩ্১दෳをしथःるऊ

એのऊैෳしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ऩढथःる౫म্ऊैෳしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ਂऩ౫मଭैऩःदෳをしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

૮৶をしऩःෳをしथःるऊ

ਈপをதइथෳをしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
の৯にሖोथःるऊ ٸ ٸ ٸ
५জンॢڭমの፼ਯमگমਰ下にしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

૫ऩ業をしथःऩःऊ

ഓ業をしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
/%ऋૃしथऊैෳしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
૾ଙにँるดのઉ下に入ढथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ

ૐ౫ਃを৸にઈૡしथःるऊ

ౕऩਤྼमをしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
౮常ৡ時ؚઉठにॻছをૃしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ඕૌऍଆૃをதइथඕऌ॒दःऩःऊ ٸ ٸ ٸ

୷ళؚู確ৰऩ合धೂ
をষढथःるऊ

ઈૡधෳの৴൪合मిજऊ ٸ ٸ ٸ
合のにೂ場ਚにङೂしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
業のਏਚਏਚद確ੳすसऌৌをしढऊりৄणめؚ୷ళูしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

૫યୠदの業రૃをஹढ
थःるऊ

એの下द業しथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ด下ؚ下のതोのँるᆽਚद業しथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ৡऋෳऊढथःるधऌにഓ業をしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ

ཱのਝ઼ੰ؞৬を৸に
ষढथःるऊ

Ἄਚदの業म৸ఝをઞ৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ਝ઼ੰ؞৬मুದにజढथਫしऎষढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
業ཱ業ભのંにेり業しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
業間の合؞৴मిજにষढथःるऊ ٸ ٸ ٸ
業রのの下にの業ಉऋ入ढथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ःथःるดにুをඡोथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ডイখーটーউをりඞअ場合मຜুฦಉをା৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ

車
両
系
素
材

ਬऌఞच৷のডイখーটーউ
म৸ऊ

ডイখーটーউमംしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
५জンॢটーউमশすऍऩःऊ ٸ ٸ ٸ

৸ऩ্১दෳをしथःるऊ

業にः౫ऊैෳしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
એのऊैෳしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ऩढथःる౫म্ऊैෳしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ਂऩ౫मଭैऩःदෳをしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
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૮৶をしऩःෳをしथःるऊ

ऐ॒ਬৡにૢगたෳਸऊ ٸ ٸ ٸ
ઠにःীにෳしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
५জンॢڭমのෳমਯमڭমधしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

素
材
作
業

車
両
系
素
材

ਫしःఞच業をষढथः
るऊ

業をಕしൾଅගを下ろしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ඕऌि্धఞच্をにしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ఞचのमশऎऩढथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
౫のਬऌ下ろしमफ़イॻঈটॵॡをઞ৷し্をइथःるऊ ٸ ٸ ٸ

確ৰऩ合धೂをষढथःる
ऊ

ઈૡधෳの৴൪合मిજऊ ٸ ٸ ٸ
合のにೂ場ਚにङೂしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ೂしؚ୷ళูしؚ合しथःるऊ ٸ ٸ ٸ

૫યୠदの業రૃをஹढथ
ःるऊ

એの下द業しथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
業রの業ಉにமしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ৡ時ؚ૫યୠद業をしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ

৸ऩষ؞ૃをষढथः
るऊ

ଭఆਰਗのᆽਚに業をଭचथষしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ᐉଦؚએの૾யलにૢगた৸ऩඝलச২दষしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
下り௳दमग़ン४ンঈঞーय़をઞ৷しथःるऊ ٸ ٸ ٸ
するधऌमᎉद৸ऩ場ਚにૃめथःるऊ ٸ ٸ ٸ
ઈૡఆをोるधऌमग़ン४ンをૃしؚဆଆૃのೈ઼をしथःるऊ ٸ ٸ ٸ

ाा業を৸にষढथ
ःるऊ

౫のૡのതोのँるયୠに入ढथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
౫をಉऊणした૾ଙに॒दःるऊ ٸ ٸ ٸ
ਈপൗをதइथൗしथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
ൗした౫मؚഁめ௧৷ஓಉをઞ৷しथऔचथःるऊ ٸ ٸ ٸ

उろし業を৸にষढथ
ःるऊ

下ろしଅ場मેীऩઁऔऋँるऊ ٸ ٸ ٸ
౫のૡのതोのँるયୠに入ढथःऩःऊ ٸ ٸ ٸ
のऊैষअऒधऋदऌるऊ ٸ ٸ ٸ
౫のૡ؞ෟのതोのँるᆽਚにؚの業৩ऋःऩःऒधを確ੳしथःるऊ ٸ ٸ ٸ
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